
なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

 

8－9－1 

添付書類八 9 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－9－2 の

前 

 （記載の追加） 別紙 8－9－1 を追加す

る。 

** 8－9－4 上 9～ 

上 10 

…で構成し，原子炉格

納容器内雰囲気ガスを

不活性ガス系を経由し

て，フィルタ装置へ… 

…で構成し，サプレッシ

ョン・チェンバ側から不

活性ガス系及び格納容器

圧力逃がし装置配管を経

由又はドライウェル側か

ら格納容器圧力逃がし装

置配管を経由して，原子

炉格納容器内雰囲気ガス

をフィルタ装置へ… 

** 8－9－5 

 

 

 

 

 

 

** 8－9－5 

** 8－9－6 

下 10～ 

下 9 

 

 

 

 

 

下 5 

上 7 

…フィルタ装置入口第

二弁，フィルタ装置入

口第二弁バイパス弁，

第一弁（Ｄ／Ｗ側）及

びフィルタ装置入口連

絡弁は，… 

 

…遮蔽体に囲まれた… 

…遮蔽体を設け，… 

…フィルタ装置入口第一

弁（Ｄ／Ｗ側），フィル

タ装置入口第一弁（Ｄ／

Ｗ側）バイパス弁，フィ

ルタ装置入口第二弁及び

フィルタ装置入口第二弁

バイパス弁は，… 

…遮蔽 に囲まれた… 

…遮蔽 を設け，… 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

 

8－9－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－9－8 上 8～ 

上 9 

…フィルタ装置入口第

二弁，フィルタ装置入 

…フィルタ装置入口第一

弁（Ｄ／Ｗ側），フィル

  口第二弁バイパス弁，

第一弁（Ｄ／Ｗ側）及

びフィルタ装置入口連

絡弁を… 

タ装置入口第一弁（Ｄ／

Ｗ側）バイパス弁，フィ

ルタ装置入口第二弁及び

フィルタ装置入口第二弁

バイパス弁を… 

** 8－9－9 上 12～ 

上 13 

…と換気空調系，原子

炉建屋ガス処理系の他

系統及び機器との間に

… 

…と不活性ガス系との間

に… 

** 8－9－12 

 

 

 

 

 

 

** 8－9－12 

上 2～ 

上 4 

 

 

 

 

 

上 10 

…フィルタ装置入口第

二弁，フィルタ装置入

口第二弁バイパス弁，

第一弁（Ｄ／Ｗ側）及

びフィルタ装置入口連

絡弁の… 

 

…に遮蔽体を設ける… 

…フィルタ装置入口第一

弁（Ｄ／Ｗ側），フィル

タ装置入口第一弁（Ｄ／

Ｗ側）バイパス弁，フィ

ルタ装置入口第二弁及び

フィルタ装置入口第二弁

バイパス弁の… 

…に遮蔽 を設ける… 

** 8－9－13 

 

上 2～ 

上 3 

…フィルタ装置入口第

二弁，フィルタ装置入 

…フィルタ装置入口第一

弁（Ｄ／Ｗ側），フィル



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，
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示す。 

 

8－9－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

 

 

 

 

 

 

口第二弁バイパス弁，

第一弁（Ｄ／Ｗ側）及

びフィルタ装置入口連 

タ装置入口第一弁（Ｄ／

Ｗ側）バイパス弁，フィ

ルタ装置入口第二弁及び

  絡弁は，… フィルタ装置入口第二弁

バイパス弁は，… 

** 8－9－18  （記載の変更） 別紙 8－9－2 に変更す

る。 

** 8－9－25

～ 

** 8－9－26 

 （記載の変更） 別紙 8－9－3 に変更す

る。 

** 8－9－42  （記載の変更） 別紙 8－9－4 に変更す

る。 

 



8－9－4 

別紙8－9－1 

9.1 原子炉格納施設 

9.1.1 通常運転時等 

9.1.1.4 主要設備 

9.1.1.4.1 一次格納施設 

9.1.1.4.1.1 原子炉格納容器 

(5) 隔 離 弁 

ｂ．一般方針が適用されない場合 

 (f) 格納容器ベント配管， 及び耐圧強化ベント系

の隔離弁には自動閉鎖信号を設けない。この配管は，通常時にロッ

クされた閉止弁により隔離する。 

  



8－9－5 

別紙 8－9－2 



8－9－6 

別紙 8－9－3 
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8－9－7 



8－9－8 

別紙 8－9－4 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－1 

添付書類八 10 章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

*8－10－35

** 8－10－40 

** 8－10－41～

** 8－10－42 

上 5 

上 11 

下 4～ 

上 4 

…式の熱感知器 の異

なる… 

…感知器 の異なる… 

ｇ．

この区域

で火災が発生した場

合，煙は格納槽内部に

充満することから煙感

知器による感知は可能

である。格納容器圧力

逃がし装置が稼働した

場合，フィルタ装置の

…式の熱感知器，非ア

ナログの炎感知器の異

なる… 

…感知器，非アナログ

式の炎感知器の異なる

… 

（記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－42 

** 8－10－42 

上 5 

上 11 

温度上昇に伴い雰囲気

温度も上昇するが，そ

の温度はアナログ式の

熱感知器の使用範囲内

である。以上により，

異なる種類の感知器と

して煙感知器と熱感知

器を設置する設計とす

る。 

ｈ．常設低圧… 

ｉ．主蒸気管… 

ｇ．常設低圧… 

ｈ．主蒸気管… 

** 8－10－46 上 5 

** 8－10－46 上 6 

** 8－10－46 下 10 と 

下 9 の間 

（記載の追加） また，火災による特

定重大事故等対処施設

としての機能への影響

が考えにくい火災防護 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

対象機器のみを設けた

火災区域又は火災区画

については，消防法又

は建築基準法に基づく

火災感知器を設置する

設計とする。 

** 8－10－47 上 6 と 

上 7 の間 

（記載の追加） 火災により特定重大

事故等対処施設の機能

へ影響を及ぼすおそれ

が考えにくい火災区域

又は火災区画には，消

防法又は建築基準法に

基づく消火設備を設置

する。 

** 8－10－47 下 2 ⅳ) 可燃物が少ない

火災区域又は火災区画 

ⅳ) 

** 8－10－49 （記載の変更） 別紙 8－10－1 に変更す

る。 

* 8－10－64 （記載の変更） 別紙 8－10－2 に変更す

る。 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－4 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

* 8－10－71 （記載の変更） 別紙 8－10－3 に変更す

る。 

** 8－10－51 上 2～ 

上 3 

…

，… 

…

の津波から防

護する範囲（設計基準

対象施設），

の津波

から防護する範囲（設

計基準対象施設），

の津波から防護

する範囲（設計基準対

象施設），…  

* 8－10－91 上 2～ 

上 3 

…及び区画 におい

て，… 

…及び区画のうち，原

子炉建屋，海水ポンプ

室，常設代替高圧電源

装置置場（西側淡水貯

水設備，高所東側接続

口及び高所西側接続口

を含む。），



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－5 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

の津波

から防護する範囲（重

大事故等対処施設），

常設代替高圧電源装置

用カルバート（カルバ

ート部），非常用海水

系配管，緊急時対策所

建屋，可搬型重大事故

等対処設備保管場所

（西側），可搬型重大

事故等対処設備保管場

所（南側），常設低圧

代替注水系格納槽，緊

急用海水ポンプピット

及び に

おいて，… 

** 8－10－60 上 7 …また，溢水による… …また，地下水による

… 

** 8－10－60 上 9 と 

上 10 の間

（記載の追加） (17) 

換気空調

系止水ダンパ 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－6 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

の地下階の換

気空調系のダクトから

浸水防護重点化範囲へ

の地下水の流入を防止

し，津波防護対象設備

（貯留堰及び取水構造

物を除く。）が機能喪

失することのない設計

とするため，

換

気空調系止水ダンパを

設置する。

換気

空調系止水ダンパの設

計においては，基準地

震動ＳＳによる地震力

に対して浸水防止機能

が十分に保持できるよ

うに設計する。また，

地下水による静水圧と



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

 

8－10－7 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

して作用する荷重及び

余震荷重を考慮した場

合において，浸水防止

機能が十分に保持でき

る設計とする。 

** 8－10－60 上 10 (17)  (18)  

** 8－10－60 下 5 (18)  (19)  

** 8－10－61 上 6 (19)  (20)  

** 8－10－61 上 8 (20)  (21)  

** 8－10－61 上 10 (21)  (22)  

** 8－10－61 上 12 (22)  (23)  

** 8－10－61 下 12～ 

下 11 

…地下階 の貫通部か

ら浸水防護重点化範囲

への地下水 の流入を

防止し，… 

…地下階及び排気ピッ

ト内の貫通部から浸水

防護重点化範囲への地

下水又は溢水の流入を

防止し，… 

** 8－10－61 下 7 …また， 溢水による 

… 

…また，地下水又は溢

水による… 

** 8－10－61 下 4 上記(1)～(18)…  上記(1)～(19)… 

** 8－10－62 上 1 上記(19)～(22)…  上記(20)～(23)… 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

 

8－10－8 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－65 下 4～ 

下 3 

…原子炉建屋，

，常設低圧代替注水

系格納槽，緊急用海水

ポンプピット及び

  

において，… 

…原子炉建屋，常設代

替高圧電源装置置場

（西側淡水貯水設備，

高所東側接続口及び高

所 西 側 接 続 口 含

む。），

，常設

低圧代替注水系格納

槽，緊急用海水ポンプ

ピット，

の津波から防護する範

囲（重大事故等対処施

設），常設代替高圧電

源装置用カルバート

（カルバート部），可

搬型重大事故等対処設

備保管場所（西側），

可搬型重大事故等対処

設備保管場所（南側）

及び に 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－9 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

おいて，… 

** 8－10－66 下 5 …軽油貯蔵タンク，  

緊急時対策所建屋，… 

…軽油貯蔵タンク，常

設代替高圧電源装置用

カルバート（カルバー

ト部），緊急時対策所

建屋，… 

** 8－10－70 下 9～ 

下 8 

…に伴い原子炉建屋外

壁まで漂流物が到達す

る可能性があることか

ら，原子炉建屋外壁に

到達する… 

…に伴い

まで漂

流物が到達する可能性

があることから，

に到達する… 

** 8－10－70 下 3 と 

下 2 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－10 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－70 下 2 (17) (18) 

** 8－10－71 上 11 …

近傍に… 

…緊急用海水ポンプピ

ット近傍に… 

** 8－10－71 下 10 (18) (19) 

** 8－10－72 上 4 …常設低圧代替注水系

格納槽近傍に… 

…常設低圧代替注水系

の代替淡水貯槽近傍に

… 

** 8－10－72 上 9 (19) (20) 

** 8－10－73 上 3 (20) (21) 

** 8－10－73 上 8 (21) (22) 

** 8－10－73 下 12 (22) (23) 

** 8－10－74 上 9 (23) (24) 

** 8－10－74 下 3 (24) (25) 

** 8－10－75 上 2 …貫通部 について

は，… 

…貫通部及び排気ピッ

ト内の配管貫通部につ

いては，… 

** 8－10－75 上 6 …貫通部 に止水処置

を… 

…貫通部及び排気ピッ

ト内の配管貫通部に止

水処置を… 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－11 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－75 下 5 上記(2)～(19)の… 上記(2)～(20)の… 

** 8－10－75 下 1 上記(20)～(24)の… 上記(21)～(25)の… 

** 8－10－78 下 2～ 

下 1 

** 8－10－79 上 8～ 

上 11 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－12 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－79 上 12～ 

上 13 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－13 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－79 下 8 

** 8－10－79 下 7 と 

下 6 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－14 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－79 下 6 

** 8－10－79 下 4 

** 8－10－80 上 3 …十分高い場所に… …十分高い敷地に… 

** 8－10－82 上 2～ 

上 5 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－15 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－82～

** 8－10－84 

下 12～ 

上 11 

（記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－16 

頁 行 補 正 前 補 正 後 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－17 

頁 行 補 正 前 補 正 後 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－18 

頁 行 補 正 前 補 正 後 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－19 

頁 行 補 正 前 補 正 後 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－20 

頁 行 補 正 前 補 正 後 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－21 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－84 上 12～ 

上 13 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－22 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－84 下 3～ 

下 2 

** 8－10－85 上 10～ 

上 11 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－23 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－85 下 4～ 

下 3 

** 8－10－86 上 9～ 

上 10 

** 8－10－86 下 6 

** 8－10－86 下 4 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－24 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－87 上 6 と 

上 7 の間 

（記載の追加） 別紙 8－10－4 に変更す

る。 

** 8－10－87 上 7 

** 8－10－87 上 9～ 

上 12 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－25 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－87 下 4～ 

下 3 

** 8－10－88 上 8～ 

上 9 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－26 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－88 下 6～ 

下 2 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－27 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－89 上 7～ 

上 8 

** 8－10－89 下 6 

** 8－10－89 下 2 

** 8－10－96 

～ 

** 8－10－103

** 8－10－110

** 8－10－110

下 8 

下 4 

（記載の変更） 別紙 8－10－5 に変更す

る。 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－28 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－110

～ 

** 8－10－111

下 1 

～ 

上 2 

（記載の削除） 

** 8－10－111 下 11 と 

下 10 の間

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－29 

頁 行 補 正 前 補 正 後 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－30 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－111 下 8 

** 8－10－111 下 6 

** 8－10－115 上 11～ 

上 12 

** 8－10－116

** 8－10－116

上 9 

下 9 

** 8－10－116 下 7～ 

下 4 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－31 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－116 下 3～ 

下 2 

** 8－10－117 上 10 

** 8－10－117

** 8－10－117

上 13 

上 13 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－32 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－117 下 4～ 

下 3 

** 8－10－117

～ 

** 8－10－118

下 1 

～ 

上 1 

** 8－10－118 上 1 と 

上 2 の間 

（記載の追加） 

** 8－10－119 上 9～ 

下 10 

（記載の変更） 別紙 8－10－6 に変更す

る。 

** 8－10－120 上 3 

** 8－10－120 上 7～ 

上 8 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

 

8－10－33 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－121 上 6 

** 8－10－121

 

 

 

** 8－10－121

～ 

** 8－10－122

上 10～ 

上 11 

 

 

下 7 

～ 

下 6 

（記載の変更） 

 

 

別紙8－10－7に変更す

る。 

 

** 8－10－124 上 5 

** 8－10－124 上 8 

** 8－10－128 上 7 

** 8－10－128

 

上 8 

** 8－10－129

 

下 1 の後 （記載の追加） 別紙8－10－8を追加す

る。 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－34 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－130 下 8 と 

下 7 の間 

（記載の追加） 

** 8－10－131 上 2 と 

上 3 の間 

（記載の追加） 

** 8－10－133 上 4 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－35 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－133 下 10～ 

下 9 

** 8－10－134 上 4 

** 8－10－134 上 6 

** 8－10－134 上 9 

** 8－10－135 上 3 

** 8－10－135 下 2 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－36 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－135 下 1 の後 （記載の追加） 

** 8－10－136 下 6～ 

下 2 

** 8－10－137 上 8 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－37 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－137 下 7～ 

下 6 

** 8－10－137 下 4 の後 （記載の追加） 

** 8－10－137 下 5 と 

下 4 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－38 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－137 下 4 と 

下 3 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－39 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－137 下 3 

** 8－10－137 下 3 と 

下 2 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－40 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－137 下 1 の後 （記載の追加） 

** 8－10－141 上 4～ 

上 6 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－41 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－141 下 7 の後 （記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－42 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－141 下 6～ 

下 5 

** 8－10－141 下 4～ 

下 3 

** 8－10－142 下 8 

** 8－10－142 下 5～ 

下 2 

（記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－43 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－143 下 8 

** 8－10－143 下 1 

** 8－10－145 上 4～ 

上 5 

…ため， ペデスタル

（ドライウェル部） 

に落下した… 

…ため，原子炉格納容

器下部（以下「ペデス

タル（ドライウェル

部）」という。）に落

下した… 

** 8－10－145 上 7 

** 8－10－145 上 12～ 

下 11 

** 8－10－145 下 10～ 

下 4 

（記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－44 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－146 上 9～ 

上 11 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－45 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－147 上 13～ 

下 11 

** 8－10－147 下 10 と 

下 9 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－46 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－147 下 5 と 

下 4 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－47 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－147 下 4 （記載の削除） 

** 8－10－147 下 2～ 

下 1 

** 8－10－148 上 3 

** 8－10－149 下 6 

** 8－10－149 下 3～ 

下 2 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－48 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－150 上 3～ 

上 4 

** 8－10－150 下 10 

** 8－10－150 下 8～ 

下 7 

** 8－10－150 下 6～ 

下 5 

** 8－10－151 上 4 

** 8－10－151 上 8 

** 8－10－151 下 9～ 

下 8 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－49 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－151 下 8～ 

下 7 

** 8－10－152 上 2 

** 8－10－152 下 7 

** 8－10－153 上 1 

** 8－10－153 上 3～ 

下 3 

（記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－50 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－154 上 11 

** 8－10－155 上 3～ 

上 4 

** 8－10－155 上 9 

** 8－10－155 上 10 

** 8－10－155 下 5 

** 8－10－156 上 11 

** 8－10－157 下 11 

** 8－10－157 下 7 

** 8－10－158 下 11 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－51 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－158 下 3～ 

下 2 

** 8－10－159 下 8 

** 8－10－159 下 7 と 

下 6 の間 

（記載の追加） 

** 8－10－159 下 2 

** 8－10－160 上 11～ 

下 10 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－52 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－160 下 6～ 

下 5 

** 8－10－161 上 1～ 

上 4 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－53 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－161 上 9～ 

上 11 

** 8－10－161 下 3 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－54 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－162 上 6 

** 8－10－162 上 10 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－55 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－162 上 12 

** 8－10－162 下 9 

** 8－10－162

～ 

** 8－10－163

下 4 

～ 

上 1 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－56 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－163 上 13～ 

下 12 

** 8－10－163

～ 

** 8－10－164

下 1 

～ 

上 1 

** 8－10－164 上 8～ 

上 9 

** 8－10－164 下 5～ 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－57 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

下 4 

** 8－10－165 上 2 

** 8－10－165 上 11 と 

上 12 の間

（記載の追加） 別紙8－10－9を追加す

る。 

** 8－10－166 下 2 

** 8－10－167 上 1 

** 8－10－167 上 2 と 

上 3 の間 

（記載の追加） 

** 8－10－167 上 8～ 

上 9 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－58 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－167 上 10 と 

上 11 の間

（記載の追加） 

** 8－10－168 下 6 

** 8－10－168 下 6 と 

下 5 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－59 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－169 上 1 

** 8－10－169 下 10 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－60 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－170 上 1 

** 8－10－170 上 4 

** 8－10－170 上 7 

** 8－10－170 下 10 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－61 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－170 下 9～ 

下 7 

** 8－10－170 下 7 と 

下 6 の間 

（記載の追加） 

** 8－10－171 上 2～ 

上 3 

** 8－10－171 上 6 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－62 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－171 上 9 

** 8－10－171 下 11 

** 8－10－172 下 9～ 

下 6 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－63 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－172 下 5～ 

下 4 

** 8－10－172 下 4 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－64 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－172

～ 

** 8－10－173

下 2 

～ 

上 3 

** 8－10－173 上 5 

** 8－10－173 上 6～ 

上 7 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－65 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－173 上 7～ 

上 8 

** 8－10－173 下 8～ 

下 7 

** 8－10－173 下 5～ 

下 4 

** 8－10－173 下 2～ 

下 1 

** 8－10－174 上 4～ 

上 5 

** 8－10－174 上 7 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－66 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－174 上 10～ 

下 10 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－67 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－174 下 9～ 

下 5 

（記載の削除） 

** 8－10－174 下 3 

** 8－10－175 上 7～ （記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－68 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

上 8 

** 8－10－175 上 11～ 

下 10 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

 

8－10－69 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

  

** 8－10－175 下 9 と 

下 8 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－70 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－175 下 2 

** 8－10－176 上 3 

** 8－10－176 上 10 

** 8－10－176 下 9～ 

下 7 

（記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－71 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－176 下 6～ 

下 5 

** 8－10－176 下 1 

** 8－10－177 上 4 

** 8－10－177 上 5～ 

上 9 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－72 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－177 上 13～ 

下 11 

** 8－10－177 下 8 

** 8－10－177 下 5～ 

下 3 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－73 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－177 下 2～ 

下 1 

** 8－10－178 上 1 

** 8－10－178 上 3 

** 8－10－178 上 5 と 

上 6 の間 

（記載の追加） 

** 8－10－178 上 6 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－74 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－178 上 7 

** 8－10－178 上 12～ 

上 13 

（記載の削除） 

** 8－10－178 下 13～ 

下 12 

** 8－10－178 下 8 と 

下 7 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－75 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－178 下 7～ 

下 6 

** 8－10－178

～ 

** 8－10－179

下 2～ 

上 1 

（記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－76 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－179 下 6 

** 8－10－179 下 2 

** 8－10－180 上 6 

** 8－10－180 下 12 

** 8－10－180 下 7 

** 8－10－180 下 5 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－77 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－180 下 4 と 

下 3 の間 

（記載の追加） 

** 8－10－181 上 2～ 

上 3 

** 8－10－181 上 4 

** 8－10－181 上 5 

** 8－10－181 上 8～ 

上 9 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－78 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－181 上 12～ 

上 13 

** 8－10－181 下 10～ 

下 9 

** 8－10－181 下 6 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－79 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－181 下 2～ 

下 1 

** 8－10－182 上 1～ 

上 2 

** 8－10－182 上 4～ 

上 6 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－80 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－182 上 8～ 

上 9 

** 8－10－182 上 12～ 

下 11 

** 8－10－182 下 10～ 

下 9 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－81 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－182 下 7～ 

下 6 

** 8－10－182 下 5～ 

下 4 

** 8－10－182 下 2～ 

下 1 

（記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－82 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－183 上 1 

** 8－10－183 上 3～ 

上 4 

** 8－10－183 上 7～ 

上 8 

** 8－10－183 上 9 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－83 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－183 上 10 と 

上 11 の間

（記載の追加） 

** 8－10－183 上 11 

** 8－10－183 下 8～ 

下 7 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－84 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－183 下 6～ 

下 2 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－85 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－184 上 1 の前 （記載の追加） 

** 8－10－184 上 1～ 

上 2 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－86 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－194 下 2 

** 8－10－195 上 2 

** 8－10－197 上 2～ 

上 3 

** 8－10－197 上 8～ 

上 9 

** 8－10－204 上 9～ 

上 10 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－87 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－214 上 1～ 

上 2 

（記載の削除） 

** 8－10－214

～ 

** 8－10－215

下 3 

～ 

上 1 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－88 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－215 上 1 と 

上 2 の間 

（記載の追加） 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－89 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－219

～ 

** 8－10－220

（記載の変更） 別紙 8－10－10 に変更

する。 

** 8－10－225

～ 

** 8－10－229

（記載の変更） 別紙 8－10－11 に変更

する。 

** 8－10－231 上 7 （記載の削除） 

** 8－10－231 下 7 （記載の削除） 

** 8－10－242 上 1 

** 8－10－244 上 9 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－90 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

** 8－10－244 上 13 

** 8－10－244 下 9 

** 8－10－249 下 5 

** 8－10－254 下 4 

** 8－10－255 上 8 

** 8－10－259

～ 

** 8－10－267

（記載の変更） 別紙 8－10－12 に変更

する。 

** 8－10－270

～ 

** 8－10－278

（記載の変更） 別紙 8－10－13 に変更

する。 

** 8－10－281

～ 

** 8－10－282

（記載の変更） 別紙 8－10－14 に変更

する。 



なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

8－10－91 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

* 8－10－309

～ 

* 8－10－312

（記載の変更） 別紙 8－10－15 に変更

する。 



8－10－92 

別紙8－10－1 

第10.5－1表 消火設備の主な故障警報 

設 備 主な警報要素 

消 火 

ポンプ 

電動機駆動消火ポンプ 

構内消火用ポンプ 

ポンプ自動停止，電動機過負荷， 

地絡・短絡 

ディーゼル駆動消火ポンプ 

ディーゼル駆動構内消火ポンプ 

ポンプ自動停止，装置異常 

（燃料及び冷却水レベルの低下） 

全域 
二酸化炭素自動消火設備 

ハロゲン化物自動消火設備 
設備異常（電源故障，断線等） 

局所 

ハロゲン化物自動消火設備 

（ハロン1301） 
設備異常（電源故障，断線等） 

ハロゲン化物自動消火設備 

（FK-5-1-12※） 
ガス放出 

※火災感知は，火災区域に設置された感知器又は消火設備のガス放出信号により中央制御室 

又は に警報を発報する。また，動作原理を含め極めて単純な構造であること 

から故障は考えにくいが，中央制御室又は での警報と現場状況と確認により 

誤動作は確認可能。 

 

第 10.5－2 表 火災感知設備の火災感知器の概略 

火災感知器の設置場所 火災感知器の型式 

一般区域・区画 
煙感知器 

（アナログ式） 

熱感知器 

（アナログ式） 

又は炎感知器 

（非アナログ式） 

・蓄電池室 

・軽油貯蔵タンク，可搬型 

設備用軽油タンク，緊急

時対策所用発電機燃料油

貯蔵タンク 

防爆型煙感知器 

（非アナログ式） 

防爆型熱感知器 

（非アナログ式） 

原子炉建屋原子炉棟 6 階 
煙感知器 

（アナログ式） 

炎感知器 

（非アナログ式） 

海水ポンプ室,常設代替高圧

電源装置置場（屋外区域） 

炎感知器 

（非アナログ式） 

熱感知カメラ 

（アナログ式） 

原子炉格納容器内 
煙感知器 

（アナログ式） 

熱感知器 

（アナログ式） 

主蒸気管トンネル室（高線量

エリア） 

煙感知器 

（アナログ式） 

熱感知器 

（非アナログ式） 

  

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－93 

別紙8－10－2 

第 10.5－4 表 特定重大事故等対処施設の火災感知設備の火災感知器の概略 

第 10.5－5 表 特定重大事故等対処施設の消火設備の主要機器仕様 

（1） ハロゲン化物自動消火設備

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－94 

別紙8－10－3 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10.5－6図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－95 

別紙 8－10－4 



8－10－96 

(20) 人員用水密扉 

種   類         水密扉 

材   料         鋼製 

個   数         1 

 

(21) 西側水密扉 

種   類         水密扉 

材   料         鋼製 

個   数         1 

 

(22) 換気空調系止水ダンパ 

種   類         止水ダンパ 

材   料         鋼製 

個   数         3 

 

(23) 常設低圧代替注水系格納槽点検用水密ハッチ 

種   類         水密ハッチ 

材   料         ステンレス鋼 

個   数         1 

 

(24) 常設低圧代替注水系格納槽可搬型ポンプ用水密ハッチ 

種   類         水密ハッチ 

材   料         ステンレス鋼 

個   数         2 

 は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 

別紙 8－10－5



8－10－97 

(25) 常設代替高圧電源装置用カルバート（ ）水密扉 

種   類         水密扉 

材   料         鋼製 

個   数         1 

 

(26) 原子炉建屋原子炉棟水密扉 

種   類         水密扉 

材   料         炭素鋼 

個   数         1 

 

(27) 原子炉建屋付属棟東側水密扉 

種   類         水密扉 

材   料         ステンレス鋼 

個   数         1 

 

(28) 原子炉建屋付属棟西側水密扉 

種   類         水密扉 

材   料         炭素鋼 

個   数         1 

 

(29) 原子炉建屋付属棟南側水密扉 

種   類         水密扉 

材   料         炭素鋼 

個   数         1 

 は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－98 

(30) 原子炉建屋付属棟北側水密扉１

種   類   水密扉 

材   料   炭素鋼 

個   数   1 

(31) 原子炉建屋付属棟北側水密扉２

種   類   水密扉 

材   料   炭素鋼 

個   数   1 

(32) 北側水密扉 

種   類   水密扉 

材   料   鋼製 

個   数   8 

(33) 防潮堤及び防潮扉下部貫通部止水処置

種   類   貫通部止水 

材   料 シール材

個   数   一式 

(34) 海水ポンプ室貫通部止水処置

種   類   貫通部止水 

材   料 シール材

個   数   一式 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－99 

(35) 原子炉建屋境界貫通部止水処置

種   類   貫通部止水 

材   料 シール材

個   数   一式 

(36) ）貫通部止水処置 

種   類   貫通部止水 

材   料 シール材

個   数   一式 

(37) 貫通部止水処置 

種   類   貫通部止水 

材   料 シール材

個   数   一式 

(38) 貫通部止水処置 

種   類   貫通部止水 

材   料 シール材

個   数   一式 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－100 

 は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－101 

) 

 は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－102 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－103 

別紙8－10－6 



8－10－104 

別紙8－10－7 

，



8－10－105 

  



8－10－106 

別紙8－10－8 

10.14.1.2.6 特定重大事故等対処施設を構成する設備以外の設備に対する大

型航空機の衝突への考慮事項 



8－10－107 



8－10－108 

 

  



8－10－109 

別紙8－10－9 



8－10－110 
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別紙 8－10－10 
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。

 



8－10－112 

別紙 8－10－11 

第 10.14.1－4 表 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－113 

第 10.14.1－5 表 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－114 

第 10.14.1－6 表 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－115 

第 10.14.1－7 表 評価対象建屋等及び評価対象設備の評価内容 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－116 

第 10.14.1－8 表 エンジンの主要諸元

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－117 

別紙 8－10－12 

第 10.14.11－2 表 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－118 

第 10.14.11－3 表 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－119 

第 1 0 . 1 4 . 1－ 1図 東 海 第 二 発 電 所 特 定 重 大 事 故 等 対 処 施 設 の 構 内 配 置 図 （ 1／ 2） 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－120 

第10.14.1－1図 東海第二発電所 特定重大事故等対処施設の構内配置図（2／2） 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－121 

第 10.14.1－2 図 

第 10.14.1－3 図 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－122 

第 10.14.1－4 図 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－123 

第 10.14.1－4 図 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－124 

第 10.14.1－4 図 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－125 

第 10.14.1－4 図 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



8－10－126 

別紙 8－10－13 
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1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系が機能喪失した場合は，格

納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱を実施

する。 

格納容器圧力逃がし装置が機能喪失した場合は，耐圧強化ベント系に

よる原子炉格納容器内の減圧及び除熱を実施する。 

格納容器圧力逃がし装置及び耐圧強化ベント系による格納容器ベン

トの実施に当たり，弁の駆動電源及び空気源がない場合は，現場で手動

操作を行う。 

なお，格納容器圧力逃がし装置又は耐圧強化ベント系により格納容器

ベントを実施する場合は，スクラビング効果が期待できるサプレッショ

ン・チェンバを経由する経路を第一優先とする。 

サプレッション・チェンバ側のベントラインが水没等の理由で使用で

きない場合は，ドライウェルを経由する経路を第二優先とする。 

作
業
性 

格納容器圧力逃がし装置及び耐圧強化ベント系の隔離弁を遠隔又は

現場で手動操作する場合は，汎用電動工具を用いて操作するため，速や

かに操作ができるよう操作場所近傍に配備する。 また，作業エリアに

は蓄電池内蔵型照明を配備する。 

電
源
確
保 

全交流動力電源が喪失した場合は，代替交流電源設備等を用いて格納

容器ベントを実施するために必要な電動弁へ給電する。電源が確保でき

ない場合は，現場において手動で系統構成を行う。 

全交流動力電源が喪失した場合は，常設代替交流電源設備等を用いて

残留熱除去系（原子炉停止時冷却系），残留熱除去系（サプレッション・

プール冷却系）及び残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）へ給電す

る。  

燃
料
給
油 

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料給油

と同様である。 
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1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

代
替
循
環
冷
却
時
の
留
意
事
項 

放
射
線
防
護 

代替循環冷却系の運転後，長期にわたる系統廻りの線量低減対策とし

て，可搬型代替注水大型ポンプにより系統水を入れ替えることでフラッ

シングを実施する。 

電
源
確
保 

全交流動力電源が喪失した場合は，常設代替交流電源設備を用いて代

替循環冷却系へ給電する。 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
時
の
留
意
事
項 

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
の 

不
活
性
ガ
ス
に
よ
る
系
統
内
の
置
換

格納容器圧力逃がし装置により格納容器ベントを実施中に，排気中に

含まれる可燃性ガスによる爆発を防ぐため，格納容器圧力逃がし装置の

系統内を不活性ガス（窒素）であらかじめ置換する。 

原
子
炉
格
納
容
器
の
負
圧 

破
損
の
防
止 

格納容器圧力逃がし装置の使用後に格納容器スプレイを実施する場

合は，原子炉格納容器の負圧破損を防止するとともに，原子炉格納容器内

の可燃性ガス濃度を低減するため，可搬型窒素供給装置により原子炉格

納容器内へ不活性ガス（窒素）を供給する。また，サプレッション・チェ

ンバの圧力が規定の圧力まで低下した場合に，格納容器スプレイを停止

する。 

放
射
線
防
護 

格納容器圧力逃がし装置を使用する場合は，プルームの影響による被

ばくを低減するため，中央制御室待避室へ待避しプラントパラメータを

継続して監視する。 

現場運転員の放射線防護を考慮して，遠隔手動弁を操作するエリアを

二次格納施設外の 又は

に設置する。さらに，格納容器圧力逃がし装置の操作場所である

は，必要な要員を収容可能な遮蔽に囲まれた

空間とし，正圧化することにより外気の流入を一定時間遮断することで

被ばくを低減する。 

電
源
確
保 

全交流動力電源が喪失した場合は，代替交流電源設備等を用いて格納

容器ベントに必要な電動弁へ給電する。電源が確保できない場合は，現場

において手動で系統構成を行う。  

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

配
慮
す
べ
き
事
項 

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択 

原子炉格納容器内の酸素濃度が4.0vol％に到達した場合は，可搬型窒素供給

装置を用いて不活性ガス（窒素）を原子炉格納容器内へ注入する。 

原子炉格納容器内の酸素濃度が4.3vol％に到達した場合は，格納容器圧力逃

がし装置を用いて原子炉格納容器内に滞留している水素及び酸素を排出する。

なお，格納容器圧力逃がし装置を用いて原子炉格納容器内に滞留している水

素及び酸素を排出する場合は，スクラビング効果が期待できるサプレッショ

ン・チェンバを経由する経路を第一優先とする。サプレッション・チェンバ側

のベントラインが水没等の理由で使用できない場合は，ドライウェルを経由す

る経路を第二優先とする。 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素 

及
び
酸
素
の
ベ
ン
ト
時
の
留
意
事
項 

格納容器圧力逃がし装置を使用する場合は，フィルタ装置水素濃度にて水素

濃度を監視する。また，格納容器圧力逃がし装置を使用する場合は，フィルタ

装置出口放射線モニタの放射線率及び事前にフィルタ装置出口配管表面の放

射線量率と配管内部の放射性物質濃度から算出した換算係数にて放射性物質

濃度を推定し監視する。 

格納容器圧力逃がし装置を使用する場合は，プルームの影響による被ばくを

低減させるため，中央制御室待機室へ待避しプラントパラメータを継続して監

視する。 

現場運転員の放射線防護を考慮して，遠隔手動弁を操作するエリアを二次格

納施設外の 又は に設置

する。さらに，格納容器圧力逃がし装置の操作場所である

は，必要な要員を収容可能な遮蔽に囲まれた空間とし，正圧化する

ことにより外気の流入を一定時間遮断することで被ばくを低減する。 

作
業
性 

格納容器圧力逃がし装置の隔離弁を遠隔で手動操作する場合は，汎用電動工

具を用いて操作するため，速やかに操作ができるよう操作場所近傍に配備す

る。また，作業エリアには蓄電池内蔵型照明を配備する。 

電
源
確
保 

全交流動力電源が喪失した場合は，代替交流電源設備等を用いて原子炉格納

容器内の水素及び酸素の排出に必要な電動弁，格納容器内水素濃度（ＳＡ）及

び格納容器内酸素濃度（ＳＡ）へ給電する。 
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No. 対応手段 要 員 要員数 想定時間 

1.4 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器

への注水（淡水／海水）（現場操作） 

（西側淡水貯水設備から残留熱除去系Ｃ系配管を

使用した高所西側接続口による原子炉注水の場

合） 

運転員等 

（中央制御室，現場） 
6 

165 分以内 

重大事故等対応要員 8 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器

への注水（淡水／海水）（現場操作） 

（代替淡水貯槽から低圧炉心スプレイ系配管を使

用した原子炉建屋東側接続口による原子炉注水の

場合） 

運転員等 

（中央制御室，現場） 
6 

535 分以内 

重大事故等対応要員 8 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）電源復旧後

の発電用原子炉からの除熱 

運転員等 

（中央制御室，現場） 
6 147 分以内 

残留熱除去系（原子炉停止時冷却系）による発電

用原子炉からの除熱 

運転員等 

（中央制御室，現場） 
6 147 分以内 

1.5 

格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内

の減圧及び除熱（現場操作）（格納容器ベント準備：

Ｓ／Ｃ側ベントの場合） 

1.7 と同様 

格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内

の減圧及び除熱（現場操作）（格納容器ベント開始

操作） 

1.7 と同様 

フィルタ装置スクラビング水補給 

（代替淡水貯槽からフィルタ装置スクラビング水

補給ライン接続口を使用したフィルタ装置スクラ

ビング水の補給の場合） 

1.7 と同様 

原子炉格納容器内の不活性ガス（窒素）置換 

（格納容器窒素供給ライン西側接続口を使用した

原子炉格納容器内の不活性ガス（窒素）置換の場

合） 

1.7 と同様 

フィルタ装置内の不活性ガス（窒素）置換 1.7 と同様 

フィルタ装置スクラビング水移送 

 

 

1.7 と同様 
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No. 対応手段 要 員 要員数 想定時間 

1.5 

フィルタ装置スクラビング水移送 

（代替淡水貯槽からのフィルタ装置スクラビング

水補給ライン接続口を使用したフィルタ装置水張

りの場合） 

1.7 と同様 

耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧

及び除熱（現場操作）（格納容器ベント準備：Ｓ／

Ｃ側ベントの場合） 

運転員等（現場） 3 135 分以内 

耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧

及び除熱（現場操作）（格納容器ベント開始操作） 運転員等（現場） 3 12 分以内 

1.6 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による原

子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水）（現場

操作）（代替淡水貯槽から残留熱除去系Ｂ系配管

を使用した高所東側接続口による原子炉格納容器

内へのスプレイの場合） 

運転員等 

（中央制御室，現場） 
6 

215 分以内 

重大事故等対応要員 8 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による原

子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水）（現場

操作）（西側淡水貯水設備から残留熱除去系Ｂ系配

管を使用した高所西側接続口による原子炉格納容

器内へのスプレイの場合） 

運転員等 

（中央制御室，現場） 
6 

215 分以内 

重大事故等対応要員 8 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による原

子炉格納容器内へのスプレイ（淡水／海水）（現場

操作）（代替淡水貯槽から残留熱除去系Ａ系配管を

使用した原子炉建屋東側接続口による原子炉格納

容器内へのスプレイの場合） 

運転員等（現場） 6 

535 分以内 

重大事故等対応要員 8 

1.7 

格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内

の減圧及び除熱（現場操作）（格納容器ベント準備：

Ｓ／Ｃ側ベントの場合） 

運転員等（現場） 3 130 分以内 

格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内

の減圧及び除熱（現場操作）（格納容器ベント開始

操作） 

重大事故等対応要員 3 30 分以内 

フィルタ装置スクラビング水補給 

（代替淡水貯槽からフィルタ装置スクラビング水

補給ライン接続口を使用したフィルタ装置スクラ

ビング水の補給の場合） 

重大事故等対応要員 8 145 分以内 
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No. 対応手段 要 員 要員数 想定時間 

1.7 

原子炉格納容器内の不活性ガス（窒素）置換 

（格納容器窒素供給ライン西側接続口を使用した

原子炉格納容器内の不活性ガス（窒素）置換の場

合） 

重大事故等対応要員 6 115 分以内 

フィルタ装置内の不活性ガス（窒素）置換 
重大事故等対応要員 6 115 分以内 

フィルタ装置スクラビング水移送 運転員等 

（中央制御室，現場） 
3 

42 分以内 

重大事故等対応要員 2 

フィルタ装置スクラビング水移送 

（代替淡水貯槽からのフィルタ装置スクラビング

水補給ライン接続口を使用したフィルタ装置水張

りの場合） 

重大事故等対応要員 8 145 分以内 

1.8 

格納容器下部注水系（可搬型）によるペデスタル

（ドライウェル部）への注水（淡水／海水） 

（代替淡水貯槽から高所東側接続口を使用したペ

デスタル（ドライウェル部）水位確保の場合） 

運転員等 

（中央制御室） 
1 

215 分以内 

重大事故等対応要員 8 

格納容器下部注水系（可搬型）によるペデスタル

（ドライウェル部）への注水（淡水／海水） 

（西側淡水貯水設備から高所西側接続口を使用し

たペデスタル（ドライウェル部）水位確保の場合） 

運転員等 

（中央制御室） 
1 

140 分以内 

重大事故等対応要員 8 

格納容器下部注水系（可搬型）によるペデスタル

（ドライウェル部）への注水（淡水／海水） 

（代替淡水貯槽から原子炉建屋東側接続口を使用

したペデスタル（ドライウェル部）水位確保の場

合） 

運転員等 

（中央制御室） 
1 

535 分以内 

重大事故等対応要員 8 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器

への注水（淡水／海水） 

（代替淡水貯槽から残留熱除去系Ｃ系配管を使用

した高所東側接続口による原子炉圧力容器への注

水の場合） 

運転員等 

（中央制御室） 
1 

215 分以内 

重大事故等対応要員 8 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器

への注水（淡水／海水） 

（西側淡水貯水設備から残留熱除去系Ｃ系配管を

使用した高所西側接続口による原子炉圧力容器へ

の注水の場合） 

 

運転員等 

（中央制御室） 
1 

140 分以内 

重大事故等対応要員 8 



 
第 5.1－2 表 重大事故等対策における操作の成立性 

10－5－15 

No. 対応手段 要 員 要員数 想定時間 

1.8 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉圧力容器

への注水（淡水／海水） 

（代替淡水貯槽から低圧炉心スプレイ系配管を使

用した原子炉建屋東側接続口による原子炉圧力容

器への注水の場合） 

運転員等 

（中央制御室） 
1 

535 分以内 

重大事故等対応要員 8 

1.9 

可搬型窒素供給装置による原子炉格納容器内への

窒素供給（格納容器窒素供給ライン西側接続口を

使用した原子炉格納容器（Ｓ／Ｃ側）内へ窒素供

給の場合） 

重大事故等対応要員 6 115 分以内 

代替電源設備により水素爆発による原子炉格納容

器の破損を防止するための設備への給電 

1.14 に記載の［可搬型代替交流電源設備によ

る代替所内電気設備への給電］及び［可搬型

代替直流電源設備による代替所内電気設備へ

の給電］と同様。 

代替電源による必要な設備への給電 
1.14 に記載の［可搬型代替交流電源設備によ

る代替所内電気設備への給電］及び［可搬型

代替直流電源設備による代替所内電気設備へ

の給電］と同様。 

1.10 

代替電源による必要な設備への給電 
1.14 に記載の［可搬型代替交流電源設備によ

る代替所内電気設備への給電］及び［可搬型

代替直流電源設備による代替所内電気設備へ

の給電］と同様。 

1.11 

可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大

型ポンプによる代替燃料プール注水系（注水ライ

ン）を使用した使用済燃料プール注水（淡水／海

水）（現場操作）（代替淡水貯槽から高所東側接続

口を使用した使用済燃料プール注水の場合） 

運転員等 

（中央制御室，現場） 
3 

215 分以内 

重大事故等対応要員 8 

可搬型代替注水中型ポンプ又は可搬型代替注水大

型ポンプによる代替燃料プール注水系（注水ライ

ン）を使用した使用済燃料プール注水（淡水／海

水）（現場操作） 

（西側淡水貯水設備から高所西側接続口を使用し

た使用済燃料プール注水の場合） 

運転員等 

（中央制御室，現場） 
3 

140 分以内 

重大事故等対応要員 8 
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第 5.2－4 表 大規模損壊発生時の対応操作一覧（4／8） 

対応操作 内 容 
技術的能力に係
る審査基準（解
釈）の該当項目 

原子炉格納
容器の破損
を緩和する
ための対策 

緊急用海水系又
は代替残留熱除
去系海水系によ
る補機冷却用の
海水確保 

残留熱除去系海水系の機能が喪失した
場合，残留熱除去系海水系の系統構成
を行い，緊急用海水系又は代替残留熱
除去系海水系により，補機冷却用の海
水を供給する。 

・第 3 項，4 項 
（1.5） 

格納容器圧力逃
がし装置による
原子炉格納容器
内の減圧及び除
熱 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒ
ートシンクへ熱を輸送する機能が喪失
した場合，格納容器圧力逃がし装置に
より最終ヒートシンク（大気）へ熱を
輸送する。 

耐圧強化ベント
系による原子炉
格納容器内の減
圧及び除熱 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒ
ートシンクへ熱を輸送する機能が喪失
した場合，耐圧強化ベント系により最
終ヒートシンク（大気）へ熱を輸送す
る。 

代替格納容器ス
プレイ冷却系に
よる格納容器ス
プレイ 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却
系）による原子炉格納容器内の冷却機
能の喪失が起きた場合，代替淡水貯槽
を水源とした代替格納容器スプレイ冷
却系による格納容器スプレイを行う。 

・第 3 項，4 項 
（1.6） 

代替循環冷却系
による原子炉格
納容器の過圧破
損の防止 

炉心の著しい損傷が発生した場合，代
替循環冷却系の運転により，原子炉格
納容器の圧力及び温度を低下させるこ
とで原子炉格納容器の過圧破損を防止
する。 

・第 3 項，4 項 
（1.7） 

格納容器圧力逃
がし装置による
原子炉格納容器
の過圧破損の防
止 

炉心の著しい損傷が発生した場合にお
いて，残留熱除去系の機能が喪失した
場合及び代替循環冷却系の運転が期待
できない場合，格納容器圧力逃がし装
置により原子炉格納容器内の減圧及び
除熱を実施し，原子炉格納容器の過圧
破損を防止する。 

格納容器下部注
水系（常設）によ
るデブリ冷却 

炉心の著しい損傷が発生した場合，原
子炉格納容器の破損を防止するため，
格納容器下部注水系（常設）により， 
ペデスタル（ドライウェル部）に落下
した溶融炉心を冷却する。 

・第 3 項，4 項 
（1.8） 

格納容器下部注
水系（可搬型）に
よるデブリ冷却 

炉心の著しい損傷が発生した場合，原
子炉格納容器の破損を防止するため，
格納容器下部注水系（可搬型）により，
ペデスタル（ドライウェル部）に落下
した溶融炉心を冷却する。 
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第 5.2－8 表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順（1.5） 

対応手段，対処設備，手順書一覧（3／4） 

（フロントライン系故障時） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備

対応

手段
対処設備 手順書 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時 

残留熱除去系（原子炉

停止時冷却系），残留熱

除去系（サプレッショ

ン・プール冷却系）及び

残留熱除去系（格納容

器スプレイ冷却系）ポ

ンプ 

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

格納容器圧力逃がし装置※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時運転手順書Ⅱ

（徴候ベース） 

｢ＰＣＶ圧力制御｣ 

 

ＡＭ設備別操作手順

書 

 

重大事故等対策要領 

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
に
よ
る 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

耐圧強化ベント系配管・弁 

第一弁（Ｓ／Ｃ側） 

第一弁（Ｄ／Ｗ側） 

耐圧強化ベント系一次隔離弁 

耐圧強化ベント系二次隔離弁 

原子炉格納容器（サプレッショ

ン・チェンバを含む） 

真空破壊弁 

不活性ガス系配管・弁 

原子炉建屋ガス処理系配管・弁 

非常用ガス処理系排気筒 

常設代替交流電源設備※４ 

可搬型代替交流電源設備※４ 

燃料給油設備※４ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時運転手順書Ⅱ

（徴候ベース） 

｢ＰＣＶ圧力制御｣ 

 

ＡＭ設備別操作手順

書 

 

重大事故等対策要領 

現
場
操
作 

遠隔人力操作機構 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時運転手順書Ⅱ

（徴候ベース） 

｢ＰＣＶ圧力制御｣ 

 

ＡＭ設備別操作手順

書 

 

重大事故等対策要領 

※1：手順については「1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等」にて整

備する。 

※2：手順については「1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等」にて整備する。 

※3：手順については「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 

※4：手順については「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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別紙10－5－6 

対応手段，対処設備，手順書一覧（2／3） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備

対応

手段
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止 

外部電源系及び非常用

ディーゼル発電機 

（全交流動力電源） 

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱 

フィルタ装置 

フィルタ装置入口第一弁（Ｓ／Ｃ側） 

フィルタ装置入口第一弁（Ｓ／Ｃ側）バ

イパス弁 

フィルタ装置入口第一弁（Ｄ／Ｗ側） 

フィルタ装置入口第一弁（Ｄ／Ｗ側）バ

イパス弁 

フィルタ装置入口第二弁 

フィルタ装置入口第二弁バイパス弁 

遠隔人力操作機構 

遮蔽 

空気ボン

ベユニット（空気ボンベ） 

圧力開放板 

可搬型窒素供給装置 

移送ポンプ 

フィルタ装置遮蔽 

配管遮蔽 

不活性ガス系配管・弁 

格納容器圧力逃がし装置配管・弁 

空気ボン

ベユニット（配管・弁） 

窒素供給配管・弁 

移送配管・弁 

補給水配管・弁 

原子炉格納容器（サプレッション・チェ

ンバを含む） 

真空破壊弁 

可搬型代替注水中型ポンプ※２ 

可搬型代替注水大型ポンプ※２ 

西側淡水貯水設備※２ 

代替淡水貯槽※２ 

常設代替交流電源設備※３ 

可搬型代替交流電源設備※３ 

常設代替直流電源設備※３ 

可搬型代替直流電源設備※３ 

燃料給油設備※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

非常時運転手順書Ⅲ 

（シビアアクシデント） 

「除熱－１」等 

 

ＡＭ設備別操作手順書 

 

重大事故等対策要領 

空気ボン

ベユニット空気供給圧力計 

差圧計 

淡水タンク※２ 

自
主
対
策
設
備 

※1：手順については「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※2：手順については「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※3：手順については「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第5.2－18表 大規模損壊に特化した手順（1／2） 

想定 対応手段 対応手順 対処設備 
整備する手

順書の分類

炉心損傷後，原子炉格納容

器からの異常な漏えいを検

知した場合や格納容器スプ

レイ機能を有する重大事故

等対処設備が機能喪失した

場合 

原子炉格納容器内
の減圧及び除熱 

格納容器圧力逃

がし装置による

原子炉格納容器

内の減圧及び除

熱手順 

フィルタ装置 
圧力開放板 
移送ポンプ 
遠隔人力操作機構 

空気ボ

ンベユニット（空気ボンベ） 
空気ボ

ンベユニット空気供給圧力計 
差圧計

可搬型窒素供給装置 
フィルタ装置遮蔽 
配管遮蔽 

遮蔽 
フィルタ装置入口第一弁（Ｓ／Ｃ側）

フィルタ装置入口第一弁（Ｓ／Ｃ側）

バイパス弁 
フィルタ装置入口第一弁（Ｄ／Ｗ側）

フィルタ装置入口第一弁（Ｄ／Ｗ側）

バイパス弁 
フィルタ装置入口第二弁 
フィルタ装置入口第二弁バイパス弁 
不活性ガス系配管・弁 
格納容器圧力逃がし装置配管・弁 

空気ボ

ンベユニット（配管・弁） 
窒素供給配管・弁 
移送配管・弁 
補給水配管・弁 
原子炉格納容器（サプレッション・チ

ェンバを含む） 
真空破壊弁 
可搬型代替注水中型ポンプ 

可搬型代替注水大型ポンプ 
西側淡水貯水設備 
代替淡水貯槽 
常設代替交流電源設備 
可搬型代替交流電源設備 
常設代替直流電源設備 
可搬型代替直流電源設備 
燃料給油設備 
淡水タンク 

大規模損壊

時に対応す

る手順 

化学消防自動車，水槽付消

防ポンプ自動車，可搬型代

替注水大型ポンプ（放水

用）等を用いた火災時の対

応が困難な場合 

消火 
可搬型代替注水

中型ポンプによ

る消火手順 

可搬型代替注水中型ポンプ 
泡消火薬剤容器（消防車用） 
放水銃 
燃料給油設備 

使用済燃料プールが損傷

し，重大事故等対策として

整備する手順で水位が維持

できない場合 

放水砲による使用
済燃料プールへの
注水 

可搬型代替注水

大型ポンプ及び

放水砲による使

用済燃料プール

への放水手順 

原子炉建屋外側ブローアウトパネル 
ブローアウトパネル閉止装置 
可搬型代替注水大型ポンプ（放水用）

放水砲 
ホース 
ＳＡ用海水ピット取水塔 
海水引込み管 
ＳＡ用海水ピット 
燃料給油設備 
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は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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別紙 10－5－8 

第 5.2－20 表 特定重大事故等対処施設を用いた大規模損壊時の対応に係る発

電所要員の力量管理について 

要 員 必要な任務 力 量 

災害対策本部長 
・指揮者

○特定重大事故等対処施設
を用いた災害対策活動の
実施

○的確な指揮
○特定重大事故等対処施設

に係る知識
○対応による効果・影響の評

価

災害対策要員 
・原子炉主任技術者
・技術支援組織（技術班，運

転班，放射線管理班及び保
修班）

○特定重大事故等対処施設
を用いた災害対策活動の
実施

○特定重大事故等対処施設
に係る知識

○対応による効果・影響の評
価

災害対策要員 
・技術支援組織（消防班）
・運営支援組織（庶務班，広

報班及び情報班）

○特定重大事故等対処施設
を用いた災害対策活動の
実施

○特定重大事故等対処施設
に係る知識

当直発電長 
○事故状況の把握
○事故拡大防止に必要な運

転上の措置

○的確な指揮
○確実なプラント状況把握
○特定重大事故等対処施設

に係る知識
○対応による効果・影響の

評価

当直副発電長，当直運転員，
運転班 

○事故状況の把握
○事故拡大防止に必要な運

転上の措置

○確実なプラント状況把握
○特定重大事故等対処施設

に係る知識

特重施設要員 
○特定重大事故等対処施設

による対応操作

○特定重大事故等対処施設
に係る知識

○特定重大事故等対処施設
による事故対応の操作手
順
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（1／12） 

ａ．特定重大事故等対処施設の準備操作の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（2／12） 

ｂ．原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧操作の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（3／12） 

ｃ．炉内の溶融炉心の冷却の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（4／12） 

ｄ．原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（5／12） 

ｅ．格納容器内の冷却・減圧・放射性物質低減の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（6／12） 

ｆ．原子炉格納容器の過圧破損防止の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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ｆ．原子炉格納容器の過圧破損防止の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（7／12） 

ｇ．水素爆発による原子炉格納容器の破損防止の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



10－5－29 

ｇ．水素爆発による原子炉格納容器の破損防止の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



10－5－30 

第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（8／12） 

ｈ． の居住性に関する手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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ｈ． の居住性に関する手順 

。

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（9／12） 

ｉ．電源設備の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（10／12） 

ｊ．計装設備の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（11／12） 

ｋ．通信連絡設備の手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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第 5.2－21 表 特定重大事故等対処施設による対応の手順書の概要（12／12） 

ｌ．原子炉格納容器を長期的に安定状態に維持するための手順 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

10－7－1 

添付書類十 ７章を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－3 

上 8～ 

上 10 

… ス プ レ イ 冷 却 系 （ 常

設 ） に よ る 格 納 容 器 冷

却，格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱を実施する。なお，代

替循環冷却系による格納

容器除熱も実施可能であ

る。  

…スプレイ冷却系（常

設）による格納容器冷

却，格納容器圧力逃がし

装置及び耐圧強化ベント

系（以下「格納容器圧力

逃 が し 装 置 等 」 と い

う。）による格納容器除

熱を実施する。なお，代

替循環冷却系による格納

容器除熱も実施可能であ

る。なお，耐圧強化ベン

ト系は

の設置をもって廃止す

る。 

**10－7

－3 

下 7 …による格納容器冷却手

段，格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱手… 

…による格納容器冷却手

段，格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱手… 
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10－7－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－4 

上 6 …逃がし装置 による格

納容器除熱操作を行うた

めの重大事故等対応要員 3

名… 

…逃がし装置等による格

納容器除熱操作を行うた

めの重大事故等対応要員

3 名… 

**10－7

－4 

上 11 ｆ．格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱 

ｆ．格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱 

**10－7

－4 

上 12 格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器除熱

の準備として，フィルタ

… 

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除熱

の準備として，フィルタ

… 

**10－7

－4 

下 6～ 

下 4 

…がし装置 による格納

容器除熱を実施する。 

格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器除熱

を確認するために必要な

計装設備は，サプレッシ

ョン・チェンバ圧力等で

ある。 

…がし装置等による格納

容器除熱を実施する。 

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除熱

を確認するために必要な

計装設備は，サプレッシ

ョン・チェンバ圧力等で

ある。 
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10－7－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－4 

下 3 格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器除熱

を実施している間に炉心

… 

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除熱

を実施している間に炉心

… 

**10－7

－5 

上 1 サプレッション・チェ

ンバ側からの格納容器圧

力逃がし装置 のベント

… 

サプレッション・チェ

ンバ側からの格納容器圧

力逃がし装置等のベント

… 

**10－7

－5 

上 5 …行い，また，格納容器

除熱は，格納容器圧力逃

がし装置 により継続的

に行… 

…行い，また，格納容器

除熱は，格納容器圧力逃

がし装置等により継続的

に行… 

**10－7

－5 

上 10 (f) 格納容器圧力逃がし

装置  

(f) 格納容器圧力逃がし

装置等 

**10－7

－5 

上 11 格納容器圧力逃がし装

置 により，格納容器圧

力 0.31MPa［gage］に… 

格納容器圧力逃がし装

置等により，格納容器圧

力 0.31MPa［gage］に… 

**10－7

－5 

下 12 と

下 11 の

間 

（記載の追加） なお，耐圧強化ベント

系を用いた場合は，格納

容器圧力逃がし装置を用

いた場合と比較して，排

出流量は大きくなり，格 
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10－7－4 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

   納容器圧力の低下傾向は

大きくなることから，格

納容器圧力逃がし装置を

用いた場合の条件に包絡

される。 

**10－7

－5 

下 8 (c) 格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱操作は，格納容器圧力

… 

(c) 格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱操作は，格納容器圧力

… 

**10－7

－6 

下 2 …設）による格納容器冷

却及び格納容器圧力逃が

し装置 による格納容器

除… 

…設）による格納容器冷

却及び格納容器圧力逃が

し装置等による格納容器

除… 

**10－7

－7 

下 6 …（常設）による格納容

器冷却及び格納容器圧力

逃がし装置 による格納

容… 

…（常設）による格納容

器冷却及び格納容器圧力

逃がし装置等による格納

容… 

**10－7

－8 

上 1 …に格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱を開始することで安定

状… 

…に格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱を開始することで安定

状… 
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10－7－5 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－8 

上 3 格納容器圧力逃がし装

置 による… 

格納容器圧力逃がし装

置等による… 

**10－7

－8 

下 4 …操作及び格納容器圧力

逃がし装置 による格納

容器除熱操作とする。 

…操作及び格納容器圧力

逃がし装置等による格納

容器除熱操作とする。 

**10－7

－9 

下 4 …却系（常設）及び格納

容器圧力逃がし装置 に

係る運転員等操作時間に

与… 

…却系（常設）及び格納

容器圧力逃がし装置等に

係る運転員等操作時間に

与… 

**10－7 上 3 …及び格納容器圧力逃が …及び格納容器圧力逃が 

－10 し装置 に係る運転員等

操作時間に与える影響は

小… 

し装置等に係る運転員等

操作時間に与える影響は

小… 

**10－7

－11 

上 6 操作条件の格納容器圧

力逃がし装置 による格

納容器除熱操作は，解… 

操作条件の格納容器圧

力逃がし装置等による格

納容器除熱操作は，解… 

**10－7

－11 

下 9 …て対応するため，

程度操作開始時間が遅

れる可能性があるが，… 

…て対応するため，

程度操作開始時間が遅

れる可能性があるが，… 
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10－7－6 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－12 

下 11 操作条件の格納容器圧

力逃がし装置 による格

納容器除熱操作は，運… 

操作条件の格納容器圧

力逃がし装置等による格

納容器除熱操作は，運… 

**10－7

－12 

下 7 …合は，現場操作にて対

応するため， 程度

操作開始時間が遅れる… 

…合は，現場操作にて対

応するため， 程度

操作開始時間が遅れる… 

**10－7

－13 

下 11～ 

下 10 

… 項 目 を 満 足 す る 。 ま

た， 格納容器ベント時

の非居住区域境界での実

効線量は約 1.1mSv，敷地

境 界 で の 実 効 線 量 は 約

2.8mSv であり，5mSv を

下回る。 

…項目を満足する。ま

た，格納容器圧力逃がし

装置による格納容器ベン

ト時の非居住区域境界で

の実効線量は約 1.1mSv，

敷地境界での実効線量は

約 2.8mSv，耐圧強化ベン

ト系による格納容器ベン

ト時の非居住区域境界で

の実効線量は約 4.4mSv，

敷地境界での実効線量は

約 4.4mSvであり，5mSvを

下回る。 
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頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－13 

下 6  操作条件の格納容器圧

力逃がし装置 による格

納容器除熱操作について

は，… 

 操作条件の格納容器圧

力逃がし装置等による格

納容器除熱操作について

は，… 

**10－7

－14 

上 4 …操作に要する時間は

程度であることから，

時間余裕がある。 

…操作に要する時間は

程度であることから，

時間余裕がある。 

**10－7

－14 

上 13 …し装置 による格納容

器除熱手段を整備してい

る。 

…し装置等による格納容

器除熱手段を整備してい

る。 

**10－7

－14 

下 7 …設）による格納容器冷

却及び格納容器圧力逃が

し装置 による格納容器

除熱を… 

…設）による格納容器冷

却及び格納容器圧力逃が

し装置等による格納容器

除熱を… 

**10－7

－14 

下 2 …なお，格納容器圧力逃

がし装置 の使用による

非居住区域境界及び敷地

境界… 

…なお，格納容器圧力逃

がし装置等の使用による

非居住区域境界及び敷地

境界… 

**10－7

－15 

上 9 … 能 ） に よ る 原 子 炉 注

水，格納容器圧力逃がし 

…能）による原子炉注

水，格納容器圧力逃がし 
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10－7－8 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

  装置 による格納容器除

熱等の炉… 

装置等による格納容器除

熱等の炉… 

**10－7

－17 

上 2 …格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器除熱

を実施する。 

…格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除熱

を実施する。 

**10－7

－17 

上 12 …による格納容器冷却手

段及び格納容器圧力逃が

し装置 による格納容器

除熱… 

…による格納容器冷却手

段及び格納容器圧力逃が

し装置等による格納容器

除熱… 

**10－7

－18 

上 1 …逃がし装置 による格

納容器除熱操作を行うた

めの重大事故等対応要員 

3 名… 

…逃がし装置等による格

納容器除熱操作を行うた

めの重大事故等対応要員

3 名… 

**10－7

－18 

上 6～ 

上 7 

ｇ．格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱 

格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器除熱

の準備として，フィルタ

… 

ｇ．格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱 

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除熱

の準備として，フィルタ

… 
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10－7－9 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－18 

下 11～ 

下 10 

…がし装置 による格納

容器除熱を実施する。 

格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器除熱

を確認するために必要な

… 

…がし装置等による格納

容器除熱を実施する。 

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除熱

を確認するために必要な

… 

**10－7

－18 

下 8 格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器除熱

を実施している間に炉心

… 

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除熱

を実施している間に炉心

… 

**10－7

－18 

下 5 サプレッション・チェ

ンバ側からの格納容器圧

力逃がし装置 のベント

… 

サプレッション・チェ

ンバ側からの格納容器圧

力逃がし装置等のベント

… 

**10－7

－18 

下 1 …行い，また，格納容器

除熱は，格納容器圧力逃

がし装置 により継続的

に行… 

…行い，また，格納容器

除熱は，格納容器圧力逃

がし装置等により継続的

に行… 
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10－7－10 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－19 

上 5～ 

上 6 

(h) 格納容器圧力逃がし

装置  

格納容器圧力逃がし装

置 により，格納容器圧

力 0.31MPa［gage］に… 

(h) 格納容器圧力逃がし

装置等 

格納容器圧力逃がし装

置等により，格納容器圧

力 0.31MPa［gage］に… 

**10－7

－19 

上 8 と 

上 9 の間

（記載の追加） なお，耐圧強化ベント

系を用いた場合は，格納

容器圧力逃がし装置を用

いた場合と比較して，排

出流量は大きくなり，格

納容器圧力の低下傾向は

大きくなることから，格

納容器圧力逃がし装置を

用いた場合の条件に包絡

される。 

**10－7

－19 

上 10 (c) 格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱操作は，格納容器圧力

… 

(c) 格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱操作は，格納容器圧力

… 
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10－7－11 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－20 

上 10 …設）による格納容器冷

却及び格納容器圧力逃が

し装置 による格納容器

除… 

…設）による格納容器冷

却及び格納容器圧力逃が

し装置等による格納容器

除… 

**10－7

－21 

上 5 …（常設）による格納容

器冷却及び格納容器圧力

逃がし装置 による格納

容… 

…（常設）による格納容

器冷却及び格納容器圧力

逃がし装置等による格納

容… 

**10－7

－21 

上 11～ 

上 13 

…約 28 時間後に格納容器

圧力逃がし装置 による

格納容器除熱を開始する 

…約 28 時間後に格納容器

圧力逃がし装置等による

格納容器除熱を開始する 

  こ と で 安 定 状 態 が 確 立

し，また，安定状態を維

持できる。格納容器圧力

逃がし装置 による格納

容器ベント時の非居住区

域境界及び敷地境界での

… 

ことで安定状態が確立

し，また，安定状態を維

持できる。格納容器圧力

逃がし装置等による格納

容器ベント時の非居住区

域境界及び敷地境界での

… 

**10－7

－22 

上 7 …び格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱操作とする。 

…び格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱操作とする。 
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10－7－12 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－23 

上 12 …却系（常設）及び格納

容器圧力逃がし装置 に

係る運転員等操作時間に

与… 

…却系（常設）及び格納

容器圧力逃がし装置等に

係る運転員等操作時間に

与… 

**10－7

－23 

下 8 …及び格納容器圧力逃が

し装置 に係る運転員等

操作時間に与える影響は

小… 

…及び格納容器圧力逃が

し装置等に係る運転員等

操作時間に与える影響は

小… 

**10－7

－24 

下 4 操作条件の格納容器圧

力逃がし装置 による格

納容器除熱操作は，解… 

操作条件の格納容器圧

力逃がし装置等による格

納容器除熱操作は，解… 

**10－7

－25 

上 8 …て対応するため，

程度操作開始時間が遅

れる可能性があるが，… 

…て対応するため，

程度操作開始時間が遅

れる可能性があるが，… 

**10－7

－26 

上 9 操作条件の格納容器圧

力逃がし装置 による格

納容器除熱操作は，運… 

操作条件の格納容器圧

力逃がし装置等による格

納容器除熱操作は，運… 

**10－7

－26 

下 10 …するため， 程度

操作開始時間が遅れる可

能性がある。格納容器… 

…するため， 程度

操作開始時間が遅れる可

能性がある。格納容器… 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

 

10－7－13 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－27 

上 6 操作条件の格納容器圧

力逃がし装置 による格

納容器除熱操作について

は，… 

操作条件の格納容器圧

力逃がし装置等による格

納容器除熱操作について

は，… 

**10－7

－27 

下 10 …操作に要する時間は

程度であることから，

時間余裕がある。 

…操作に要する時間は

程度であることから，

時間余裕がある。 

**10－7

－28 

上 2 …手段及び格納容器圧

力逃がし装置 による格

納容器除熱手段を整備し

ている。 

…手段及び格納容器圧

力逃がし装置等による格

納容器除熱手段を整備し

ている。 

**10－7

－28 

上 8 …容器冷却，格納容器圧

力逃がし装置 による格

納容器除熱を実施するこ

とによ… 

…容器冷却，格納容器圧

力逃がし装置等による格

納容器除熱を実施するこ

とによ… 

**10－7

－28 

上 12 …足している。また，安

定状態を維持できる。な

お，格納容器圧力逃がし

装置 … 

…足している。また，安

定状態を維持できる。な

お，格納容器圧力逃がし

装置等… 
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10－7－14 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－28 

下 3 …器圧力逃がし装置 に

よる格納容器除熱等の炉

心損傷防止対策は，選定

した重… 

…器圧力逃がし装置等に

よる格納容器除熱等の炉

心損傷防止対策は，選定

した重… 

**10－7

－31 

上 3 … ス プ レ イ 冷 却 系 （ 常

設 ） に よ る 格 納 容 器 冷

却，格納容器圧力逃がし

装置 に… 

…スプレイ冷却系（常

設）による格納容器冷

却，格納容器圧力逃がし

装置等に… 

**10－7

－31 

下 12 …による格納容器冷却手

段，格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱手… 

…による格納容器冷却手

段，格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱手… 

**10－7

－32 

上 1 …逃がし装置 による格

納容器除熱操作を行うた

めの重大事故等対応要員 

3 名… 

…逃がし装置等による格

納容器除熱操作を行うた

めの重大事故等対応要員

3 名… 
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10－7－15 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－32 

上 6～ 

上 7 

ｆ．格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱 

格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器除熱

の準備として，フィルタ

… 

ｆ．格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱 

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除熱

の準備として，フィルタ

… 

**10－7

－32 

下 11～ 

下 10 

…がし装置 による格納

容器除熱を実施する。 

格納容器圧力逃がし装置 

…がし装置等による格納

容器除熱を実施する。 

格納容器圧力逃がし装置 

   による格納容器除熱を

確認するために必要な… 

等による格納容器除熱を

確認するために必要な… 

**10－7

－32 

下 8 格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器除熱

を実施している間に炉心

… 

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除熱

を実施している間に炉心

… 

**10－7

－32 

下 5 サプレッション・チェ

ンバ側からの格納容器圧

力逃がし装置 のベント

… 

サプレッション・チェ

ンバ側からの格納容器圧

力逃がし装置等のベント

… 
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10－7－16 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－32 

下 1 …行い，また，格納容器

除熱は，格納容器圧力逃

がし装置 により継続的

に行… 

…行い，また，格納容器

除熱は，格納容器圧力逃

がし装置等により継続的

に行… 

**10－7

－33 

上 5～ 

上 6 

(e) 格納容器圧力逃がし

装置  

格納容器圧力逃がし装

置 により，格納容器圧

力 0.31MPa［gage］に… 

(e) 格納容器圧力逃がし

装置等 

格納容器圧力逃がし装

置等により，格納容器圧

力 0.31MPa［gage］に… 

**10－7

－33 

上 8 と 

上 9 の間

（記載の追加） なお，耐圧強化ベント

系を用いた場合は，格納

容器圧力逃がし装置を用

いた場合と比較して，排

出流量は大きくなり，格

納容器圧力の低下傾向は

大きくなることから，格

納容器圧力逃がし装置を

用いた場合の条件に包絡

される。 
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10－7－17 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－33 

上 10 

 

(c) 格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱操作は，格納容器圧力

… 

(c) 格納容器圧力逃がし

装置等による格納容器除

熱操作は，格納容器圧力

… 

**10－7

－33 

上 13 

 

ｈ．敷地境界における大

気拡散条件については， 

 地上放出，実効放出継

続… 

ｈ．敷地境界における大

気拡散条件については，

格納容器圧力逃がし装置

を用いる場合は，地上放

出，実効放出継続… 

**10－7

－33 

下 10 

 

…相対線量（Ｄ／Ｑ）を

9.9×10－１９（Gy／Bq）  

とする。また，非居住… 

…相対線量（Ｄ／Ｑ）を

9.9×10－１９（Gy／Bq）と

し，耐圧強化ベント系を

用いる場合は，排気筒放

出，実効放出継続時間 1

時間の値として，相対濃

度（χ／Ｑ）は 2.0×10－

６（s／m３），相対線量

（Ｄ／Ｑ）は 8.0×10－２０

   （ Gy／ Bq）とする。ま

た，非居住… 
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10－7－18 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**10－7

－33 

下 9 

 

…区域境界における大気

拡散条件については，  

地上放出，実効放出継続

… 

…区域境界における大気

拡散条件については，格

納容器圧力逃がし装置を

用いる場合は，地上放

出，実効放出継続… 

**10－7

－33 

下 7 

 

…相対線量（Ｄ／Ｑ）を

4.1×10－１９（Gy／Bq）  

とする。 

…相対線量（Ｄ／Ｑ）を

4.1×10－１９（Gy／Bq）と

し，耐圧強化ベント系を

用いる場合は，排気筒放

出，実効放出継続時間 1

時間の値として，相対濃

度（χ／Ｑ）は 2.0×10－

６（s／m３），相対線量

（Ｄ／Ｑ）は 8.1×10－２０

（Gy／Bq）とする。 

**10－7

－34 

下 2 

 

…設）による格納容器冷

却及び格納容器圧力逃が

し装置 による格納容器

除… 

…設）による格納容器冷

却及び格納容器圧力逃が

し装置等による格納容器

除… 

**10－7

－35 

下 7 

 

…（常設）による格納容

器冷却及び格納容器圧力 

…（常設）による格納容

器冷却及び格納容器圧力 
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10－7－19 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

  逃がし装置 による格納

容… 

逃がし装置等による格納

容… 

**10－7

－35 

下 1 

 

…に格納容器圧力逃がし

装置 による格納容器除

熱を… 

…に格納容器圧力逃がし
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上 3 

 

…線量の評価結果は約 4.1
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を下回るため，周辺の… 

…線量の評価結果は約 4.1
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ベント時の敷地境界での
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場合も周辺の… 
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上 6 

 

…実効線量の評価結果は

約 1.6×10－１mSv であり， 

 5mSv を下回る。 
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の評価結果は約 6.2×10－１

   mSv であることから， 

5mSv を下回る。 
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上 11 …合は，現場操作にて対

応するため， 程度
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…合は，現場操作にて対
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ン

ク
 

※
1
 

※
2
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｇ
 

Ｇ
 

 常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 

 代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

 ↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，
２

Ｄ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

外
部

電
源

 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
評

価
上

考
慮

し
な

い
設

備
 

 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
4
 ※

5
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

※
3
 

※
4
 

※
5
 



 

 

10－7－43

 

第
7
.
1
.
1
－

2
図

 
高

圧
・

低
圧

注
水

機
能

喪
失

の
対

応
手

順
の

概
要

 

原
子

炉
水

位
異

常
低

下
（

レ
ベ

ル
２

）
 

高
圧

注
水

機
能

作
動

値
に

到
達

 

給
水

流
量

の
全

喪
失

発
生

 

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル

３
）

到
達

 

(
0
秒

)

（
約

2
0
秒

）

（
2
5
分

）

（
約

1
4
時

間
）

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

開
始

※
１

５
 

格
納
容
器
圧
力
0.
31
MP
a［

ga
ge
］
到
達
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
り

原
子

炉
水

位
を

維
持

し
，

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

操
作

を
継

続
す

る
こ

と
で

格
納

容
器

圧
力

等
の

低

下
傾

向
を

確
認

す
る

。
ま

た
，

機
能

喪
失

し
て

い
る

設
備

の
復

旧
を

試
み

，
代

替
循

環
冷

却
系

又
は

残
留

熱
除

去
系

に
よ

る
除

熱
が

可
能

で
あ

る
こ

と
，

水
素

濃
度

制

御
が

可
能

で
あ

る
こ

と
等

を
確

認
し

た
後

に
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
操

作
を

停
止

し
，

格
納

容
器

を
隔

離
状

態
と

す
る

。
残

留
熱

除
去

系

の
復

旧
後

は
，

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

）
に

よ
り

冷
温

停
止

状
態

と
す

る
。

※
２

０
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
 

通
常
水
位
＋
6.
5m
到
達
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
 

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

 

の
起

動
操

作
※

４
，

５
 

高
圧

／
低

圧
注

水
機

能

の
回

復
操

作
 

Ⅰ
 

【
有

効
性

評
価

の
対

象
と

し
て

い
な

い
が

他
に

取
り

得
る

手
段

】
 

Ⅰ
 技

術
基

準
上

の
全

て
の

要
求

事
項

を
満

た
す

こ
と

や
全

て
の

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
お

い
て

使
用

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

が
，

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
よ

っ
て

は
，

事
故

対
応

に
有

効
な

設
備

と
な

る
代

替
循

環
冷

却
系

，
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
，

ほ
う

酸
水

注
入

系
，

消
火

系
，

補
給

水
系

，
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
及

び
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
も

実
施

可
能

で
あ

る
。

 

Ⅱ
 「

淡
水

タ
ン

ク
」

か
ら

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

又
は

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
代

替
淡

水
貯

槽
へ

の
補

給
も

可
能

で
あ

る
。

ま
た

，
「

海
水

」
か

ら
可

搬
型

代
替

注
水

中

型
ポ

ン
プ

又
は

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
代

替
淡

水
貯

槽
へ

の
補

給
も

可
能

で
あ

る
。

 

Ⅲ
 常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
を

優
先

す
る

が
，

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

を
用

い
た

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
も

実
施

可
能

で
あ

る
。

 

技
術

基
準

上
の

全
て

の
要

求
事

項
を

満
た

す
こ

と
や

全
て

の
プ

ラ
ン

ト
状

況
に

お
い

て
使

用

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

が
，

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
よ

っ
て

は
，

事
故

対
応

に
有

効
な

設
備

と
な

る
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
，

消

火
系

及
び

補
給

水
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
も

実
施

可
能

で
あ

る
。

 

原
子

炉
水

位
不

明
で

 

な
い

こ
と

の
確

認
 

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

7
個

に
よ

る
原

子
炉

急
速

減
圧

操
作

※
７

，
８
 

水
位

不
明

 

水
位

不
明

で
は

な
い

 
原

子
炉

満
水

操
作

※
１

１
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

か
ら

代
替

淡

水
貯

槽
へ

の
補

給
操

作
（

可
搬

型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
に

よ
る

 

代
替

淡
水

貯
槽

へ
の

補
給

）
 

・
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
操

作
 

・
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
操

作
 

・
補

給
水

系
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

操
作

 
Ⅲ

 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
に

よ
る

 

格
納

容
器

除
熱

操
作

※
１

８
 

原
子

炉
満

水
操

作
※

１
７
 

低
圧

注
水

機
能

喪
失

の
確

認
※

３
 

（
機

器
作

動
状

況
，
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

に

よ
る

確
認

）
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

 

原
子

炉
注

水
操

作
及

び
 

格
納

容
器

除
熱

操
作

※
１

４
 

原
子
炉
水
位
が
燃
料
有
効
長
頂
部
に
到
達

※
９
 

原
子
炉
水
位
が
燃
料
有
効
長
頂
部
以
上
に
 

回
復

※
１

２
 

炉
心

損
傷

な
し

の
継

続
確

認
※
１
０
 

炉
心

損
傷

が
確

認
さ

れ
た

場

合
は

，
炉

心
損

傷
後

の
対

応
手

順
に

移
行

す
る

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

に
よ

る
 

燃
料

給
油

操
作

 

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
，

タ
ー

ビ
ン

停
止

 

の
確

認
※

１
，

２
 

（
約

2
9
分

）

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
操

作
 

(
解

析
上

の
時

刻
)
 

（
約

2
7
時

間
）

（
約

2
8
時

間
）

凡
 

例
 

：
操

作
・

確
認

（
運

転
員

）
 

：
プ

ラ
ン

ト
状

態
 

：
判

断
 

 
 

 
 

：
操

作
及

び
判

断
 

：
解

析
上

考
慮

し
な

い
操

作
 

：
重

大
事

故
等

対
応

要
員

（
現

場
）

の
み

の
作

業
 

：
運

転
員

と
重

大
事

故
等

対
応

要
員

（
現

場
）

 

の
共

同
作

業
 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

 

（
可

搬
型

）
の

起
動

準
備

操
作
 

以
下

の
優

先
順

位
で

格
納

容
器

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

 

優
先

②
 

「
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

」
「

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

側
ベ

ン
ト

」
 

優
先

③
 

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
「

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

側
ベ

ン
ト

」
 

優
先

④
 

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
「

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

側
ベ

ン
ト

」
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉
止

 

逃
が

し
安

全
弁

（
安

全
弁

機
能

）
に

よ
る

 

原
子

炉
圧

力
制

御
の

確
認

 

再
循

環
系

ポ
ン

プ
 

ト
リ

ッ
プ

の
確

認
 

高
圧

注
水

機
能

喪
失

の
確

認
※

３
（

機
器

 

作
動

状
況

，
系

統
流

量
に

よ
る

確
認

）
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

停
止

※
１
６
 

格
納
容
器
圧
力
0.
27
9M
Pa
［
ga
ge
］
到
達
 

原
子

炉
水

位
の

調
整

操
作

 

（
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
）

※
１

３
 

高
圧

代
替

注
水

系
の

起
動

操
作

 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
以

外
に

よ
る

原
子

炉
注

水
操

作
 

・
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

 

・
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
操

作
 

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

 

・
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

 

・
補

給
水

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
操

作
 

・
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
又

は
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
を

用
い

 

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
の

原
子

炉
注

水
操

作
 

※
８

 
原

子
炉

減
圧

時
に

は
原

子
炉

水
位

計
凝

縮
槽

内
の

原
子

炉
冷

却
材

の
減

圧
沸

騰
に

よ
り

原
子

炉
水

位
の

指
示

値
の

信
頼

性
が

損
な

わ
れ

る
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
，

原
子

炉
水

位
不

明
で

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

原
子

炉
水

位
不

明
は

，
以

下
の

い
ず

れ
か

に
よ

り
判

断
す

る
。

 

・
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

と
原

子
炉

圧
力

の
関

係
が

原
子

炉
水

位
不

明
領

域
に

入
っ

た
場

合
 

・
原

子
炉

水
位

の
計

装
電

源
が

喪
失

し
た

場
合

 

・
原

子
炉

水
位

の
指

示
値

の
ば

ら
つ

き
が

大
き

く
燃

料
有

効
長

頂
部

以
上

で
あ

る
こ

と
が

判
断

で
き

な
い

場
合

 

※
９

 
原

子
炉

水
位

が
燃

料
有

効
長

頂
部

以
下

と
な

っ
た

場
合

は
，

格
納

容
器

雰
囲

気
監

視
系

等
に

よ
り

格
納

容
器

内
の

水
素

・
酸

素
濃

度
を

確
認

す
る

。
 

※
１

０
 

炉
心

損
傷

は
，

以
下

に
よ

り
判

断
す

る
（

炉
心

損
傷

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
炉

心
損

傷
後

の
手

順
に

移
行

）
。

 

・
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
内

の
ガ

ン
マ

線
線

量
率

が
設

計
基

準
事

故
相

当
の

ガ
ン

マ
線

線
量

率
の

1
0
倍

以
上

と
な

っ
た

場
合

 

な
お

，
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
及

び
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｓ

／
Ｃ

）
に

よ
る

炉
心

損
傷

発
生

の
判

断
が

で
き

な
い

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
に

よ
り

判
断

す
る

。
 

※
１

１
 

原
子

炉
水

位
不

明
の

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
を

満
水

と
し

，
原

子
炉

圧
力

と
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
の

差
圧

を
確

認
す

る
こ

と
で

，
原

子
炉

水
位

が
燃

料
有

効
長

頂
部

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

※
１

２
 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

に
よ

り
燃

料
有

効
長

頂
部

回
復

を
確

認
し

た
場

合
は

，
燃

料
有

効
長

頂
部

以
下

継
続

時
間

を
測

定
し

，「
最

長
許

容
炉

心
露

出
時

間
」
の

禁
止

領
域

に
入

っ
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
。
炉

心
損

傷
の

有
無

を
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

等
に

よ
り

確
認

す
る

。
 

※
１

３
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
り

，
原

子
炉

水
位

を
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
か

ら
原

子
炉

水
位

高
（

レ
ベ

ル
８

）
の

間
に

維
持

す
る

。
 

※
１

４
 

解
析

上
考

慮
し

な
い

代
替

循
環

冷
却

系
は

，
実

際
に

は
以

下
の

運
用

と
し

て
い

る
。

 

・
事

象
初

期
に

お
け

る
原

子
炉

注
水

に
当

た
っ

て
は

，
海

水
系

に
よ

る
冷

却
水

供
給

を
必

要
と

し
な

い
低

圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
を

優
先

し
，

海
水

系
に

よ
る

冷
却

水
供

給
が

確
保

さ
れ

た
後

に
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

に
切

り
替

え
る

。
 

・
格

納
容

器
圧

力
が

0
.
2
4
5
M
P
a
［

g
a
g
e
］

に
到

達
し

た
時

点
で

，
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ

レ
イ

を
実

施
す

る
。

ま
た

，
代

替
循

環
冷

却
系

は
，

原
子

炉
注

水
及

び
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
の

併
用

が
可

能
な

設
計

と
し

て
い

る
。

 

※
１

５
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

は
，

解
析

上
は

1
3
0
m
３
／

h
一

定
流

量
で

，
格

納
容

器
圧

力
を

0
.
2
1
7
M
P
a
［

g
a
g
e
］

か
ら

0
.
2
7
9
M
P
a

［
g
a
g
e
］

の
範

囲
に

維
持

す
る

よ
う

間
欠

運
転

と
し

て
い

る
が

，
実

際
に

は
運

転
手

順
に

従
い

格
納

容
器

圧
力

を
0
.
2
1
7
M
P
a
［

g
a
g
e
］

か
ら

0
.
2
7
9
M
P
a
［

g
a
g
e
］

の
範

囲
に

維
持

す
る

よ
う

1
0
2
m
３
／

h
～

1
3
0
m
３
／

h
の

範
囲

で
ス

プ
レ

イ
流

量
を

調
整

す
る

。
 

※
１

６
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

の
停

止
は

，
以

下
に

よ
り

判
断

す
る

。
 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

が
通

常
水

位
＋

6
.
5
m
に

到
達

 

※
１

７
 

格
納

容
器

除
熱

操
作

前
に

，
原

子
炉

水
位

を
可

能
な

限
り

高
く

維
持

す
る

こ
と

で
，

格
納

容
器

へ
の

放
熱

を
抑

制
し

，
格

納
容

器
圧

力
の

上
昇

を
緩

和
す

る
（

解
析

上
考

慮
し

な
い

。
）
。

 

※
１

８
 

格
納

容
器

圧
力

0
.
3
1
M
P
a
［

g
a
g
e
］

到
達

（
格

納
容

器
最

高
使

用
圧

力
）

に
よ

り
，

炉
心

損
傷

が
な

い
こ

と
を

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
等

に
よ

り
確

認
し

，
格

納
容

器
ベ

ン
ト

を
開

始
す

る
。

 

※
１

９
 

残
留

熱
除

去
系

等
に

よ
る

除
熱

が
可

能
で

あ
る

こ
と

，
水

素
濃

度
制

御
が

可
能

で
あ

る
こ

と
等

を
確

認
し

た
後

に
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
を

停
止

す
る

。
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
の

停
止

後
は

，
格

納
容

器
及

び
フ

ィ
ル

タ
装

置
内

の
窒

素
置

換
を

実
施

す
る

。
 

※
２

０
 

機
能

喪
失

し
て

い
る

設
備

の
復

旧
手

段
と

し
て

，
格

納
容

器
除

熱
手

段
で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

及
び

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
の

復
旧

手
順

を
整

備
し

て
お

り
，

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ポ

ン
プ

電
動

機
を

予
備

品
と

し
て

確
保

し
て

い
る

。
 

ま
た

，
可

搬
型

熱
交

換
器

，
可

搬
ポ

ン
プ

等
を

用
い

た
可

搬
型

の
格

納
容

器
除

熱
系

統
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

を
実

施
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

 

※
１

 
重

大
事

故
等

発
生

を
通

信
連

絡
設

備
に

よ
り

確
認

し
た

現
場

作
業

員
は

退
避

を
実

施
す

る
。

 

※
２

 
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

は
，

中
央

制
御

室
に

て
平

均
出

力
領

域
計

装
等

に
よ

り
確

認
す

る
。

 

※
３

 
中

央
制

御
室

に
て

，
機

器
ラ

ン
プ

表
示

，
警

報
，

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
，

系
統

流
量

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
圧

力
等

に
て

確
認

す
る

。
 

※
４

 
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系
（

常
設

）
の

起
動

操
作

は
，
以

下
に

よ
り

判
断

す
る

。

・
高

圧
・

低
圧

注
水

機
能

喪
失

 

※
５

 
外

部
電

源
が

な
い

場
合

に
は

，
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

緊
急

用
母

線
受

電
操

作
を

実
施

す
る

。
 

※
６

 
原

子
炉

注
水

に
必

要
な

弁
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

※
７

 
逃

が
し

安
全

弁
（

自
動

減
圧

機
能

）
の

手
動

に
よ

る
原

子
炉

急
速

減
圧

は
，

以
下

に
よ

り
判

断
す

る
。

 

・
低

圧
で

原
子

炉
注

水
可

能
な

系
統

又
は

低
圧

代
替

注
水

系
1
系

統
以

上
起

動
で

き
た

場
合

 

 

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
は

解
析

上
考

慮
せ

ず
 

回
復

は
解

析
上

考
慮

せ
ず

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

注
水

と
同

等
の

流
量

確
保

又
は

注
水

開
始

不
可

 

（
約

3
9
分

）

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

 

原
子

炉
注

水
開

始
 

（
約

2
7
分

）

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
操

作
 Ⅲ
 

「
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

」
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
側
ベ
ン
ト
）
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
 

停
止

条
件

不
成

立
※
１
９
 

N
o
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
停

止
 

Y
e
s
 

淡
水

タ
ン

ク
か

ら
代

替
淡

水
貯

槽
へ

の
補

給
操

作
 

Ⅱ
 

 

Y
e
s
 

N
o
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

2
台
注
水
準
備
完
了

※
６
 

代
替

の
注

水
系

準
備

操
作

 
Y
e
s
 

N
o
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

常
設

）
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

2
台
に
よ
る
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
可
能
 

Y
e
s
 

N
o
 

代
替

の
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
準

備
操

作
 

代
替

の
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
に

よ
る

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

実
施

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

1
0
4
℃

到
達

確
認

後
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
チ

ェ
ン

バ
ス

プ
レ

イ
実

施
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

注
水

と
同

等
の

流
量

確
保

又
は

注
水

開
始

不
可

 



10－7－44 

高圧・低圧注水機能喪失 

経過時間（時間） 

備 考 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48

操作項目 

実施箇所・必要要員数 

【 】は他作業後 
移動してきた要員 操作の内容 

当直運転員 
（中央制御室） 

当直運転員 
（現場） 

重大事故等対応要員
（現場） 

原子炉水位の調整

操作(低圧代替注

水系（常設）) 

【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水系
（常設）による原子炉注水の調整操作

 

常設低圧代替注水

系ポンプを用いた

代替格納容器スプ

レイ冷却系（常設）

による格納容器冷

却操作

【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた代替格納容器スプ
レイ冷却系（常設）による格納容器冷却操作

 

代 替 循 環 冷 却 系

に よ る 原 子 炉 注

水 操 作 及 び 格 納

容器除熱操作 

【1人】 

A 
－ － 

●代替循環冷却系による原子炉注水操作
解析上考慮しない 

代替循環冷却系のみで状態

維持が可能な場合は，常設

低圧代替注水系ポンプを用

いた低圧代替注水系（常設）

による注水を停止する 

●代替循環冷却系による格納容器冷却操作

原子炉満水操作 
【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水系
（常設）による原子炉注水の流量増加操作 

解析上考慮しない 

使用済燃料プール

の除熱操作 

【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプによる代替燃料プール注水
系（注水ライン）を使用した使用済燃料プールへの注
水操作 

解析上考慮しない 

スロッシングによる水位

低下がある場合は代替燃

料プール冷却系の起動ま

でに実施する

●緊急用海水系による海水通水の系統構成操作及び起動
操作 

 解析上考慮しない 

約25時間後までに実施す

る ●代替燃料プール冷却系の起動操作  

格 納 容 器 圧 力 逃

が し 装 置 等 に よ

る 格 納 容 器 除 熱

の準備操作 

【1人】 

A 
－ － 

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱の準備

操作（中央制御室でのフィルタ装置入口第一弁操作）

－ 
【2人】＋1人

C，D，E 
－ 

●フィルタ装置入口第一弁現場操作場所への移動

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱の準

備操作（現場でのフィルタ装置入口第一弁操作） 

解析上考慮しない 

格 納 容 器 圧 力 逃

が し 装 置 等 に よ

る 格 納 容 器 除 熱

操作（サプレッシ

ョ ン ・ チ ェ ン バ

側） 

【1人】 

A 
－ － 

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱操作
（中央制御室でのフィルタ装置入口第二弁操作）

－ － 
3人 

（参集） 

●フィルタ装置入口第二弁現場操作場所への移動

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱操作
（現場でのフィルタ装置入口第二弁操作） 

 解析上考慮しない 

可搬型代替注水中

型ポンプを用いた

低 圧 代 替 注 水 系

（可搬型）の起動

準備操作 

－ － 
8人 
a～h 

●可搬型代替注水中型ポンプの移動，ホース敷設等の操
作 

解析上考慮しない 

西 側 淡 水 貯 水 設

備 を 水 源 と し た

可 搬 型 代 替 注 水

中 型 ポ ン プ に よ

る 代 替 淡 水 貯 槽

への補給操作 

－ － 
【8人】 
a～h 

●可搬型代替注水中型ポンプの移動，ホース敷設等の操
作

代替淡水貯槽の枯渇まで

には十分な時間がある 

－ － 
【2人】 
a，b 

●可搬型代替注水中型ポンプの起動操作及び水源補給操
作

代替淡水貯槽の残量に応

じて適宜補給を実施する

タ ン ク ロ ー リ に

よ る 燃 料 給 油 操

作

－ － 
2人 

（参集） 

●可搬型設備用軽油タンクからタンクローリへの給油操
作

タンクローリ残量に応じ

て適宜軽油タンクから給

油

●可搬型代替注水中型ポンプへの給油操作

必要要員合計 
2人 

A，B 

3人 
C，D，E 

8人 a～h 
（参集要員5人） 

第 7.1.1－3 図 高圧・低圧注水機能喪失の作業と所要時間（2／2） 

約14時間 格納容器圧力0.279MPa［gage］到達 

約28時間 格納容器圧力0.31MPa［gage］到達 

約23時間 サプレッション・プール水位 通常水位＋5.0m到達 

事象発生 

約27分 原子炉注水開始 

格納容器スプレイ中，適宜状態監視 

格納容器ベント実施後，適宜状態監視

8 分 

適宜実施 

90 分 

170 分 

適宜実施

180 分 

20 分

15 分

適宜実施

原子炉水位を可能な限り高く維持 

注水開始後，適宜原子炉水位調整 

約27時間 サプレッション・プール水位 通常水位＋6.5m到達 

原子炉水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位高（レベル８）の間に維持 

格納容器スプレイ中，適宜状態監視 

遠隔操作に失敗した場合は，現場操作にて格納容器圧力逃がし装置等による格納容器 
除熱を行う 
操作は，現場への移動を含め， から開始可能である（操作完了は 後） 
具体的な操作方法は，遠隔人力操作機構により， 内 
から操作を行う 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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②
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②

 

①
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熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
（

Ｂ
）

 

残
留

熱
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Ａ
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熱
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Ａ
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Ｃ
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２
Ｃ
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熱
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Ｃ
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※
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ョ
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ョ
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※
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※
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Ｂ
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①
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Ａ
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Ｂ
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－

1
図

 
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

（
残

留
熱

除
去

系
が

故
障

し
た

場
合

）
時

の
重

大
事

故
等

対
策

の
概

略
系

統
図

（
3
／

4
）

 

（
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

及
び

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

格
納

容
器

冷
却

段
階

）
 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
1
 

※
2
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｇ
 

Ｇ
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 

 代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
評

価
上

考
慮

し
な

い
設

備
 

 

 ↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

高
所

東
側

 
接

続
口

 

高
所

西
側

 
接

続
口

 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(Ａ

)，
(Ｂ

) 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，
２

Ｄ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

外
部

電
源

 

※
4
 ※

5
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

※
3
 

格
納

容
器

 
圧

力
逃

が
し

装
置

 

※
4
 

※
5
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第

7
.
1
.
4
.
2
－

1
図

 
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

（
残

留
熱

除
去

系
が

故
障

し
た

場
合

）
時

の
重

大
事

故
等

対
策

の
概

略
系

統
図

（
4
／

4
）

 

（
低

圧
代

替
注

水
系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
及

び
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

等
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

段
階

）
 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
1
 

※
2
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｇ
 

Ｇ
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

 

 代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
評

価
上

考
慮

し
な

い
設

備
 

 

 ↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(Ａ

)，
(Ｂ

) 

高
所

東
側

 
接

続
口

 

高
所

西
側

 
接

続
口

 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，
２

Ｄ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

外
部

電
源

 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

※
3
 

格
納

容
器

 
圧

力
逃

が
し

装
置

 

※
4
 

※
5
 

※
4
 ※

5
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第
7
.
1
.
4
.
2
－

2
図

 
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

（
残

留
熱

除
去

系
が

故
障

し
た

場
合

）
の

対
応

手
順

の
概

要

給
水

流
量

の
全

喪
失

 

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル

３
）

 

到
達

 

原
子

炉
水

位
異

常
低

下
（

レ
ベ

ル
２

）
 

高
圧

注
水

機
能

作
動

値
に

到
達

 

（
約

2
0
秒

）
 

(
約

0
秒

）
 

※
１

 
重

大
事

故
等

発
生

を
通

信
連

絡
設

備
に

よ
り

確
認

し
た

現
場

作
業

員
は

退
避

を
実

施
す

る
。

 

※
２

 
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

は
，

中
央

制
御

室
に

て
平

均
出

力
領

域
計

装
等

に
よ

り
確

認
す

る
。

 

※
３

 
中

央
制

御
室

に
て

，
機

器
ラ

ン
プ

表
示

，
警

報
，

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
，

系
統

流
量

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
圧

力
等

に
て

確
認

す
る

。
 

※
４

 
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

及
び

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ
り

，
原

子
炉

水
位

を
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
か

ら
原

子
炉

水
位

高
（

レ
ベ

ル
８

）
の

間
に

維
持

す
る

。
原

子
炉

水
位

が
安

定
し

て
維

持
さ

れ

る
場

合
は

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

は
待

機
状

態
と

す
る

。
 

※
５

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
3
2
℃

以
上

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
，
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

を
実

施
す

る
が

，
操

作
に

失
敗

す
る

こ
と

で
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

を
判

断
す

る
。

 

※
６

 
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

の
確

認
後

，
あ

ら
か

じ
め

低
圧

で
注

水
可

能
な

系
統

の
準

備
操

作
を

実
施

す

る
。

な
お

，
本

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
で

は
，

低
圧

で
注

水
可

能
な

系
統

と
し

て
，

自
動

起
動

し
た

高
圧

炉

心
ス

プ
レ

イ
系

若
し

く
は

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
又

は
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水

系
）

Ｃ
系

の
手

動

起
動

に
期

待
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
が

，
原

子
炉

減
圧

時
の

水
位

回
復

性
能

を
確

認
す

る
観

点
で

，

注
水

流
量

の
小

さ
い

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

期
待

し

た
評

価
と

し
て

い
る

。
 

※
７

 
外

部
電

源
が

な
い

場
合

に
は

，
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

緊
急

用
母

線
の

受
電

操
作

を
実

施
す

る
。

 

※
８

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
が

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
熱

容
量

制
限

（
原

子
炉

が
高

圧
の

場
合

は
6
5
℃

）
に

到
達

又
は

超
過

し
た

場
合

は
，
低

圧
で

原
子

炉
注

水
可

能
な

系
統

又
は

低
圧

代
替

注

水
系

1
系

統
以

上
起

動
し

た
後

に
原

子
炉

減
圧

操
作

を
実

施
す

る
。

ま
た

，
実

際
の

操
作

で
は

，
原

子

炉
圧

力
が

低
下

し
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

が
開

始
さ

れ
た

後
に

原
子

炉
隔

離

時
冷

却
系

が
停

止
す

る
が

，
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

の
み

に
よ

る
原

子
炉

注
水

性
能

を
確

認
す

る

観
点

で
，

原
子

炉
減

圧
開

始
と

同
時

に
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

は
停

止
す

る
想

定
と

し
て

い
る

。
 

※
９

 
原

子
炉

減
圧

時
に

は
原

子
炉

水
位

計
凝

縮
槽

内
の

原
子

炉
冷

却
材

の
減

圧
沸

騰
に

よ
り

原
子

炉
水

位

の
指

示
値

の
信

頼
性

が
損

な
わ

れ
る

お
そ

れ
が

あ
る

た
め

，
原

子
炉

水
位

不
明

で
な

い
こ

と
を

確
認

す

る
。

 

原
子

炉
水

位
不

明
は

，
以

下
の

い
ず

れ
か

に
よ

り
判

断
す

る
。

 

・
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

と
原

子
炉

圧
力

の
関

係
が

原
子

炉
水

位
不

明
領

域
に

入
っ

た
場

合
 

・
原

子
炉

水
位

の
計

装
電

源
が

喪
失

し
た

場
合

 

・
原

子
炉

水
位

の
指

示
値

の
ば

ら
つ

き
が

大
き

く
燃

料
有

効
長

頂
部

以
上

で
あ

る
こ

と
が

判
断

で
き

な
い

場
合

 

※
１

０
 

原
子

炉
水

位
不

明
の

場
合

は
，

原
子

炉
圧

力
容

器
を

満
水

と
し

，
原

子
炉

圧
力

と
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
差

圧
を

確
認

す
る

こ
と

で
，

原
子

炉
水

位
が

燃
料

有
効

長
頂

部
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

※
１

１
 

炉
心

損
傷

は
，

以
下

に
よ

り
判

断
す

る
（

炉
心

損
傷

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
炉

心
損

傷
後

の
手

順
に

移
行

）
。

 

・
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
内

の
ガ

ン
マ

線
線

量
率

が
設

計
基

準
事

故

相
当

の
ガ

ン
マ

線
線

量
率

の
1
0
倍

以
上

と
な

っ
た

場
合

 

な
お

，
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
及

び
（

Ｓ
／

Ｃ
）

に
よ

る
炉

心
損

傷
発

生
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

に
よ

り
判

断
す

る
。

 

※
１

２
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
り

，
原

子
炉

水
位

を
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
か

ら
原

子
炉

水
位

高
（

レ
ベ

ル
８

）
の

間
に

維
持

す
る

。
 

※
１

３
 

解
析

上
考

慮
し

な
い

代
替

循
環

冷
却

系
は

，
実

際
に

は
以

下
の

運
用

と
し

て
い

る
。

 

・
事

象
初

期
に

お
け

る
原

子
炉

注
水

に
当

た
っ

て
は

，
海

水
系

に
よ

る
冷

却
水

供
給

を
必

要
と

し

な
い

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
を

優
先

し
，

海
水

系
に

よ
る

冷
却

水
供

給
が

確
保

さ
れ

た
後

に
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

に
切

り
替

え
る

。
 

・
格

納
容

器
圧

力
が

0
.
2
4
5
M
P
a
［

g
a
g
e
］

に
到

達
し

た
時

点
で

，
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
格

納

容
器

ス
プ

レ
イ

を
実

施
す

る
。

ま
た

，
代

替
循

環
冷

却
系

は
，

原
子

炉
注

水
及

び
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
の

併
用

が
可

能
な

設
計

と
し

て
い

る
。

 

※
１

４
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

は
，
解

析
上

は
1
3
0
m
３
／

h
一

定
流

量
で

，
格

納
容

器
圧

力
を

0
.
2
1
7
M
P
a［

g
a
g
e
］

か
ら

0
.
2
7
9
M
P
a［

g
a
g
e
］
の

範
囲

に
維

持
す

る
よ

う
間

欠
運

転
と

し
て

い
る

が
，
実

際
に

は
運

転
手

順
に

従
い

格
納

容
器

圧
力

を
0
.
2
1
7
M
P
a
［

g
a
g
e
］

か
ら

0
.
2
7
9
M
P
a
［

g
a
g
e
］

の
範

囲
に

維
持

す
る

よ
う

1
0
2
m
３
／

h
～

1
3
0
m
３
／

h
の

範
囲

で
ス

プ
レ

イ
流

量
を

調
整

す
る

。
 

※
１

５
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

の
停

止
は

，
以

下
に

よ
り

判
断

す
る

。
 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

が
通

常
水

位
＋

6
.
5
m
に

到
達

 

※
１

６
 

格
納

容
器

除
熱

操
作

前
に

，
原

子
炉

水
位

を
可

能
な

限
り

高
く

維
持

す
る

こ
と

で
，

格
納

容
器

へ
の

放
熱

を
抑

制
し

，
格

納
容

器
圧

力
の

上
昇

を
緩

和
す

る
（

解
析

上
考

慮
し

な
い

。
）
。

 

※
１

７
 

格
納

容
器

圧
力

0
.
3
1
M
P
a
［

g
a
g
e
］

到
達

（
格

納
容

器
最

高
使

用
圧

力
）

に
よ

り
，

炉
心

損
傷

が
な

い
こ

と
を

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
等

に
よ

り
確

認
し

，
格

納
容

器
ベ

ン
ト

を
開

始
す

る
。
 

※
１

８
 

残
留

熱
除

去
系

等
に

よ
る

除
熱

が
可

能
で

あ
る

こ
と

，
水

素
濃

度
制

御
が

可
能

で
あ

る
こ

と
等

を
確

認
し

た
後

に
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
を

停
止

す
る

。
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
の

停
止

後
は

，
格

納
容

器
及

び
フ

ィ
ル

タ
装

置
内

の
窒

素
置

換
を

実
施

す
る

。
 

※
１

９
 

機
能

喪
失

し
て

い
る

設
備

の
復

旧
手

段
と

し
て

，
格

納
容

器
除

熱
手

段
で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

及
び

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
の

復
旧

手
順

を
整

備
し

て
お

り
，
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

ポ
ン

プ
電

動
機

を

予
備

品
と

し
て

確
保

し
て

い
る

。
 

ま
た

，
可

搬
型

熱
交

換
器

，
可

搬
ポ

ン
プ

等
を

用
い

た
可

搬
型

の
格

納
容

器
除

熱
系

統
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

を
実

施
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
及

び
原

子
炉

隔

離
時

冷
却

系
の

自
動

起
動

の
確

認
※

３
 

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
，
タ

ー
ビ

ン
停

止
の

確
認

※
１

，
２
 

逃
が

し
安

全
弁
（

自
動

減
圧

機
能

）
7
個

に
よ

る
原

子
炉

急
速

減
圧

操
作

※
８

，
９

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

6
5
℃

到
達

 

（
約

2
時

間
）

 

（
約

1
3
時

間
）

 

残
留

熱
除

去
系

 

の
回

復
操

作
 

（
約

2
8
時

間
）

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
 

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

 

の
起

動
操

作
※

６
，

７
 

原
子

炉
水

位
不

明
で

 
な

い
こ

と
の

確
認

 

水
位

不
明

で
は

な
い

 
原

子
炉

 
満

水
操

作
※

１
０

 

水
位

不
明

 

(
解

析
上

の
時

刻
)
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉
止

 
逃

が
し

安
全

弁
（

安
全

弁
機

能
）

に
よ

る
 

原
子

炉
圧

力
制

御
の

確
認

 

原
子

炉
水

位
の

調
整

操
作

 
（
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
）

※
４
 

残
留

熱
除

去
系

機
能

喪
失

の
確

認
※

３
，

５
 

（
機

器
作

動
状

況
，
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

に
よ

る
確

認
）
 

原
子

炉
水

位
の

調
整

操
作

 
（
低
圧
代
替
注
水
系
（
常
設
））

※
１
２
 

【
有

効
性

評
価

の
対

象
と

し
て

い
な

い
が

他
に

取
り

得
る

手
段

】
 

Ⅰ
 技

術
基

準
上

の
全

て
の

要
求

事
項

を
満

た
す

こ
と

や
全

て
の

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
お

い
て

使

用
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
が

，
プ

ラ
ン

ト
状

況
に

よ
っ

て
は

，
事

故
対

応
に

有
効

な
設

備

と
な

る
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
も

実
施

可
能

で
あ

る
。

 
Ⅱ

 「
淡

水
タ

ン
ク

」
か

ら
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
又

は
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
に

よ
る

代
替

淡
水

貯
槽

へ
の

補
給

も
可

能
で

あ
る

。
ま

た
，「

海
水

」
か

ら
可

搬
型

代
替

注

水
中

型
ポ

ン
プ

又
は

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
代

替
淡

水
貯

槽
へ

の
補

給
も

可

能
で

あ
る

。
 

Ⅲ
 常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

を
優

先
す

る
が

，
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬

型
）
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

も
実

施
可

能
で

あ
る

。
 

技
術

基
準

上
の

全
て

の
要

求
事

項
を

満
た

す
こ

と
や

全
て

の
プ

ラ
ン

ト
状

況
に

お
い

て
使

用
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
が

，
プ

ラ
ン

ト
状

況
に

よ
っ

て
は

，
事

故
対

応
に

有
効

な
設

備

と
な

る
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬

型
）
，

消
火

系
及

び
補

給
水

系
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

も
実

施
可

能
で

あ
る

。
 

再
循

環
系

ポ
ン

プ
 

ト
リ

ッ
プ

の
確

認
 

（
約

2
7
時

間
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱
操

作
 

Ⅰ
 

炉
心

損
傷

な
し

の
 

継
続

確
認

※
１
１
 

炉
心

損
傷

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
，

炉
心

損
傷

後
の

対
応

手
順

に
移

行
す

る
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

開
始

※
１

４
 

格
納
容
器
圧
力
 

0.
27
9M
Pa
［
ga
ge
］
到
達
 

格
納
容
器
圧
力
0.
31
MP
a［

ga
ge
］
到
達
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
 

通
常
水
位
＋
6.
5m
到
達
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

停
止

※
１
５
 

・
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
 

・
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
 

・
補

給
水

系
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

原
子

炉
満

水
操

作
※

１
６
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

 

原
子

炉
注

水
操

作
及

び
格

納

容
器

除
熱

操
作

※
１

３
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
り

原
子

炉
水

位
を

維
持

し
，

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

操
作

を
継

続
す

る
こ

と
で

格
納

容
器

圧
力

等
の

低

下
傾

向
を

確
認

す
る

。
ま

た
，

機
能

喪
失

し
て

い
る

設
備

の
復

旧
を

試
み

，
代

替
循

環
冷

却
系

又
は

残
留

熱
除

去
系

に
よ

る
除

熱
が

可
能

で
あ

る
こ

と
，

水
素

濃
度

制

御
が

可
能

で
あ

る
こ

と
等

を
確

認
し

た
後

に
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
操

作
を

停
止

し
，

格
納

容
器

を
隔

離
状

態
と

す
る

。
残

留
熱

除
去

系

の
復

旧
後

は
，

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

）
に

よ
り

冷
温

停
止

状
態

と
す

る
。

※
１

９
 

以
下

の
優

先
順

位
で

格
納

容
器

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

 

優
先

②
 

「
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

」
「

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

側
ベ

ン
ト

」
 

優
先

③
 

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
「

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

側
ベ

ン
ト

」
 

優
先

④
 

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

系
」
「

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

側
ベ

ン
ト

」
 

「
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

」
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
側
ベ
ン
ト
）
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
 

停
止

条
件

不
成

立
※
１
８
 

N
o
 

格
納

容
器

ベ
ン

ト
停

止
 

Y
e
s
 

Y
e
s
 

N
o
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
に

よ
る

 

格
納

容
器

除
熱

操
作

※
１

７
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

常
設

）
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

2
台
に
よ
る
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ス
プ
レ
イ
可
能
 

Y
e
s
 

N
o
 代

替
の

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

準
備

 

代
替

の
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
に

よ
る

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

実
施

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

に
よ

る
原

子
炉

注
水

と
同

等
の

流
量

確
保

又
は

注
水

開
始

不
可

 

Ⅲ
 

Ⅲ
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

1
0
4
℃

到
達

確
認

後
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

ス
プ

レ
イ

実
施

 

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

 
原

子
炉

注
水

操
作

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
等

 
に

よ
る

原
子

炉
注

水
確

認
 

高
圧

代
替

注
水

系
に

よ
る

 
原

子
炉

注
水

は
 

解
析

上
考

慮
せ

ず
 

Y
e
s
 

N
o
 

高
圧

注
水

機
能

以
外

に
よ

る
原

子
炉

注
水

 

・
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
の

た
め

残
留

熱
除

去
系

起
動

 

回
復

は
解

析
上

 
考

慮
せ

ず
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

 
原

子
炉

注
水

開
始

 
西

側
淡

水
貯

水
設

備
か

ら
代

替
淡

水
貯

槽
へ

の
補

給
操

作
（

可
搬

型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
に

よ
る

 
代

替
淡

水
貯

槽
へ

の
補

給
）

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

に
よ

る
 

燃
料

給
油

操
作

 

淡
水

タ
ン

ク
か

ら
代

替
淡

水
貯

槽
へ

の
補

給
操

作
 

Ⅱ

（
1
0
分

）
 

（
2
0
分

）
 

凡
 

例
 

：
操

作
・

確
認

（
運

転
員

）
 

：
プ

ラ
ン

ト
状

態
 

：
判

断
 

 
 

 
 

：
操

作
及

び
判

断
 

：
解

析
上

考
慮

し
な

い
操

作
 

：
重

大
事

故
等

対
応

要
員
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崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系が故障した場合） 

経過時間（時間） 

備 考 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48

操作項目 

実施箇所・必要要員数 

【 】は他作業後 
移動してきた要員 操作の内容 

当直運転員 
（中央制御室）

当直運転員 
（現場） 

重大事故等対応要員
（現場） 

原子炉水位の調整操作

(原子炉隔離時冷却系及

び高圧炉心スプレイ系) 

【1人】 

A 
－ － 

●原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系による原子炉注水
の調整操作

常設低圧代替注水系ポ

ンプを用いた低圧代替

注水系（常設）の起動操

作

【1人】 
A 

－ － 
●常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水系（常設）に

よる原子炉注水の系統構成操作及び起動操作

サプレッション・プー

ル熱容量制限到達まで

に実施

逃がし安全弁（自動減圧

機能）による原子炉急速

減圧操作

【1人】 
B 

－ － ●逃がし安全弁（自動減圧機能）7個の手動開放操作

原子炉水位の調整操作

(低圧代替注水系（常

設）) 

【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水系（常設）に
よる原子炉注水の調整操作

 

常設低圧代替注水系ポ

ンプを用いた代替格納

容器スプレイ冷却系（常

設）による格納容器冷却

操作 

【1人】 
A 

－ － 
●常設低圧代替注水系ポンプを用いた代替格納容器スプレイ冷却

系（常設）による格納容器冷却操作

代替循環冷却系による

原子炉注水操作及び格

納容器除熱操作 

【1人】 
A 

－ － 

●代替循環冷却系による原子炉注水操作

解析上考慮しない 

代替循環冷却系のみで

状態維持が可能な場合

は，低圧代替注水系（常

設）による注水を停止す

る 
●代替循環冷却系による格納容器冷却操作

原子炉満水操作 
【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水系（常設）に
よる原子炉注水の流量増加操作 

解析上考慮しない 

使用済燃料プールの除

熱操作 

【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプによる代替燃料プール注水系（注水
ライン）を使用した使用済燃料プールへの注水操作

解析上考慮しない 

スロッシングによる水

位低下がある場合は代

替燃料プール冷却系の

起動までに実施する

●緊急用海水系による海水通水の系統構成操作及び起動操作  解析上考慮しない 

約25時間後までに実施

する ●代替燃料プール冷却系の起動操作  

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除

熱の準備操作 

【1人】 
A 

－ － 
●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱の準備操作

（中央制御室でのフィルタ装置入口第一弁操作）

－ 
【2人】+1人 

C，D，E 
－ 

●フィルタ装置入口第一弁現場操作場所への移動

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱の準備操作

（現場でのフィルタ装置入口第一弁操作） 

解析上考慮しない 

格納容器圧力逃がし装

置等による格納容器除

熱操作（サプレッショ

ン・チェンバ側）

【1人】 
A 

－ － 
●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱操作（中央制御

室でのフィルタ装置入口第二弁操作）

－ － 
3人 

(参集) 

●フィルタ装置入口第二弁現場操作場所への移動

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱操作（現場での
フィルタ装置入口第二弁操作）

解析上考慮しない 

西側淡水貯水設備を水

源とした可搬型代替注

水中型ポンプによる代

替淡水貯槽への補給操

作 

－ － 
8人 
a～h 

●可搬型代替注水中型ポンプの移動，ホース敷設等の操作
代替淡水貯槽の枯渇まで

には十分な時間がある

－ － 
【2人】 
a，b 

●可搬型代替注水中型ポンプの起動操作及び水源補給操作

代替淡水貯槽の残量に

応じて適宜補給を実施

する 

タンクローリによる燃

料給油操作
－ － 

2人 
（参集） 

●可搬型設備用軽油タンクからタンクローリへの給油操作 タンクローリ残量に応

じて適宜軽油タンクか

ら給油●可搬型代替注水中型ポンプへの給油操作

必要要員合計 
2人 

A，B 
3人 

C，D，E 
8人 a～h 

（参集要員5人） 

第 7.1.4.2－3 図 崩壊熱除去機能喪失（残留熱除去系が故障した場合）の作業と所要時間（2／2） 

約13時間 格納容器圧力0.279MPa［gage］到達 

約28時間 格納容器圧力0.31MPa［gage］到達 

約27時間 サプレッション・プール水位 通常水位＋6.5m到達 

約23時間 サプレッション・プール水位 通常水位＋5.0m到達 

事象発生

約2時間 サプレッション・プール水温度65℃到達

1 分 

3 分 

格納容器スプレイ中，適宜状態監視

格納容器スプレイ中，適宜状態監視

注水開始後，適宜原子炉水位調整

原子炉水位を可能な限り高く維持

適宜実施

格納容器ベント実施後，適宜状態監視

180 分 

適宜実施

適宜実施

90 分 

20 分

15 分

8 分 

原子炉水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位高（レベル８）の間に維持

遠隔操作に失敗した場合は，現場操作にて格納容器圧力逃がし装置等による
格納容器除熱を行う 
操作は，現場への移動を含め， から開始可能である（操作完了

後） 
具体的な操作方法は，遠隔人力操作機構により，

内から操作を行う 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。
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→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
2
 

※
3
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
及

び
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

 
外

部
電

源
 

※
5
 ※

6
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

※
4
 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
5
 

※
6
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図

 
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
時

注
水

機
能

喪
失

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
統

図
（

1
／

3
）

 

（
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

段
階

）
 

 
 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 

※
1
 

※
2
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｇ
 

Ｇ
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ

ル
発
電

機
 

 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

西
側
淡

水
貯

水
設

備
 

可
搬

型
代

替
注

水
中
型

ポ
ン

プ
 

 代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

残
留
熱

除
去

系
 

海
水
系

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

 ↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

→
再

循
環

系
ポ

ン
プ

 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
評

価
上

考
慮

し
な

い
設

備
 

：
破

断
箇

所
 

 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

外
部

電
源

 

※
4
 

※
5
 

耐
圧
強

化
 

ベ
ン
ト

系
 

※
3
 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
4
 

※
5
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図

 
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
時

注
水

機
能

喪
失

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
統

図
（

2
／

3
）

 

（
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

及
び

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

格
納

容
器

冷
却

段
階

）
 

 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
1
 

※
2
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｇ
 

Ｇ
 

 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

西
側
淡

水
貯

水
設

備
 

可
搬

型
代

替
注

水
中
型

ポ
ン

プ
 

 代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

残
留
熱

除
去

系
 

海
水
系

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

 ↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

→
再

循
環

系
ポ

ン
プ

 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
評

価
上

考
慮

し
な

い
設

備
 

：
破

断
箇

所
 

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ

ル
発
電

機
 

外
部

電
源

 

※
4
 

※
5
 

耐
圧
強

化
 

ベ
ン
ト

系
 

※
3
 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
4
 

※
5
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図

 
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
時

注
水

機
能

喪
失

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
統

図
（

3
／

3
）

 

（
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

及
び

 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
等

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
段

階
）

 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
1
 

※
2
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｇ
 

Ｇ
 

 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

西
側
淡

水
貯

水
設

備
 

可
搬

型
代

替
注

水
中
型

ポ
ン

プ
 

 代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

残
留
熱

除
去

系
 

海
水
系

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

 ↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

→
再

循
環

系
ポ

ン
プ

 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
評

価
上

考
慮

し
な

い
設

備
 

：
破

断
箇

所
 

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ

ル
発

電
機

 

外
部

電
源

 

耐
圧
強

化
 

ベ
ン
ト

系
 

※
3
 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
4
 

※
5
 

※
4
 

※
5
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図

 
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
時

注
水

機
能

喪
失

（
中

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

）
の

対
応

手
順

の
概

要
 

低
圧

注
水

機
能

喪
失

の
確

認
※

３
（

機
器

 

作
動

状
況

，
ポ

ン
プ

吐
出

圧
力

に
よ

る
確

認
）
 

原
子

炉
水

位
異

常
低

下
（

レ
ベ

ル
２

）
 

高
圧

注
水

機
能

作
動

値
に

到
達

 

中
小

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

発
生

 

外
部

電
源

喪
失
発

生
 

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル

３
）

 

到
達

 

(
解

析
上

の
時

刻
)

(
0
秒

)

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

開
始

※
１

４
 

格
納
容
器
圧
力
 

0.
27
9M
Pa
［
ga
ge
］
到
達
 

格
納
容
器
圧
力
0.
31
MP
a［

ga
ge
］
到
達
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
 

通
常
水
位
＋
6.
5m
到
達
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

停
止

※
１
５
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

 

の
起

動
操

作
※

４
，

５
 

高
圧

代
替

注
水

系
の

起
動

操
作

 

高
圧

／
低

圧
注

水
機

能

の
回

復
操

作
 

Ⅰ
 

凡
 

例
 

：
操

作
・

確
認

（
当

直
運

転
員

）
 

：
プ

ラ
ン

ト
状

態
（

解
析

）
 

：
判

断
 

：
解

析
上

考
慮

し
な

い
操

作
 

：
重

大
事

故
等

対
応

要
員

（
現

場
）

の
作

業
 

：
運

転
員

と
重

大
事

故
等

対
応

要
員

（
現

場
）

 

の
共

同
作

業
 

原
子

炉
水

位
不

明
 

で
な

い
こ

と
の

確
認

 

水
位

不
明

 

水
位

不
明

で
は

な
い

 

原
子

炉
満

水
操

作
※

１
１
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

か
ら

代
替

淡
水

貯
槽

へ
の

補
給
（

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
 

代
替

淡
水

貯
槽

へ
の

補
給

）
 常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系

（
常

設
）

以
外

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

 

・
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

 

・
制

御
棒

駆
動

水
圧

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
操

作
 

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

 

・
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

操
作

 

・
補

給
水

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
操

作
 

・
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
又

は
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原

子
炉

注
水

操
作

 

・
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

格
納

容

器
ス

プ
レ

イ
 

・
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
 

・
補

給
水

系
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

原
子

炉
満

水
操

作
※

１
６
 

原
子
炉
水
位
が
燃
料
有
効
長
頂
部
以
上
に
 

回
復
 

原
子

炉
水

位
の

調
整

操
作

 

（
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）
）

※
１

２
 

炉
心

損
傷

な
し

の
継

続
確

認
※

９
，

１
０
 

炉
心

損
傷

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
，
炉

心
損

傷
後

の
対

応
手

順
に

移
行

す
る

 

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
，

タ
ー

ビ
ン

停
止

 

の
確

認
※

１
，

２
 

主
蒸

気
隔

離
弁

閉
止

 

逃
が

し
安

全
弁
（

安
全

弁
機

能
）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
制

御
の

確
認

 

高
圧

注
水

機
能

喪
失

の
確

認
※

３
（

機
器

 

作
動

状
況

，
系

統
流

量
に

よ
る

確
認

）
 

再
循

環
系

ポ
ン

プ
 

ト
リ

ッ
プ

の
確

認
 

【
有

効
性

評
価

の
対

象
と

し
て

い
な

い
が

他
に

取
り

得
る

手
段

】
 

Ⅰ
 技

術
基

準
上

の
全

て
の

要
求

事
項

を
満

た
す

こ
と

や
全

て
の

プ
ラ

ン
ト

状
況

に
お

い
て

使
用

す
る

こ
と

は

困
難

で
あ

る
が

，
プ

ラ
ン

ト
状

況
に

よ
っ

て
は

，
事

故
対

応
に

有
効

な
設

備
と

な
る

代
替

循
環

冷
却

系
，

制

御
棒

駆
動

水
圧

系
，

ほ
う

酸
水

注
入

系
，

消
火

系
，

補
給

水
系

，
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

及
び

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

も
実

施
可

能
で

あ
る

。
 

Ⅱ
 「

淡
水

タ
ン

ク
」

か
ら

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

又
は

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
代

替

淡
水

貯
槽

へ
の

補
給

も
可

能
で

あ
る

。
ま

た
，
「

海
水

」
か

ら
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
又

は
可

搬
型

代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

に
よ

る
代

替
淡

水
貯

槽
へ

の
補

給
も

可
能

で
あ

る
。

 

Ⅲ
 常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
常

設
）

に
よ

る
格

納
容

器

ス
プ

レ
イ

を
優

先
す

る
が

，
可

搬
型

代
替

注
水

中
型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系
（

可

搬
型

）
に

よ
る

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

も
実

施
可

能
で

あ
る

。
 

技
術

基
準

上
の

全
て

の
要

求
事

項
を

満
た

す
こ

と
や

全
て

の
プ

ラ
ン

ト
状

況
に

お
い

て
使

用
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
が

，
プ

ラ
ン

ト
状

況
に

よ
っ

て
は

，
事

故
対

応
に

有
効

な
設

備
と

な
る

可
搬

型
代

替
注

水
大

型

ポ
ン

プ
を

用
い

た
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
，
消

火
系

及
び

補
給

水
系

に
よ

る
格

納
容

器

ス
プ

レ
イ

も
実

施
可

能
で

あ
る

。
 

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

7
個

に
よ

る
原

子
炉

急
速

減
圧

※
６

，
７
 

原
子
炉
水
位
が
燃
料
有
効
長
頂
部
に
 

到
達

※
８
，
９
 

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

 

原
子

炉
注

水
操

作
及

び
格

納

容
器

除
熱

操
作

※
１

３
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
 

除
熱

操
作

 

可
搬

型
代

替
注

水
中

型
ポ

ン
プ

を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

 

（
可

搬
型

）
の

起
動

準
備

操
作
 

※
１

 
重

大
事

故
等

発
生

を
通

信
連

絡
設

備
に

よ
り

確
認

し
た

現
場

作
業

員
は

退
避

を
実

施
す

る
。

 

※
２

 
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

は
，

中
央

制
御

室
に

て
平

均
出

力
領

域
計

装
等

に
よ

り
確

認
す

る
。

 

 
 

 
ま

た
，

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

発
生

は
，

格
納

容
器

圧
力

が
1
3
.
7
k
P
a
［

g
a
g
e
］

以
上

で
あ

る
こ

と
に

よ
り

確
認

す

る
。

 

※
３

 
中

央
制

御
室

に
て

，
機

器
ラ

ン
プ

表
示

，
警

報
，

ポ
ン

プ
吐

出
圧

力
，

系
統

流
量

，
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
，

原
子

炉
圧

力
等

に
て

確
認

す
る

。
 

※
４

 
常

設
低

圧
代

替
注

水
系

ポ
ン

プ
を

用
い

た
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

の
起

動
操

作
は

，
以

下
に

よ
り

判
断

す
る

。
 

・
高

圧
・

低
圧

注
水

機
能

喪
失

 

※
５

 
原

子
炉

注
水

に
必

要
な

弁
が

動
作

可
能

で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
 

 
 

 
ま

た
，

外
部

電
源

が
な

い
場

合
に

は
，

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
緊

急
用

母
線

受
電

操
作

を
実

施
す

る
。

 

※
６

 
逃

が
し

安
全

弁
（

自
動

減
圧

機
能

）
の

手
動

に
よ

る
原

子
炉

減
圧

操
作

は
，

以
下

に
よ

り
判

断
す

る
。

 

・
低

圧
で

原
子

炉
注

水
可

能
な

系
統

又
は

低
圧

代
替

注
水

系
1
系

統
以

上
起

動
で

き
た

場
合

 

※
７

 
原

子
炉

減
圧

時
に

は
原

子
炉

水
位

計
凝

縮
槽

内
の

原
子

炉
冷

却
材

の
減

圧
沸

騰
に

よ
り

原
子

炉
水

位
の

指
示

値
の

信
頼

性
が

損
な

わ
れ

る
お

そ
れ

が
あ

る
た

め
，
原

子
炉

水
位

不
明

で
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。

原
子

炉
水

位
不

明
は

，
以

下
の

い
ず

れ
か

に
よ

り
判

断
す

る
。

 

・
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
雰

囲
気

温
度

と
原

子
炉

圧
力

の
関

係
が

原
子

炉
水

位
不

明
領

域
に

入
っ

た
場

合
 

・
原

子
炉

水
位

の
計

装
電

源
が

喪
失

し
た

場
合

 

・
原

子
炉

水
位

の
指

示
値

の
ば

ら
つ

き
が

大
き

く
燃

料
有

効
長

頂
部

以
上

で
あ

る
こ

と
が

判
断

で
き

な
い

場
合

 

※
８

 
原

子
炉

水
位

が
燃

料
有

効
長

頂
部

以
下

と
な

っ
た

場
合

は
，

格
納

容
器

雰
囲

気
監

視
系

等
に

よ
り

格
納

容
器

内
の

水
素

・
酸

素
濃

度
を

確
認

す
る

。
 

※
９

 
破

断
面

積
が

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
で

の
設

定
よ

り
大

き
い

場
合

は
，

原
子

炉
水

位
の

低
下

が
早

く
な

る
こ

と
で

，
燃

料
有

効
長

頂
部

到
達

及
び

炉
心

損
傷

な
し

の
継

続
確

認
実

施
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

早
く

な

る
。

 

※
１

０
 

炉
心

損
傷

は
，

以
下

に
よ

り
判

断
す

る
（

炉
心

損
傷

が
確

認
さ

れ
た

場
合

は
炉

心
損

傷
後

の
手

順
に

 

移
行

）
。

 

・
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
内

の
ガ

ン
マ

線
線

量
率

が
設

計
基

準
事

故
相

当
の

ガ
ン

マ
線

線
量

率
の

1
0
倍

以
上

と
な

っ
た

場
合

 

な
お

，
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
Ｄ

／
Ｗ

）
及

び
（

Ｓ
／

Ｃ
）

に
よ

る
炉

心
損

傷
発

生
の

判
断

が
で

き
な

い
場

合
は

，
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

に
よ

り
判

断
す

る
。

 

※
１

１
 

原
子

炉
水

位
不

明
の

場
合

は
，
原

子
炉

圧
力

容
器

を
満

水
と

し
，
原

子
炉

圧
力

と
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

の
差

圧
を

確
認

す
る

こ
と

で
，

原
子

炉
水

位
が

燃
料

有
効

長
頂

部
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

※
１

２
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
り

，
原

子
炉

水
位

を
原

子
炉

水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）
か

ら
原

子
炉

水
位

高
（

レ
ベ

ル
８

）
の

間
に

維
持

す
る

。
 

※
１

３
 

解
析

上
考

慮
し

な
い

代
替

循
環

冷
却

系
は

，
実

際
に

は
以

下
の

運
用

と
し

て
い

る
。

 

・
事

象
初

期
に

お
け

る
原

子
炉

注
水

に
当

た
っ

て
は

，
海

水
系

に
よ

る
冷

却
水

供
給

を
必

要
と

し
な

い
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

を
優

先
し

，
海

水
系

に
よ

る
冷

却
水

供
給

が
確

保
さ

れ
た

後
に

代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

に
切

り
替

え
る

。
 

・
格

納
容

器
圧

力
が

0
.
2
4
5
M
P
a
［

g
a
g
e
］

に
到

達
し

た
時

点
で

，
代

替
循

環
冷

却
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
を

実
施

す
る

。
ま

た
，

代
替

循
環

冷
却

系
は

，
原

子
炉

注
水

及
び

格
納

容
器

ス
プ

レ

イ
の

併
用

が
可

能
な

設
計

と
し

て
い

る
。

 

※
１

４
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

は
，
解

析
上

は
1
3
0
m
３
／

h
一

定
流

量
で

，
格

納
容

器
圧

力
を

0
.
2
1
7
M
P
a［

g
a
g
e
］

か
ら

0
.
2
7
9
M
P
a
［

g
a
g
e
］

の
範

囲
に

維
持

す
る

よ
う

間
欠

運
転

と
し

て
い

る
が

，
実

際
に

は
運

転
手

順
に

従
い

格
納

容
器

圧
力

を
0
.
2
1
7
M
P
a［

g
a
g
e
］
か

ら
0
.
2
7
9
M
P
a［

g
a
g
e
］
の

範
囲

に
維

持
す

る
よ

う
1
0
2
m
３
／

h
～

1
3
0
m
３
／

h
の

範
囲

で
ス

プ
レ

イ
流

量
を

調
整

す
る

。
 

※
１

５
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

を
用

い
た

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
に

よ
る

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ス
プ

レ
イ

の
停

止
は

，
以

下
に

よ
り

判
断

す
る

。
 

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

が
通

常
水

位
＋

6
.
5
m
に

到
達

 

※
１

６
 

格
納

容
器

除
熱

操
作

前
に

，
原

子
炉

水
位

を
可

能
な

限
り

高
く

維
持

す
る

こ
と

で
，

格
納

容
器

へ
の

放
熱

を
抑

制
し

，
格

納
容

器
圧

力
の

上
昇

を
緩

和
す

る
（

解
析

上
考

慮
し

な
い

。
）
。

 

※
１

７
 

格
納

容
器

圧
力

0
.
3
1
M
P
a
［

g
a
g
e
］

到
達

（
格

納
容

器
最

高
使

用
圧

力
）

に
よ

り
，

炉
心

損
傷

が
な

い
こ

と
を

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
等

に
よ

り
確

認
し

，
格

納
容

器
ベ

ン
ト

を
開

始
す

る
。

 

※
１

８
 

残
留

熱
除

去
系

等
に

よ
る

除
熱

が
可

能
で

あ
る

こ
と

，
水

素
濃

度
制

御
が

可
能

で
あ

る
こ

と
等

を
確

認
し

た
後

に
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
を

停
止

す
る

。
格

納
容

器
圧

力
逃

が
し

装
置

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
の

停
止

後
は

，
格

納
容

器
及

び
フ

ィ
ル

タ
装

置
内

の
窒

素
置

換
を

実
施

す
る

。
 

※
１

９
 

機
能

喪
失

し
て

い
る

設
備

の
復

旧
手

段
と

し
て

，
格

納
容

器
除

熱
手

段
で

あ
る

残
留

熱
除

去
系

及
び

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
の

復
旧

手
順

を
整

備
し

て
お

り
，

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
ポ

ン
プ

電
動

機
を

予
備

品
と

し
て

確
保

し
て

い
る

。
 

ま
た

，
可

搬
型

熱
交

換
器

，
可

搬
ポ

ン
プ

等
を

用
い

た
可

搬
型

の
格

納
容

器
除

熱
系

統
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

を
実

施
す

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

 

 

 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
等

自
動

起
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第 7.1.6－3 図 ＬＯＣＡ時注水機能喪失の作業と所要時間（2／2）

ＬＯＣＡ時注水機能喪失 

経過時間（時間） 

備 考 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48

操作項目 

実施箇所・必要要員数 

【 】は他作業後 

移動してきた要員 操作の内容 

運転員 

（中央制御室） 

運転員 
（現場） 

重大事故等対応要員
（現場） 

原子炉水位の調整

操作(低圧代替注

水系（常設）) 

【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水系
（常設）による原子炉注水の調整操作

           

常設低圧代替注水

系ポンプを用いた

代替格納容器スプ

レイ冷却系（常設）

による格納容器冷

却操作

【1人】 
A 

－ － 
●常設低圧代替注水系ポンプを用いた代替格納容器ス

プレイ冷却系（常設）による格納容器冷却操作
    

代 替 循 環 冷 却 系

に よ る 原 子 炉 注

水 操 作 及 び 格 納

容器除熱操作 

【1人】 
A 

－ － 

●代替循環冷却系による原子炉注水操作
解析上考慮しない 

代替循環冷却系のみで状

態維持が可能な場合は，

低圧代替注水系（常設）

による注水を停止する 
●代替循環冷却系による格納容器冷却操作

原子炉満水操作 
【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水系
（常設）による原子炉注水の流量増加操作 

    解析上考慮しない 

使用済燃料プール

の除熱操作 

【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプによる代替燃料プール注
水系（注水ライン）を使用した使用済燃料プールへ
の注水操作 

 

解析上考慮しない 

スロッシングによる水位

低下がある場合は代替燃

料プール冷却系の起動ま

でに実施する

●緊急用海水系による海水通水の系統構成操作及び起
動操作 

 
解析上考慮しない 

約25時間後までに実施す

る 
●代替燃料プール冷却系の起動操作

格 納 容 器 圧 力 逃

が し 装 置 等 に よ

る 格 納 容 器 除 熱

の準備操作 

【1 人】 

A 
－ － 

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱の

準備操作（中央制御室でのフィルタ装置入口第一弁

操作）
  

－ 
【2人】＋1人

C，D，E 
－ 

●フィルタ装置入口第一弁現場操作場所への移動

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱の

準備操作（現場でのフィルタ装置入口第一弁操作）
解析上考慮しない 

格 納 容 器 圧 力 逃

が し 装 置 等 に よ

る 格 納 容 器 除 熱

操作（サプレッシ

ョ ン ・ チ ェ ン バ

側） 

【1 人】 

A 
－ － 

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱操作
（中央制御室でのフィルタ装置入口第二弁操作）

              

－ － 
3人 

(参集) 

●フィルタ装置入口第二弁現場操作場所への移動

●格納容器圧力逃がし装置等による格納容器除熱操作
（現場でのフィルタ装置入口第二弁操作） 

       解析上考慮しない 

可搬型代替注水中

型ポンプを用いた

低 圧 代 替 注 水 系

（可搬型）の起動

準備操作 

－ － 
8人 
a～h 

●可搬型代替注水中型ポンプの移動，ホース敷設等の操
作 

 解析上考慮しない 

西 側 淡 水 貯 水 設

備 を 水 源 と し た

可 搬 型 代 替 注 水

中 型 ポ ン プ に よ

る 代 替 淡 水 貯 槽

への補給操作 

－ － 
【8人】 
a～h 

●可搬型代替注水中型ポンプの移動，ホース敷設等の操
作

 
代替淡水貯槽の枯渇まで

には十分な時間がある 

－ － 
【2人】 
a，b 

●可搬型代替注水中型ポンプの起動操作及び水源補給
操作

  
代替淡水貯槽の残量に応

じて適宜補給を実施する

タ ン ク ロ ー リ に

よ る 燃 料 給 油 操

作

－ － 
2人 

（参集） 

●可搬型設備用軽油タンクからタンクローリへの給油
操作

 

タンクローリ残量に応じ

て適宜軽油タンクから給

油

●可搬型代替注水中型ポンプへの給油操作

必要要員合計 
2人 

A，B 

3人 
C，D，E 

8人 a～h 
（参集要員5人） 

格納容器ベント実施後，適宜状態監視

約16時間 格納容器圧力0.279MPa［gage］到達 

約27時間 サプレッション・プール水位 通常水位＋6.5m到達 

約28時間 格納容器圧力0.31MPa［gage］到達 

25分 原子炉減圧開始 

約23時間 サプレッション・プール水位 通常水位＋5.0m到達 

170 分 

格納容器スプレイ中適宜状態監視 

原子炉水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位高（レベル８）の間に維持する 

適宜実施

20 分

15 分

原子炉水位を可能な限り高く維持 

8 分 

遠隔操作に失敗した場合は，現場操作にて格納容器圧力逃がし装置等による格納容器 
除熱を行う 
操作は，現場への移動を含め， から開始可能である（操作完了 後） 
具体的な操作方法は，遠隔人力操作機構により， 内 
から操作を行う 

適宜実施 

適宜実施

180 分 

90 分 

約27分 低圧代替注水系（常設）原子炉注水開始 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
漏

え
い

想
定

箇
所

 

←
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

漏
え

い
想

定
 

箇
所

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，
２

Ｄ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

外
部

電
源

 

①
：

残
留

熱
除

去
系

Ｂ
系

の
熱

交
換

器
か

ら
の

漏
え

い
を

想
定

す
る

こ
と

か
ら

，
保

守
的

に
同

じ
原

子
炉

建

屋
西

側
区

画
に

設
置

さ
れ

て
い

る
残

留
熱

除
去

系
Ｃ

系
及

び
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の
機

能
喪

失
を

想
定

す
る

。
 

①
 

①
 

※
4
 ※

5
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

※
3
 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
4
 

※
5
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図

 
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
（

Ｉ
Ｓ

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

）
時

の
重

大
事

故
等

対
策

の
概

略
系

統
図

（
3
／

3
）

 

（
隔

離
成

功
後

の
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

及
び

残
留

熱
除

去
系

に
よ

る
 

格
納

容
器

除
熱

段
階

）
 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
1
 

※
2
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｇ
 

Ｇ
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
漏

え
い

想
定

箇
所

 

→
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

漏
え

い
想

定
 

箇
所

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，
２

Ｄ
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

外
部

電
源

 

①
：

残
留

熱
除

去
系

Ｂ
系

の
熱

交
換

器
か

ら
の

漏
え

い
を

想
定

す
る

こ
と

か
ら

，
保

守
的

に
同

じ
原

子
炉

建

屋
西

側
区

画
に

設
置

さ
れ

て
い

る
残

留
熱

除
去

系
Ｃ

系
及

び
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

の
機

能
喪

失
を

想
定

す
る

。
 

①
 

①
 

※
4
 ※

5
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

※
3
 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
4
 

※
5
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図

 
敷

地
に

遡
上

す
る

津
波

へ
の

防
護

対
策

概
要

 

タ
ー

ビ
ン

へ

逃
が

し
安

全
弁

 

原 子 炉 圧 力 容 器

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 
常

設
低

圧
代

替
 

注
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

←
 

←
 

←
→

 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン

・
プ

ー
ル

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

※
1

※
2

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
※

2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

 

電
源

装
置

 

Ｇ
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
3

格
納

容
器

 

圧
力

 

逃
が

し
 

装
置

 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

 

ピ
ッ

ト
【

a
】

 

※
5

常
設

代
替

 

高
圧

電
源

 

装
置

置
場

 

【
c
】

 

原
子

炉
 

建
屋

西
側

 

接
続

口

【
b
】

 

→
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
等

 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
【

a
】

 
（

凡
例

）
 

防
護

対
象

範
囲

 

a
：

建
屋

・
壁

に
よ

り
津

波
に

よ
る

影
響

か
ら

防
護

 

b
：

津
波

に
よ

る
影

響
に

対
し

て
機

能
維

持
で

き
る

よ
う

設
計

 

c
：

津
波

に
よ

る
影

響
の

な
い

高
所

に
設

置
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

格
納

槽
【

a
】

 

Ｇ
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

 

発
電

機
等

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

可
搬

型
代

替
注

水
 

中
型

ポ
ン

プ
 

可
搬

型
設

備
保

管
場

所
【

c
】

 

可
搬

型
設

備
用

 

軽
油

タ
ン

ク
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

 

※
5

高
所

東
側

 

接
続

口
 

↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1

※
2

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

【
b
】

 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

Ａ
系

及
び

 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

Ｂ
系

 緊
急

用
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

外
部

電
源

 

※
4

※
3

※
4

は
，

営
業

秘
密

又
は

防
護

上
の

観
点

か
ら

公
開

で
き

ま
せ

ん
。
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図

 
津

波
浸

水
に

よ
る

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

喪
失

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
統

図
（

1
／

3
）

 

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

段
階

）
 

 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
安

全
弁

機
能

）
 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

※
4
 

※
1
 

※
2
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

→
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

 

発
電

機
用

海
水

ポ
ン

プ
等

 

②
a
②

b
③

 

②
a
③

 

②
a
 

①
②

b
 

②
a
 

②
a
②

b
③

 

②
a
②

b
③

 

②
a
②

b
③

 

①
：

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
海

水
系

等

の
機

能
喪

失
に

伴
い

，
従

属
的

に
使

用

不
能

 

②
a
：

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

は
事

象
発

生
2
4
時

間
考

慮
し

な
い

た
め

，
従

属

的
に

使
用

不
能

 

②
b
：

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
等

の
使

用
不

能
に

伴
い

，
従

属
的

に
使

用
不

能
 

③
：

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
の

機
能

喪
失

及

び
緊

急
用

海
水

系
の

使
用

不
能

に
伴

い
，

従
属

的
に

使
用

不
能

 

可
搬

型
設

備
用

 

軽
油

タ
ン

ク
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

（
事

象
発

生
2
4
時

間
 

は
考

慮
せ

ず
）

 

Ｇ
 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

 

※
4
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 

可
搬

型
代

替
注

水
 

中
型

ポ
ン

プ
 

Ｇ
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

 

発
電

機
等

 

①
 

↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

②
a
③

 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 

※
1
 

※
2
 

②
a
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

緊
急

用
1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

Ａ
系

及
び

 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

Ｂ
系

 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
従

属
的

に
使

用
不

能
と

な
る

設
備

 

：
評

価
上

考
慮

し
な

い
設

備
 

 

※
5
 ※

6
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

※
3
 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
5
 

※
6
 

外
部

電
源
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図

 
津

波
浸

水
に

よ
る

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

喪
失

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
統

図
（

2
／

3
）

 

（
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
及

び
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

格
納

容
器

冷
却

段
階

）
 

 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

※
4
 

※
1
 

※
2
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，
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第 7.2.1.3－3 図 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の作業と所要時間（代替循環冷却系を使用できない場合）（2／2） 

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）（代替循環冷却系を使用できない場合） 

経過時間（時間） 

備考 4 8 12 16 20 24 28 42 46 50

操作項目 

実施箇所・必要要員数 

【 】は他作業後 
移動してきた要員 

操作の内容   

当直運転員 

(中央制御室) 

当直運転員 

（現場） 

重大事故等対応要員

（現場） 

原子炉水位の調整操作(低圧代

替注水系（常設）) 
【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水系（常設）
による原子炉注水の調整操作

  

解析上では，事象発生12時間までは6

時間間隔で注水量を変更し，12時間

以降においては12時間以上の間隔で

流量調整を実施する 

常設低圧代替注水系ポンプを用

いた代替格納容器スプレイ冷却

系（常設）による格納容器冷却

操作 

【1人】 
A 

－ － 
●常設低圧代替注水系ポンプを用いた代替格納容器スプレイ冷
却系（常設）による格納容器冷却操作

    

解析上では，約6分以上の間隔で格納

容器圧力が変動するが，実運用上で

はスプレイ流量を調整することで可

能な限り連続スプレイする手順と

し，並行した操作を極力減らすこと

とする 

格納容器圧力逃がし装置による

格納容器除熱の準備操作 

【1人】 
A 

－ － 
●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱の準備操作（中
央制御室でのフィルタ装置入口第一弁操作）

－ 
【2人】＋1人 

C，D，E 
－ 

●フィルタ装置入口第一弁現場操作場所への移動
●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱の準備操作（現
場でのフィルタ装置入口第一弁操作） 

解析上考慮しない 

1人 
副発電長 

【3人】 
C，D，E 

－ ●緊急時対策所への退避
フィルタ装置入口第一弁操作完了

後，緊急時対策所に退避する

－ － 
3人 

（参集） 
●フィルタ装置入口第二弁現場操作場所への移動

中央制御室待避室の準備操作 
【1人】 

B 
－ － 

●中央制御室待避室内の正圧化準備操作

●可搬型照明（ＳＡ）の設置

●データ表示装置（待避室）の起動操作

●衛星電話設備（可搬型）（待避室）の設置

格納容器圧力逃がし装置による

格納容器除熱操作（サプレッシ

ョン・チェンバ側） 

【1人】 
A 

－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた代替格納容器スプレイ冷
却系（常設）による格納容器冷却の停止操作

●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱操作（中央制御
室でのフィルタ装置入口第二弁操作）

●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱操作実施後の状
態監視

  

－ － 
【3人】 
（参集） 

● の正圧化操作 

サプレッション・プール水位指示値

が通常水位＋6.4m到達時に待避室の

加圧操作を行う

●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱操作（現場での
フィルタ装置入口第二弁操作）

● への退避 

●緊急時対策所への帰還

【1人】 
B 

－ － ●中央制御室待避室内の正圧化操作 サプレッション・プール水位指示値

が通常水位＋6.4m到達時に待避室の

加圧操作を行う
1人＋【2人】 
発電長，A，B 

－ － ●中央制御室待避室内への退避

使用済燃料プールの除熱操作 
【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプによる代替燃料プール注水系（注水

ライン）を使用した使用済燃料プールへの注水操作

解析上考慮しない 

スロッシングによる水位低下がある

場合は代替燃料プール冷却系の起動

までに実施する

●緊急用海水系による海水通水の系統構成操作及び起動操作  
解析上考慮しない 

約25時間までに実施する ●代替燃料プール冷却系の起動操作  

可搬型代替注水中型ポンプを用

いた低圧代替注水系（可搬型）

の起動準備操作 

－ － 
8人 

c～j 
●可搬型代替注水中型ポンプの移動，ホース敷設等の操作

炉心損傷により屋外放射線量が高い

場合は屋内に待機し，モニタ指示を

確認しながら作業を行う 

西側淡水貯水設備を水源とした

可搬型代替注水中型ポンプによ

る代替淡水貯槽への補給操作 

－ － 
【8人】 

c～j 
●可搬型代替注水中型ポンプの移動，ホース敷設等の操作

水源枯渇までは十分余裕がある 

－ － 
【2人】 

c，d 
●可搬型代替注水中型ポンプの起動操作及び水源補給操作

タンクローリによる燃料給油操

作
－ － 

2人 
（参集） 

●可搬型設備用軽油タンクからタンクローリへの給油操作  
タンクローリ残量に応じて適宜軽油

タンクから給油する
●可搬型代替注水中型ポンプへの給油操作

2人 
A，B 

3 人 
C，D，E 

10 人 a～j 
及び参集 5人

180 分 

約 3.9 時間 格納容器圧力 0.465MPa［gage］到達 
約 15 時間 サプレッション・プール水位 

通常水位＋5.0m 到達 

約 19 時間 サプレッション・プール水位 

通常水位＋6.5m 到達 

約 42.6 時間 

代替淡水貯槽残量 1,000m３到達 

間欠スプレイにより格納容器圧力を 

0.400MPa［gage］から 0.465MPa［gage］の間に維持 

格納容器除熱実施後，適宜状態監視 

240 分 

300 分 

170 分 

適宜実施 

適宜実施 

90 分 

適宜実施 

流量調整後（崩壊熱相当），適宜状態監視 

8 分

20 分

15 分

15 分

5 分 

3 分 

4 分 

4 分 

30 分

5 分 

20 分 

15 分 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 
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（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

（
Ｃ

）
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
（

Ｂ
）

 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

プ
ー

ル
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
1
 

※
2
 

残
留
熱

除
去

系
 

海
水
系

ポ
ン

プ
 

（
Ａ
）
，
（

Ｃ
）

 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

（
Ｂ

）
，
（

Ｄ
）

 

※
1
 

※
2
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

常
設
代

替
高

圧
電

源
装

置
 

Ｇ
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

ペ
デ
 

ス
タ
ル

 

原
子

炉
ウ

ェ
ル

へ
 

↑
 

↑
 

↑
 

Ｇ
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

可
搬

型
窒

素
供

給
装
置

 

西
側

淡
水

貯
水

設
備

 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

（
Ｂ

）
 

↑
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 

→
 

→
 

凡
 

例
 

 
 

 
：

安
全

機
能

の
喪

失
を

仮
定

す
る

設
備

 

 
 

 
：

評
価

上
考

慮
し

な
い

設
備
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

２
Ｄ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
及

び
高

圧
炉

心
ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

格
納

容
器

窒
素

供
給

ラ
イ

ン
東

側
接

続
口

 
代

替
 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

（
Ａ

）
 

格
納

容
器

窒
素

供
給

ラ
イ

ン
西
側

接
続

口
 外
部

電
源

 

※
4
 

※
5
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

※
3
 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
4
 

※
5
 

第
7
.
2
.
2
－

1
図

 
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
統

図
（

5
／

5）
 

（
原

子
炉

圧
力

容
器

破
損

後
の

代
替

循
環

冷
却

系
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

，
 

可
搬

型
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

格
納

容
器

内
へ

の
窒

素
注

入
段

階
）
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4
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図

 
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
統

図
（

1
／

2
）

 

（
原

子
炉

減
圧

及
び

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
段

階
）

 
 

凡
 

例
 

 
 
 
 
 
 
 
：
安

全
機

能
の

喪
失

又
は

点
検

に
伴

う
待

機

除
外

を
仮

定
す

る
設

備
 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
1
 

※
2
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｇ
 

Ｇ
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

←
→

 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
開

操
作

に
当

た
っ

て
格

納
容

器
隔

離
信

号
の

リ
セ

ッ
ト

が
必

要
な

弁
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

外
部

電
源

 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
(
Ｃ

)
（

点
検

に
伴

う
待

機
除

外
）

 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

２
Ｄ

非
常

用
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

 

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

※
5
 

※
4
 

※
3
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
5
 

※
4
 

別紙 10－7－15 
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崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
統

図
（

2
／

2
）

 

（
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

系
）

に
よ

る
原

子
炉

除
熱

段
階

）
 

↑
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
（

点
検

に
伴

う
待

機
除

外
）

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

↑
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
3
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 ※

1
 

※
2
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

↑
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

←
→

 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
開

操
作

に
当

た
っ

て
格

納
容

器
隔

離
信

号
の

リ
セ

ッ
ト

が
必

要
な

弁
 

→
 

→
 

→
 

Ｇ
 

Ｇ
 

凡
 

例
 

：
安

全
機

能
の

喪
失

又
は

点
検

に
伴

う
待

機

除
外

を
仮

定
す

る
設

備
 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）

 ※
1
 

※
2
 

高
所

東
側

 

接
続

口
 

高
所

西
側

 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

外
部

電
源

 

※
5
 

※
4
 

※
5
 

※
4
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

２
Ｄ

非
常

用
 

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

 

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
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全
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流

動
力

電
源

喪
失

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
統

図
（

1
／

2
）

 

（
原

子
炉

減
圧

及
び

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
段

階
）

 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
ポ

ン
プ

 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

※
3
 

←
 

←
 

←
 

→
 

→
 

→
 

↑
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

 

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
 

代
替

淡
水

貯
槽

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
 

・
プ

ー
ル

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

 

チ
ェ

ン
バ

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

※
1
 

※
2
 

残
留

熱
除

去
系

 

海
水

系
ポ

ン
プ

(
Ａ

)
，

(
Ｃ

)
 

→
 

→
 

→
 

→
 

海
 残

留
熱

除
去

系
 

海
水

系
ポ

ン
プ

 

(
Ｂ

)
，

(
Ｄ

)
 

※
1
 海

へ
 

※
2
 

海
へ

 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｇ
 

Ｇ
 

２
Ｃ

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

２
Ｄ

 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
及

び
高

圧
 

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

代
替

 

循
環

 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ａ

)
 

常
設

高
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

←
 

←
→

 

＊
1
 

＊
1
 

＊
1
 

＊
1
 

＊
1
 

開
操

作
に

当
た

っ
て

格
納

容
器

隔
離

信
号

の
リ

セ
ッ

ト
が

必
要

な
弁

 

＊
2
 

崩
壊

熱
除

去
機

能
喪

失
（

残
留

熱
除

去
系

の
故

障
に

よ
る

停
止

時
冷

却
機

能
喪

失
）
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
に

含

ま
れ

る
「

残
留

熱
除

去
系

の
故

障
（

Ｒ
Ｈ

Ｒ
Ｓ

喪
失

）
＋

崩
壊

熱
除

去
・

炉
心

冷
却

失
敗

」
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

燃
料

損
傷

防
止

対
策

の
有

効
性

を
確

認
す

る
た

め
，

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
の

機
能

喪
失

を
重

畳
さ

せ
る

も
の

と
す

る
 

↑
 

1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ａ

系
及

び
1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ｂ

系
 

緊
急

用
1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

凡
 

例
 ：

安
全

機
能

の
喪

失
又

は
点

検
に

伴
う

待
機

 

除
外

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
従

属
的

に
使

用
不

能
と

な
る

設
備

 

①
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

等
の

機
能

喪
失

に
伴

い
，

従
属

的
に

使
用

不
能

 

②
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

の
機

能
喪

失
に

伴
い

，
従

属
的

に
使

用
不

能
 

③
点

検
に

伴
う

待
機

除
外

中
 

①
②
 

①
②
 

①
 

代
替
 

循
環
 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

) 

→
 

→
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
(
Ａ

)
，

(
Ｂ

)
 

※
1
 

※
2
 

③
 

＊
2
 

＊
2
 

＊
2
 

＊
2
 

高
所

東
側
 

接
続

口
 

高
所

西
側
 

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

西
側

接
続

口
 

原
子

炉
建

屋
 

東
側

接
続

口
 

外
部

電
源
 

↑
 

↑
 

※
4
 ※

5
 

耐
圧

強
化

 

ベ
ン

ト
系

 

※
3
 

格
納

容
器

 

圧
力

逃
が

し
装

置
 

※
4
 

※
5
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全
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動
力

電
源

喪
失

時
の

重
大

事
故

等
対

策
の

概
略

系
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図
（

2
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2
）

 

（
緊

急
用

海
水

系
を

用
い

た
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

系
）

に
よ

る
原

子
炉

除
熱

段
階

）
 

タ
ー

ビ
ン

へ
 

逃
が

し
安

全
弁

 

（
自

動
減

圧
機

能
）

 

原 子 炉 圧 力 容 器 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

(
Ｃ

)
 

残
留

熱
除

去
系

 

ポ
ン

プ
(
Ｂ

)
 

高
圧

炉
心

 

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

残
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熱
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系
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Ｃ
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熱
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ポ
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Ｂ
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Ｄ

)
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へ
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2
 

海
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代
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圧
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Ｇ
 

Ｇ
 

２
Ｃ

非
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ゼ
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電
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２
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←
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＊
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＊
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2
5
V
系
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池
Ａ
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び
1
2
5
V
系

蓄
電

池
Ｂ

系
 

緊
急

用
1
2
5
V
系

蓄
電

池
 

凡
 

例
 ：

安
全

機
能

の
喪

失
又

は
点

検
に

伴
う

待
機

 

除
外

を
仮

定
す

る
設

備
 

：
従

属
的

に
使

用
不

能
と

な
る

設
備

 

代
替
 

循
環
 

冷
却

系
 

ポ
ン

プ
 

(
Ｂ

)
 

緊
急

用
海

水
 

ポ
ン

プ
（

Ａ
）
，
（

Ｂ
）
 

→
 

→
 

※
1
 

※
2
 

＊
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当
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っ
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器

隔
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セ
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必
要
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弁
 

＊
2
 

崩
壊

熱
除

去
機

能
喪

失
（

残
留

熱
除

去
系

の
故

障
に

よ
る

停
止

時
冷

却
機

能
喪

失
）

の
事

故
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留
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除
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Ｈ
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失
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＋
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除
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炉

心
冷
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事

故
シ
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ケ

ン
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燃
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損
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た
め
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残

留
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機
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失
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重
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さ
せ
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の
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す
る
 

＊
2
 

＊
2
 

＊
2
 

＊
2
 

①
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常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

等
の

機
能

喪
失

に
伴

い
，

従
属

的
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使
用

不
能
 

①
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※
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※
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※
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／
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装
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Ａ
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②
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留
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除
去

系
停
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冷
却

注
入
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開
度

不
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よ

り
，

原
子

炉
へ

の
注

水
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が

十
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た
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ミ
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イ

ン
タ

ー

ロ
ッ

ク
に

よ
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と
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。

 

①
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添付書類十「5.重大事故の発生及び拡大の

防止に必要な措置を実施するために必要な

技術的能力」の追補（追補 1）の一部補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－1 

追補１「1.5」を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－1

～ 

1.5－3 

（記載の変更） 別紙－追補１－1.5－1 に

変更する。 

**1.5－4 下 5 と 

下 4 の

間 

（記載の追加） 別紙－追補１－1.5－2 を

追加する。 

**1.5－4 下 4～ 

下 3 

ⅱ) 現場操作 

格納容器圧力逃がし装

置 の隔離弁（電動駆動

弁）の駆動源や制御… 

ⅲ) 現場操作 

格納容器圧力逃がし装

置又は耐圧強化ベント系

の隔離弁（電動駆動弁）

の駆動源や制御… 

**1.5－4 

～ 

1.5－5 

下 2 

～ 

上 2 

… で手動操作すること

で最終ヒートシンク（大

気）へ熱を輸送する手段

がある。なお，隔離弁を

遠隔 で手動操作するエ

リアは 二次格納施設外

である

…又は現場で手動操作す

ることで最終ヒートシン

ク（大気）へ熱を輸送す

る手段がある。なお，隔

離弁を遠隔又は現場で手

動操作するエリアは，格

納容器圧力逃がし装置の

隔離弁（電動駆動弁）に 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

とする。 

ついては二次格納施設外

である

，耐圧強

化ベント系の隔離弁につ

いては二次格納施設内で

ある

とする。 

**1.5－5 上 9 と 

上 10 の

間 

（記載の追加） 耐圧強化ベント系によ

る原子炉格納容器内の減

圧及び除熱で使用する設

備のうち，耐圧強化ベン

ト系配管・ 弁，第 一弁

（Ｓ／Ｃ側 ），第 一弁

（Ｄ／Ｗ側），耐圧強化

ベント系一次隔離弁，耐

圧強化ベント系二次隔離

弁，原子炉格納容器（サ

プレッション・チェンバ

を含む），真空破壊弁，

不活性ガス系配管・弁，

原子炉建屋ガス処理系配 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

 

1.5－3 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

   管・弁，非常用ガス処理

系排気筒，常設代替交流

電源設備，可搬型代替交

流電源設備及び燃料給油

設備は重大事故等対処設

備として位置付ける。 

**1.5－6 上 9 …弁（Ｓ ／Ｃ側 ） 又は 

第一弁（Ｄ／Ｗ側）を全

閉し，格納容器ベントを

停… 

…弁（Ｓ／Ｃ側）又はフ

ィルタ装置 入口第 一弁

（Ｄ／Ｗ側）を全閉し，

格納容器ベントを停… 

**1.5－6 上 12 …ては，フィルタ装置入

口第一弁（Ｓ／Ｃ側）又

は 第一弁（Ｄ／Ｗ側）

を… 

…ては，フィルタ装置入

口第一弁（Ｓ／Ｃ側）又

はフィルタ装置入口第一

弁（Ｄ／Ｗ側）を… 

**1.5－7 上 6 【Ｓ／Ｃ側ベントの場合

（Ｄ／Ｗ 側ベン ト の場

合，手順⑧以外は同… 

【Ｓ／Ｃ側ベントの場合

（Ｄ／Ｗ側 ベント の場

合，手順⑦以外は同… 

**1.5－7 下 2 ⑥運転員等は中央制御室

にて，Ｓ／Ｃ側ベント前

の系統構成とし… 

⑥運転員等は中央制御室

にて，格納容器ベント前

の系統構成とし… 

**1.5－8 上 3 …ション・チェンバパー …ション・チェンバパー 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

 

1.5－4 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

  ジ弁及びＮ２ガスパージ供

給弁 の全閉を… 

ジ弁及びＮ２ガスパージ供

給弁，サプレッション・

チェンバ真空破壊止め弁

の全閉を… 

**1.5－8 上 5～ 

上 8 

⑦運転員等は中央制御室

にて，Ｄ／Ｗ側ベント前

の系統構成として，原子

炉建屋ガス処理系一次隔

離弁，換気空調系一次隔

離弁，原子炉建屋ガス処

理系二次隔離弁及び換気

空調系二次隔離弁の全閉

を確認する。 

（記載の削除） 

**1.5－8 上 9 ⑧ａＳ／Ｃ側ベントの場合 ⑦ａＳ／Ｃ側ベントの場合

**1.5－8 下 12 ⑧ｂＤ／Ｗ側ベントの場合 ⑦ｂＤ／Ｗ側ベントの場合

**1.5－8 下 10～ 

下 9 

…は，運転員等は中央制

御室にて， 第一弁（Ｄ

／Ｗ側）及びフィルタ装

置入口連絡弁の全開操作

を実施する。  

…は，運転員等は中央制

御室にて，フィルタ装置

入口第一弁（Ｄ／Ｗ側） 

 の全開操 作を実 施す

る。なお，フィルタ装置

入口第一弁（Ｄ／Ｗ側）

が開操作できない場合 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

 

1.5－5 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

   は，フィルタ装置入口第

一弁（Ｄ／Ｗ側）バイパ

ス弁の全開操作を実施す

る。 

**1.5－8 下 8 ⑨運転員等は，格納容器

圧力逃がし装置による格

納容器ベント準… 

⑧運転員等は，格納容器

圧力逃がし装置による格

納容器ベント準… 

**1.5－8 下 6 ⑩発電長は，格納容器圧

力逃がし装置による格納

容器ベント準備… 

⑨発電長は，格納容器圧

力逃がし装置による格納

容器ベント準備… 

**1.5－8 下 4 ⑪発電長は，格納容器ベ

ント判断基準であるサプ

レッション・プ… 

⑩発電長は，格納容器ベ

ント判断基準であるサプ

レッション・プ… 

**1.5－9 上 3 ⑫発電長は，運転員等に

格納容器圧力逃がし装置

による格納容器… 

⑪発電長は，運転員等に

格納容器圧力逃がし装置

による格納容器… 

**1.5－9 上 5 ⑬運転員等は中央制御室

にて，フィルタ装置入口

第二弁の全開操… 

⑫運転員等は中央制御室

にて，フィルタ装置入口

第二弁の全開操… 

**1.5－9 上 11 ⑭運転員等は中央制御室

にて，格納容器圧力逃が

し装置による格… 

⑬運転員等は中央制御室

にて，格納容器圧力逃が

し装置による格… 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

 

1.5－6 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－9 下 7 ⑮運転員等は中央制御室 ⑭運転員等は中央制御室 

  にて，格納容器ベント開

始後，残留熱除… 

にて，格納容器ベント開

始後，残留熱除… 

**1.5－

10 

上 2 …第一弁（Ｓ／Ｃ側）又

は 第一弁（Ｄ／Ｗ側）

の全閉操作を実施… 

…第一弁（Ｓ／Ｃ側）又

はフィルタ装置入口第一

弁（Ｄ／Ｗ側）の全閉操

作を実施… 

**1.5－

10 

下 12 …した場合，7分以内で可

能である。 

…した場合， で可

能である。 

**1.5－

11 

上 8 … を 規 定 圧 力 （ 279kPa

［gage］）以下に維持で

きない場合に， 第一弁

… 

… を 規 定 圧 力 （ 279kPa

［gage］）以下に維持で

きない場合に，フィルタ

装置入口第一弁… 

**1.5－

11 

上 9 …（Ｄ／Ｗ側）操作を中

央制御室にて実施した場

合，7 分以内で可能… 

…（Ｄ／Ｗ側）操作を中

央制御室にて実施した場

合， で可能… 

**1.5－

16 

下 6 …は  第 一弁（ Ｄ ／Ｗ

側）全閉による格納容器

ベント停止を指示す… 

…はフィルタ装置入口第

一弁（Ｄ／Ｗ側）全閉に

よる格納容器ベント停止

を指示す… 

**1.5－

16 

下 4 ⑪運転員等は，フィルタ

装置入口第一弁（Ｓ／Ｃ 

⑪運転員等は，フィルタ

装置入口第一弁（Ｓ／Ｃ 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－7 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

側）又は 第一弁… 側）又はフィルタ装置入

口第一弁… 

**1.5－

17 

下 12 …め，運転員等にフィル

タ装置入口第一弁（Ｓ／

Ｃ側）又は 第一… 

…め，運転員等にフィル

タ装置入口第一弁（Ｓ／

Ｃ側）又はフィルタ装置

入口第一… 

**1.5－

17 

下 9～ 

下 6 

…側）又は 第一弁（Ｄ

／Ｗ側）の全開操作を実

施し，格納容器圧力逃が

し装置による格納容器ベ

ントを開始したことを発

電長に報告する。なお，

第一弁（Ｄ／Ｗ側）を用

いた格納容器ベントを実

施する際には，フィルタ

装置入口連絡弁を全開と

する。 

…側）又はフィルタ装置

入口第一弁（Ｄ／Ｗ側）

の全開操作を実施し，格

納容器圧力逃がし装置に

よる格納容器ベントを開

始したことを発電長に報

告する。  

**1.5－

18 

下 7 …は  第 一弁（ Ｄ ／Ｗ

側）全閉による格納容器

ベント停止を指示す… 

…はフィルタ装置入口第

一弁（Ｄ／Ｗ側）全閉に

よる格納容器ベント停止

を指示す… 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－8 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－

18 

下 4 …側）又は 第一弁（Ｄ

／Ｗ側）の全閉操作を実

施し，格納容器ベ… 

…側）又はフィルタ装置

入口第一弁（Ｄ／Ｗ側）

の全閉操作を実施し，格

納容器ベ… 

**1.5－

27 

下 6 と 

下 5 の

間 

（記載の追加） 別紙－追補１－1.5－3 を

追加する。 

**1.5－

28 

上 10 …弁（Ｓ／Ｃ側）又は  

第一弁（Ｄ／Ｗ側）を全 

閉し，格納容器ベントを 

停… 

…弁（Ｓ／Ｃ側）又はフ

ィルタ装置 入口第 一弁

（Ｄ／Ｗ側）を全閉し，

格納容器ベントを停… 

**1.5－

28 

上 13 …ては，フィルタ装置入

口第一弁（Ｓ／Ｃ側）又

は 第一弁（Ｄ／Ｗ側）

を… 

…ては，フィルタ装置入

口第一弁（Ｓ／Ｃ側）又

はフィルタ装置入口第一

弁（Ｄ／Ｗ側）を… 

**1.5－

29 

上 10～ 

上 11 

…図を第 1.5－14 図に，

タイムチャートを第 1.5－

15 図に示す。 

【Ｓ／Ｃ側ベントの場合

（Ｄ／Ｗ 側ベン ト の場

合，手順⑧以外は同… 

…図を第 1.5－16 図に，

タイムチャートを第 1.5－

17 図に示す。 

【Ｓ／Ｃ側ベントの場合

（Ｄ／Ｗ側 ベント の場

合，手順⑦以外は同… 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－9 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－

30 

上 3 ⑥運転員等は中央制御室

にて，Ｓ／Ｃ側ベント前

の系統構成とし… 

⑥運転員等は中央制御室

にて，格納容器ベント前

の系統構成とし… 

**1.5－ 上 7 …ション・チェンバパー …ション・チェンバパー 

30 ジ弁及びＮ２ガスパージ供

給弁 の全閉を… 

ジ弁及びＮ２ガスパージ供

給弁，サプレッション・

チェンバ真空破壊止め弁

の全閉を… 

**1.5－

30 

上 9～ 

上 12 

⑦運転員等は中央制御室

にて，Ｄ／Ｗ側ベント前

の系統構成として，原子

炉建屋ガス処理系一次隔

離弁，換気空調系一次隔

離弁，原子炉建屋ガス処

理系二次隔離弁及び換気

空調系二次隔離弁の全閉

を確認する。 

（記載の削除） 

**1.5－

30 

上 13 ⑧ａＤ／Ｗ側ベントの場合 ⑦ａＤ／Ｗ側ベントの場合

**1.5－

30 

下 7 ⑧ｂＤ／Ｗ側ベントの場合 ⑦ｂＤ／Ｗ側ベントの場合



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－10 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－

30 

下 6～ 

下 2 

フィルタ装置入口第一弁

（Ｓ／Ｃ側） の開操作

ができない場合は，運転

員等は

にて  第 一弁（ Ｄ ／Ｗ

側）を遠隔人力操作機構

による操作で全開すると

ともに，

にて，フィルタ

装置入口連絡弁を遠隔人

力操作機構による操作で

全開とする。  

フィルタ装置入口第一弁

（Ｓ／Ｃ側）及びフィル

タ装置入口第一弁（Ｓ／

Ｃ側）バイパス弁の開操

作ができない場合は，運

転員等は

にてフィルタ装

置入口第一 弁（Ｄ ／Ｗ

側）を遠隔人力操作機構

による操作 で全開 とす

る。なお，フィルタ装置

入口第一弁（Ｄ／Ｗ側）

が開操作で きない 場合

は，フィルタ装置入口第

一弁（Ｄ／Ｗ側）バイパ

ス弁を遠隔人力操作機構

による操作 で全開 とす

る。 

**1.5－

30 

下 1 ⑨運転員等は，格納容器

圧力逃がし装置による格

納容器ベント準… 

⑧運転員等は，格納容器

圧力逃がし装置による格

納容器ベント準… 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－11 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－

31 

上 2 ⑩発電長は，格納容器圧

力逃がし装置による格納

容器ベント準備… 

⑨発電長は，格納容器圧

力逃がし装置による格納

容器ベント準備… 

**1.5－

31 

上 4 ⑪発電長は，格納容器ベ

ント判断基準であるサプ

レッション・プ…

⑩発電長は，格納容器ベ

ント判断基準であるサプ

レッション・プ…

**1.5－

31 

上 10 ⑫発電長は，重大事故等

対応要員に格納容器圧力

逃がし装置によ… 

⑪発電長は，重大事故等

対応要員に格納容器圧力

逃がし装置によ… 

**1.5－

31 

上 12 ⑬重大事故等対応要員は

にて，フ… 

⑫重大事故等対応要員は

にて，フ… 

**1.5－

31 

下 8 ⑭運転員等は中央制御室

にて，格納容器圧力逃が

し装置による格… 

⑬運転員等は中央制御室

にて，格納容器圧力逃が

し装置による格… 

**1.5－

32 

上 1 ⑮運転員等は中央制御室

にて，格納容器ベント開

始後，残留熱除… 

⑭運転員等は中央制御室

にて，格納容器ベント開

始後，残留熱除… 

**1.5－

32 

上 10～ 

上 12 

⑯運転員等は

又は

にて，遠隔人

力操作機構によりフィル 

⑮運転員等は

 にて，遠

隔人力操作機構によりフ

ィルタ装置入口第一弁 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－12 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

タ装置入口第一弁（Ｓ／

Ｃ側）又は 第一弁（Ｄ

／Ｗ側）の全閉操作を実

施する。 

（Ｓ／Ｃ側）又はフィル

タ装置入口第一弁（Ｄ／

Ｗ側）の全閉操作を実施

する。 

**1.5－

32 

下 3～ 

下 1 

…の移動は で

可能である。 

・現場からの 第一弁

（Ｄ／Ｗ側）操作の場合 

運転員等による 第一弁

（Ｄ／Ｗ側）までの移動

は， で… 

…の移動は で

可能である。 

・現場からのフィルタ装

置入口第一 弁（Ｄ ／Ｗ

側）操作の場合 

運転員等によるフィルタ

装置入口第一弁（Ｄ／Ｗ

側）までの移動は

で… 

**1.5－

33 

上 2 現場からの 第一弁（Ｄ

／Ｗ側）操作の場合，…  

現場からのフィルタ装置

入口第一弁（Ｄ／Ｗ側）

操作の場合，… 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－13 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－

33 

上 4～ 

上 5 

重大事故等対応要員によ

るフィルタ装置入口連絡

弁までの移動は，

で可能である。 

重大事故等対応要員によ

る

までの移動は，

で可能である。 

**1.5－

33 

上 6～ 

上 10 

現場からのフィルタ装置

入口連絡弁操作の場合，

重大事故等対応要員 3 名

で実施した場合，90 分以

内で可能である。 

重大事故等対応要員によ

るフィルタ装置入口連絡

弁の操作の後，当該場所

から

まで の 移動

は， で可能であ

る。 

（記載の削除） 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－14 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－

34 

上 1 … を 規 定 圧 力 （ 279kPa

［gage］）以下に維持で

きない場合に， 第一弁

… 

… を 規 定 圧 力 （ 279kPa

［gage］）以下に維持で

きない場合に，フィルタ

装置入口第一弁… 

**1.5－

34 

上 2 …（Ｄ／Ｗ側）操作を現

場にて実施した場合，180

分以内で可能であ… 

…（Ｄ／Ｗ側）操作を現

場にて実施した場合，

で可能であ… 

**1.5－

34 

上 8 …間：210 分以内） …間：

**1.5－

34 

下 10 と

下 9 の

間 

（記載の追加） 別紙－追補１－1.5－4 に

追加する。 

**1.5－

34 

下 7 …ローチャートを第 1.5－

22 図に示す。 

…ローチャートを第 1.5－

26 図に示す。 

**1.5－

34 

下 5 と 

下 4 の

間 

（記載の追加） 格納容器圧力逃がし装

置が機能喪失した場合は

耐圧強化ベント系により

原子炉格納容器内の減圧

及び除熱を実施する。 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－15 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－

34 

下 4 格納容器圧力逃がし装

置 による格納容器ベン

トは，弁の駆動電源及び

空気… 

格納容器圧力逃がし装

置及び耐圧強化ベント系

による格納 容器ベ ント

は，弁の駆動電源及び空

気… 

**1.5－

34 

下 2 なお，格納容器圧力逃

がし装置 を用いて，格

納容器ベントを実施する

際… 

なお，格納容器圧力逃

がし装置又は耐圧強化ベ

ント系を用いて，格納容

器ベントを実施する際… 

**1.5－

35 

下 10～

下 9 

…は同様。）。手順の対

応フローを第 1.5－3 図

に，概要図を第 1.5－18

図に，タイムチャートを

第 1.5－19 図に示す。 

…は同様。）。手順の対

応フローを第 1.5－3 図

に，概要図を第 1.5－22

図に，タイムチャートを

第 1.5－23 図に示す。 

**1.5－

40～ 

1.5－43 

（記載の変更） 別紙－追補１－1.5－5 に

変更する。 

**1.5－

43 と 

1.5－44

の間 

（記載の追加） 別紙－追補１－1.5－6 を

追加する。 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－16 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－

44～ 

1.5－46 

（記載の変更） 別紙－追補１－1.5－7 に

変更する。 

**1.5－

46 と 

1.5－47

の間 

（記載の追加） 別紙－追補１－1.5－8 を

追加する。 

**1.5－

47～ 

1.5－53 

（記載の変更） 別紙－追補１－1.5－9 に

変更する。 

**1.5－

55 

（記載の変更） 別紙－追補１－1.5－10に

変更する。 

**1.5－

57 

（記載の変更） 別紙－追補１－1.5－11に

変更する。 

**1.5－

59 

（記載の変更） 別紙－追補１－1.5－12に

変更する。 

**1.5－

61 と 

1.5－62

の間 

（記載の追加） 別紙－追補１－1.5－13を

追加する。 



なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

1.5－17 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.5－

62～ 

1.5－63 

（記載の変更） 別紙－追補１－1.5－14に

変更する。 

**1.5－

63 と 

1.5－64

の間 

（記載の追加） 別紙－追補１－1.5－15を

追加する。 

**1.5－

64～ 

1.5－65 

（記載の変更） 別紙－追補１－1.5－16に

変更する。 
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別紙－追補１－1.5－1 

1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

記述は，令和元年7月24日付け原規規発第1907243号をもって設置変更許可

を受けた東海第二発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書の添付書類十追

補1の記述のうち，「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」

の記載内容に同じ。 

ただし，「1.5.1(2)ａ．フロントライン系故障時の対応手段及び設備」，

「1.5.2.1(1)ａ．格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及

び除熱」，「1.5.2.1(1)ｂ．耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減

圧及び除熱」，「1.5.2.1(2)ａ．格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納

容器内の減圧及び除熱（現場操作）」，「1.5.2.1(2)ｂ．耐圧強化ベント系

による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作）」，「1.5.2.2(1)ａ．

(b) 操作手順」，「1.5.2.2(1)ｂ．(b) 操作手順」，「1.5.2.2(1)ｂ．

(c) 操作の成立性」，「第1.5－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対

処設備と整備する手順 対応手段，対処設備，手順書一覧（3／4）」，「第

1.5－2表 重大事故等対処に係る監視計器」，「第1.5－4図 格納容器圧力

逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 概要図」，「第1.5－5

図 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 タイ

ムチャート」，「第1.5－6図 フィルタ装置スクラビング水補給 概要図」，

「第1.5－7図 フィルタ装置スクラビング水補給 タイムチャート」，「第

1.5－8図 原子炉格納容器内の不活性ガス（窒素）置換 概要図」，「第

1.5－9図 原子炉格納容器内の不活性ガス（窒素）置換 タイムチャート」，

「第1.5－10図 フィルタ装置内の不活性ガス（窒素）置換 概要図」，

「第1.5－11図 フィルタ装置内の不活性ガス（窒素）置換 タイムチャー

ト」，「第1.5－12図 フィルタ装置スクラビング水移送 概要図」，「第



1.5－19 

1.5－13図 フィルタ装置スクラビング水移送 タイムチャート（1／2）」，

「第1.5－13図 フィルタ装置スクラビング水移送 タイムチャート（2／

2）」，「第1.5－14図 耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及

び除熱（現場操作） 概要図」，「第1.5－16図 格納容器圧力逃がし装置

による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 概要図」，「第1.5

－17図 格納容器圧力逃がし装置による原子炉格納容器内の減圧及び除熱

（現場操作） タイムチャート」，「第1.5－18図 耐圧強化ベント系によ

る原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 概略図」，「第1.5－19

図 耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操作） 

タイムチャート」，「第1.5－23図 代替残留熱除去系海水系による冷却水

確保 タイムチャート」及び「第1.5－26図 重大事故等時の対応手段選択

フローチャート」に係わる記述を以下のとおり変更する。
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別紙－追補１－1.5－2 

ⅱ) 耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（原子炉停止時冷却系），

残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）及び残留熱除去系（格

納容器スプレイ冷却系）が故障等により最終ヒートシンクへ熱を輸送で

きない場合は，耐圧強化ベント系により最終ヒートシンク（大気）へ熱

を輸送する手段がある。なお，耐圧強化ベント系を用いた手順について

は， の設置をもって廃止する。 

耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱で使用する

設備は以下のとおり。 

・耐圧強化ベント系配管・弁 

・第一弁（Ｓ／Ｃ側） 

・第一弁（Ｄ／Ｗ側） 

・耐圧強化ベント系一次隔離弁 

・耐圧強化ベント系二次隔離弁 

・原子炉格納容器（サプレッション・チェンバを含む） 

・真空破壊弁 

・不活性ガス系配管・弁 

・原子炉建屋ガス処理系配管・弁 

・非常用ガス処理系排気筒 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・燃料給油設備 

格納容器ベントを実施する際の設備とラインの優先順位は以下のとお

りとする。 
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優先①：格納容器圧力逃がし装置によるＳ／Ｃ側ベント 

優先②：格納容器圧力逃がし装置によるＤ／Ｗ側ベント 

優先③：耐圧強化ベント系によるＳ／Ｃ側ベント 

優先④：耐圧強化ベント系によるＤ／Ｗ側ベント 
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別紙－追補１－1.5－3 

ｂ．耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能

が喪失した場合，耐圧強化ベント系により最終ヒートシンク（大気）へ

熱を輸送する。 

また，格納容器ベント実施中において，残留熱除去系又は代替循環冷

却系による原子炉格納容器内の除熱機能が1系統回復し，可燃性ガス濃

度制御系による原子炉格納容器内の水素・酸素濃度制御機能及び可搬型

窒素供給装置による原子炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能と判断

した場合，並びに原子炉格納容器内の圧力310kPa［gage］（1Pd）未

満，原子炉格納容器内の温度171℃未満及び原子炉格納容器内の水素濃

度が可燃限界未満であることを確認した場合は，第一弁を全閉し，格納

容器ベントを停止することを基本として，その他の要因を考慮した上で

総合的に判断し，適切に対応する。なお，耐圧強化ベント系二次隔離弁

については，第一弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能が更に1系統

回復する等，より安定的な状態になった場合に全閉する。 

 

(a) 耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心損傷※１前において，外部水源による原子炉格納容器内の冷

却により，サプレッション・プール水位が上昇し，サプレッショ

ン・プール水位指示値が通常水位＋5.0mに到達した場合に，格納容

器圧力逃がし装置が機能喪失※２した場合，又は原子炉格納容器内の

冷却を実施しても，原子炉格納容器内の圧力を規定圧力（279kPa

［gage］）以下に維持できない場合で，格納容器圧力逃がし装置が機
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能喪失した場合。 

※1：格納容器雰囲気放射線モニタでドライウェル又はサプレッシ

ョン・チェンバ内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当の

ガンマ線線量率の10倍以上となった場合，又は格納容器雰囲

気放射線モニタが使用できない場合に原子炉圧力容器温度で

300℃以上を確認した場合。 

※2：「格納容器圧力逃がし装置が機能喪失」とは，設備に故障が発

生した場合。 

ⅱ) 操作手順 

耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱手順の

概要は以下のとおり。手順の対応フローを第1.5－2図に，概要図を

第1.5－14図に，タイムチャートを第1.5－15図に示す。 

【Ｓ／Ｃ側ベントの場合（Ｄ／Ｗ側ベントの場合，手順⑧以外は同

様。）。】 

①発電長は，手順着手の判断基準に基づき，耐圧強化ベント系に

よるＳ／Ｃ側からの格納容器ベントの準備を開始するように運

転員等に指示する（Ｓ／Ｃ側からの格納容器ベントができない

場合は，Ｄ／Ｗ側からの格納容器ベントの準備を開始するよう

に指示する。）。 

②発電長は，耐圧強化ベント系による格納容器ベントによる除熱

準備開始を災害対策本部長代理に報告する。 

③運転員等は中央制御室にて，耐圧強化ベント系による格納容器

ベントに必要な電動弁の電源切替え操作を実施する。 

④運転員等は中央制御室にて，耐圧強化ベント系による格納容器

ベントに必要な電動弁の電源が確保されたこと，及び監視計器
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の電源が確保されていることを状態表示等により確認する。 

⑤運転員等は中央制御室にて，計器用空気系系統圧力指示値が約

0.52MPa［gage］以下の場合又は計器用空気系系統圧力指示値

が確認できない場合は，バックアップ窒素供給弁を全開とす

る。 

⑥運転員等は，格納容器ベント前の確認として，不活性ガス系の

隔離信号が発生している場合は，中央制御室にて，不活性ガス

系隔離信号の除外操作を実施する。 

⑦運転員等は中央制御室にて，格納容器ベント前の系統構成とし

て，非常用ガス処理系排風機（Ａ）及び（Ｂ）の操作スイッチ

隔離操作，非常用ガス処理系フィルタトレイン（Ａ）出口弁及

び非常用ガス処理系フィルタトレイン（Ｂ）出口弁の全閉操

作，原子炉建屋ガス処理系隔離弁及び換気空調系隔離弁の全閉

を確認する。 

⑧ａＳ／Ｃ側ベントの場合 

運転員等は中央制御室にて，格納容器ベント前の系統構成とし

て，第一弁（Ｓ／Ｃ側）の全開操作を実施する。 

⑧ｂＤ／Ｗ側ベントの場合 

第一弁（Ｓ／Ｃ側）の開操作ができない場合は，運転員等は中

央制御室にて，格納容器ベント前の系統構成として，第一弁

（Ｄ／Ｗ側）の全開操作を実施する。 

⑨運転員等は中央制御室にて，耐圧強化ベント系による格納容器

ベント準備完了を発電長に報告する。 

⑩発電長は，耐圧強化ベント系による格納容器ベントの準備完了

を災害対策本部長代理に報告する。 
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⑪発電長は，格納容器ベント判断基準であるサプレッション・プ

ール水位指示値が通常水位＋6.5mに到達した後，ドライウェル

圧力又はサプレッション・チェンバ圧力指示値が310kPa

［gage］（1Pd）に到達したことを確認し，耐圧強化ベント系

による格納容器ベント開始を災害対策本部長代理に報告する。 

⑫発電長は，運転員等に耐圧強化ベント系による格納容器ベント

開始を指示する。 

⑬運転員等は中央制御室にて，耐圧強化ベント系一次隔離弁及び

耐圧強化ベント系二次隔離弁の全開操作を実施し，耐圧強化ベ

ント系による格納容器ベントを開始する。 

⑭運転員等は中央制御室にて，耐圧強化ベント系による格納容器

ベントが開始されたことをドライウェル圧力及びサプレッショ

ン・チェンバ圧力指示値の低下，並びに耐圧強化ベント系放射

線モニタ指示値の上昇により確認し，発電長に報告する。ま

た，発電長は，耐圧強化ベント系による格納容器ベントが開始

されたことを災害対策本部長代理に報告する。 

⑮運転員等は中央制御室にて，格納容器ベント開始後，残留熱除

去系又は代替循環冷却系による原子炉格納容器内の除熱機能が

1系統回復し，可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内

の水素・酸素濃度制御機能及び可搬型窒素供給装置による原子

炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能な場合，並びに運転員

等に原子炉格納容器内の圧力310kPa［gage］（1Pd）未満，原

子炉格納容器内の温度171℃未満及び原子炉格納容器内の水素

濃度が可燃限界未満であることを確認することにより，第一弁

（Ｓ／Ｃ側又はＤ／Ｗ側）の全閉操作を実施し，耐圧強化ベン
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ト系による格納容器ベントを停止する。 

ⅲ) 操作の成立性 

格納容器ベント準備開始を判断してから格納容器ベント準備完了

までの必要な要員数及び所要時間は以下のとおり。 

・中央制御室からの第一弁（Ｓ／Ｃ側）操作の場合 

中央制御室対応を運転員等（当直運転員）1名にて作業を実施

した場合，11分以内で可能である。 

・中央制御室からの第一弁（Ｄ／Ｗ側）操作の場合 

中央制御室対応を運転員等（当直運転員）1名にて作業を実施

した場合，11分以内で可能である。 

格納容器ベント基準到達から格納容器ベント開始までの必要な要

員数及び所要時間は以下のとおり。 

・中央制御室からの耐圧強化ベント系一次隔離弁及び耐圧強化ベ

ント系二次隔離弁操作の場合 

中央制御室対応を運転員等（当直運転員）1名にて作業を実施

した場合，4分以内で可能である。 

【Ｓ／Ｃ側ベントの場合】 

サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋5.0mに到達後，

又は原子炉格納容器内の冷却を実施しても，原子炉格納容器内の圧力

を規定圧力（279kPa［gage］）以下に維持できない場合に，第一弁

（Ｓ／Ｃ側）操作を中央制御室にて実施した場合，11分以内で可能

である。また，サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋

6.5mに到達し，ドライウェル圧力又はサプレッション・チェンバ圧

力指示値が310kPa［gage］（1Pd）に到達後，耐圧強化ベント系一

次隔離弁及び耐圧強化ベント系二次隔離弁の操作を中央制御室にて
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実施した場合，4分以内で可能である。 

【Ｄ／Ｗ側ベントの場合】 

サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋5.0mに到達

後，又は原子炉格納容器内の冷却を実施しても，原子炉格納容器内

の圧力を規定圧力（279kPa［gage］）以下に維持できない場合に，

第一弁（Ｄ／Ｗ側）操作を中央制御室にて実施した場合，11分以

内で可能である。また，サプレッション・プール水位指示値が通

常水位＋6.5mに到達し，ドライウェル圧力又はサプレッション・

チェンバ圧力指示値が310kPa［gage］（1Pd）に到達後，耐圧強

化ベント系一次隔離弁及び耐圧強化ベント系二次隔離弁の操作を

中央制御室にて実施した場合，4分以内で可能である。 
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別紙－追補１－1.5－4 

ｂ．耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場操

作） 

残留熱除去系の機能が喪失し，最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能

が喪失した場合，耐圧強化ベント系により最終ヒートシンク（大気）へ

熱を輸送する。 

また，格納容器ベント実施中において，残留熱除去系又は代替循環冷

却系による原子炉格納容器内の除熱機能が1系統回復し，可燃性ガス濃

度制御系による原子炉格納容器内の水素・酸素濃度制御機能及び可搬型

窒素供給装置による原子炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能と判断

した場合，並びに原子炉格納容器内の圧力310kPa［gage］（1Pd）未

満，原子炉格納容器内の温度171℃未満及び原子炉格納容器内の水素濃

度が可燃限界未満であることを確認した場合は，第一弁を全閉し，格納

容器ベントを停止することを基本として，その他の要因を考慮した上で

総合的に判断し，適切に対応する。なお，耐圧強化ベント系二次隔離弁

については，第一弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能が更に1系統

回復する等，より安定的な状態になった場合に全閉する。 

全交流動力電源喪失時に，早期の電源復旧が見込めない場合は，現場

手動にて系統構成を行う。 

(a) 耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱（現場

操作） 

ⅰ) 手順着手の判断基準 

炉心損傷※１前において，全交流動力電源喪失時に外部水源によ

る原子炉格納容器内の冷却により，サプレッション・プール水位が

上昇し，サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋5.0mに到
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達した場合に格納容器圧力逃がし装置が機能喪失※２した場合，又

は原子炉格納容器内の冷却を実施しても，原子炉格納容器内の圧力を

規定圧力（279kPa［gage］）以下に維持できない場合に，格納容器圧

力逃がし装置が機能喪失した場合。 

※1：格納容器雰囲気放射線モニタでドライウェル又はサプレッシ

ョン・チェンバ内のガンマ線線量率が，設計基準事故相当の

ガンマ線線量率の10倍以上となった場合，又は格納容器雰囲

気放射線モニタが使用できない場合に原子炉圧力容器温度で

300℃以上を確認した場合。 

※2：「格納容器圧力逃がし装置が機能喪失」とは，設備に故障が発

生した場合。 

ⅱ) 操作手順 

耐圧強化ベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱手順の

概要は以下のとおり。手順対応フローを第1.5－2図に，概要図を第

1.5－18図に，タイムチャートを第1.5－19図に示す。 

【Ｓ／Ｃ側ベントの場合（Ｄ／Ｗ側ベントの場合，手順⑥以外は同

様。）。】 

①発電長は，手順着手の判断基準に基づき，耐圧強化ベント系に

よるＳ／Ｃ側からの格納容器ベントの準備を開始するように運

転員等に指示する（Ｓ／Ｃ側からの格納容器ベントができない

場合は，Ｄ／Ｗ側からの格納容器ベントの準備を開始するよう

に指示する。）。 

②発電長は，耐圧強化ベント系による除熱準備開始を災害対策本

部長代理に報告する。 

③運転員等は中央制御室にて，耐圧強化ベント系による格納容器



 

 

1.5－30 

ベントに必要な監視計器の電源が確保されていることを確認す

る。 

④運転員等は中央制御室にて，格納容器ベント前の系統構成とし

て，非常用ガス処理系排風機（Ａ）及び（Ｂ）の操作スイッチ

隔離操作，並びに原子炉建屋ガス処理系隔離弁，換気空調系隔

離弁の全閉を確認する。 

⑤運転員等は原子炉建屋原子炉棟にて，格納容器ベント前の系統

構成として，非常用ガス処理系フィルタトレイン（Ａ）出口弁

及び非常用ガス処理系フィルタトレイン（Ｂ）出口弁の全閉操

作を実施する。 

⑥ａＳ／Ｃ側ベントの場合 

運転員等は原子炉建屋原子炉棟にて，第一弁（Ｓ／Ｃ側）を電

動弁ハンドル操作にて全開とする。 

⑥ｂＤ／Ｗ側ベントの場合 

第一弁（Ｓ／Ｃ側）が開できない場合は，運転員等は原子炉建

屋原子炉棟にて，第一弁（Ｄ／Ｗ側）を電動弁ハンドル操作に

て全開とする。 

⑦運転員等は，耐圧強化ベント系による格納容器ベント準備完了

を発電長に報告する。 

⑧発電長は，耐圧強化ベント系による格納容器ベントの準備完了

を災害対策本部長代理に報告する。 

⑨発電長は，格納容器ベント判断基準であるサプレッション・プ

ール水位指示値が通常水位＋6.5mに到達した後，ドライウェル

圧力又はサプレッション・チェンバ圧力指示値が310kPa

［gage］（1Pd）に到達したことを確認し，耐圧強化ベント系
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による格納容器ベント開始を災害対策本部長代理に報告する。 

⑩発電長は，運転員等に耐圧強化ベント系による格納容器ベント

開始を指示する。 

⑪運転員等は原子炉建屋原子炉棟にて，耐圧強化ベント系一次隔

離弁及び耐圧強化ベント系二次隔離弁を電動弁ハンドル操作に

て全開とし，耐圧強化ベント系による格納容器ベントを開始す

る。 

⑫運転員等は中央制御室にて，耐圧強化ベント系による格納容器

ベントが開始されたことをドライウェル圧力及びサプレッショ

ン・チェンバ圧力指示値の低下，並びに耐圧強化ベント系放射

線モニタ指示値の上昇により確認し，発電長に報告する。ま

た，発電長は，耐圧強化ベント系による格納容器ベントが開始

されたことを災害対策本部長代理に報告する。 

⑬運転員等は中央制御室にて，格納容器ベント開始後，残留熱除

去系又は代替循環冷却系による原子炉格納容器内の除熱機能が

1系統回復し，可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内

の水素・酸素濃度制御機能及び可搬型窒素供給装置による原子

炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能な場合，並びに運転員

等に原子炉格納容器内の圧力310kPa［gage］（1Pd）未満，原

子炉格納容器内の温度171℃未満及び原子炉格納容器内の水素

濃度が可燃限界未満であることを確認することにより，格納容

器ベント停止判断をする。 

⑭運転員等は原子炉建屋原子炉棟にて，電動弁ハンドル操作によ

り第一弁（Ｓ／Ｃ側又はＤ／Ｗ側）の全閉操作を実施する。 
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ⅲ) 操作の成立性 

格納容器ベント準備を判断してから格納容器ベント準備完了まで

の必要な要員数及び所要時間は以下のとおり。 

・現場からの第一弁（Ｓ／Ｃ側）操作の場合 

現場対応を運転員等（当直運転員）3名にて作業を実施した場

合，135分以内で可能である。 

・現場からの第一弁（Ｄ／Ｗ側）操作の場合 

現場対応を運転員等（当直運転員）3名にて作業を実施した場

合，145分以内で可能である。 

格納容器ベント基準到達から格納容器ベント開始までの必要な要

員数及び所要時間は以下のとおり。 

・現場からの耐圧強化ベント系一次隔離弁及び耐圧強化ベント系

二次隔離弁操作の場合 

現場対応を重大事故等対応要員3名にて作業を実施した場合，

12分以内で可能である。 

【Ｓ／Ｃベントの場合】 

サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋5.0mに到達後，

又は原子炉格納容器内の冷却を実施しても，原子炉格納容器内の圧

力を規定圧力（279kPa［gage］）以下に維持できない場合に，第一

弁（Ｓ／Ｃ側）操作を現場にて実施した場合，135分以内で可能で

ある。また，サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋6.5m

に到達し，ドライウェル圧力又はサプレッション・チェンバ圧力指

示値が310kPa［gage］（1Pd）に到達後，耐圧強化ベント系一次隔

離弁及び耐圧強化ベント系二次隔離弁の操作を現場にて実施した場

合，12分以内で可能である。（総要員数：運転員等3名，重大事故
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等対応要員3名，総所要時間：147分以内） 

【Ｄ／Ｗベントの場合】 

サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋5.0mに到達後，

又は原子炉格納容器内の冷却を実施しても，原子炉格納容器内の圧力

を規定圧力（279kPa［gage］）以下に維持できない場合に，第一弁

（Ｄ／Ｗ側）操作を現場にて実施した場合，145分以内で可能であ

る。また，サプレッション・プール水位指示値が通常水位＋6.5mに

到達し，ドライウェル圧力又はサプレッション・チェンバ圧力指示

値が310kPa［gage］（1Pd）に到達後，耐圧強化ベント系一次隔離

弁及び耐圧強化ベント系二次隔離弁の操作を現場にて実施した場

合，12分以内で可能である。（総要員数：運転員等3名，重大事故

等対応要員3名，総所要時間：157分以内） 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，放射線防護具，照

明及び通信連絡設備を整備する。 

電動弁ハンドル操作については，速やかに操作ができるように，

汎用電動工具（電動ドライバ）を操作場所近傍に配備する。また，

作業エリアには蓄電池内蔵型照明を配備しており，建屋内常用照明消

灯時における作業性を確保しているが，ヘッドライト及びＬＥＤライ

トをバックアップとして携行する。 
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なお，*を付した頁は，令和元年9月24日付け，総室発第69号で申請した頁を，**

を付した頁は，令和2年11月16日付け，総室発第78号で一部補正した頁を，***を

付した頁は，令和3年2月19日付け，総室発第109号で一部補正した頁を示す。 

 

1.16－1 

追補１「1.16」を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**1.16－

1 

下 8 と 

下 7 の間

（記載の追加） また，耐圧強化ベント

系による原子炉格納容器

ベント操作を実施する場

合についても，原子炉格

納容器ベント時の系統構

成のため，非常用ガス処

理系を停止する。 

**1.16－

1 

下 6 原子炉建屋原子炉棟の

水素濃度が，2.0vol％に

到達した場合 。 

 

原子炉建屋原子炉棟の

水素濃度が，2.0vol％に

到達した場合，又は耐圧

強化ベント系による原子

炉格納容器ベント操作を

実施する場合。 

**1.16－

3 

 （記載の変更） 別紙－追補１－1.16－1

に変更する。 

 



1.16－2 

第 1.16－9 図 「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」の作業と所要時間（代替循環冷却系を使用できない場合） 

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）（代替循環冷却系を使用できない場合） 

経過時間（時間） 

備考 4 8 12 16 20 24 28 42 46 50

操作項目 

実施箇所・必要要員数 

【 】は他作業後 
移動してきた要員 

操作の内容   

当直運転員 

(中央制御室) 

当直運転員 

（現場） 

重大事故等対応要員

（現場） 

原子炉水位の調整操作(低圧代

替注水系（常設）) 
【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた低圧代替注水系（常設）
による原子炉注水の調整操作

  

解析上では，事象発生12時間までは6

時間間隔で注水量を変更し，12時間

以降においては12時間以上の間隔で

流量調整を実施する 

常設低圧代替注水系ポンプを用

いた代替格納容器スプレイ冷却

系（常設）による格納容器冷却

操作 

【1人】 
A 

－ － 
●常設低圧代替注水系ポンプを用いた代替格納容器スプレイ冷
却系（常設）による格納容器冷却操作

    

解析上では，約6分以上の間隔で格納

容器圧力が変動するが，実運用上で

はスプレイ流量を調整することで可

能な限り連続スプレイする手順と

し，並行した操作を極力減らすこと

とする 

格納容器圧力逃がし装置による

格納容器除熱の準備操作 

【1人】 
A 

－ － 
●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱の準備操作（中
央制御室でのフィルタ装置入口第一弁操作）

－ 
【2人】＋1人 

C，D，E 
－ 

●フィルタ装置入口第一弁現場操作場所への移動
●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱の準備操作（現
場でのフィルタ装置入口第一弁操作） 

解析上考慮しない 

1人 
副発電長 

【3人】 
C，D，E 

－ ●緊急時対策所への退避
フィルタ装置入口第一弁操作完了

後，緊急時対策所に退避する

－ － 
3人 

（参集） 
●フィルタ装置入口第二弁現場操作場所への移動

中央制御室待避室の準備操作 
【1人】 

B 
－ － 

●中央制御室待避室内の正圧化準備操作

●可搬型照明（ＳＡ）の設置

●データ表示装置（待避室）の起動操作

●衛星電話設備（可搬型）（待避室）の設置

格納容器圧力逃がし装置による

格納容器除熱操作（サプレッシ

ョン・チェンバ側） 

【1人】 
A 

－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプを用いた代替格納容器スプレイ冷
却系（常設）による格納容器冷却の停止操作

●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱操作（中央制御
室でのフィルタ装置入口第二弁操作）

●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱操作実施後の状
態監視

  

－ － 
【3人】 
（参集） 

● の正圧化操作 

サプレッション・プール水位指示値

が通常水位＋6.4m到達時に待避室の

加圧操作を行う

●格納容器圧力逃がし装置による格納容器除熱操作（現場での
フィルタ装置入口第二弁操作）

● への退避 

●緊急時対策所への帰還

【1人】 
B 

－ － ●中央制御室待避室内の正圧化操作 サプレッション・プール水位指示値

が通常水位＋6.4m到達時に待避室の

加圧操作を行う
1人＋【2人】 
発電長，A，B 

－ － ●中央制御室待避室内への退避

使用済燃料プールの除熱操作 
【1人】 

A 
－ － 

●常設低圧代替注水系ポンプによる代替燃料プール注水系（注水

ライン）を使用した使用済燃料プールへの注水操作

解析上考慮しない 

スロッシングによる水位低下がある

場合は代替燃料プール冷却系の起動

までに実施する

●緊急用海水系による海水通水の系統構成操作及び起動操作  
解析上考慮しない 

約25時間までに実施する ●代替燃料プール冷却系の起動操作  

可搬型代替注水中型ポンプを用

いた低圧代替注水系（可搬型）

の起動準備操作 

－ － 
8人 

c～j 
●可搬型代替注水中型ポンプの移動，ホース敷設等の操作

炉心損傷により屋外放射線量が高い

場合は屋内に待機し，モニタ指示を

確認しながら作業を行う 

西側淡水貯水設備を水源とした

可搬型代替注水中型ポンプによ

る代替淡水貯槽への補給操作 

－ － 
【8人】 

c～j 
●可搬型代替注水中型ポンプの移動，ホース敷設等の操作

水源枯渇までは十分余裕がある 

－ － 
【2人】 

c，d 
●可搬型代替注水中型ポンプの起動操作及び水源補給操作

タンクローリによる燃料給油操

作
－ － 

2人 
（参集） 

●可搬型設備用軽油タンクからタンクローリへの給油操作  
タンクローリ残量に応じて適宜軽油

タンクから給油する
●可搬型代替注水中型ポンプへの給油操作

2人 
A，B 

3 人 
C，D，E 

10 人 a～j 
及び参集 5人

180 分 

約 3.9 時間 格納容器圧力 0.465MPa［gage］到達 
約 15 時間 サプレッション・プール水位 

通常水位＋5.0m 到達 

約 19 時間 サプレッション・プール水位 

通常水位＋6.5m 到達 

約 42.6 時間 

代替淡水貯槽残量 1,000m３到達 

間欠スプレイにより格納容器圧力を 

0.400MPa［gage］から 0.465MPa［gage］の間に維持 

格納容器除熱実施後，適宜状態監視 

240 分 

300 分 

170 分 

適宜実施 

適宜実施 

90 分 

適宜実施 

流量調整後（崩壊熱相当），適宜状態監視 

8 分

20 分

15 分

15 分

5 分 

3 分 

4 分 

4 分 

30 分

5 分 

20 分 

15 分 

は，営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 

別紙－追補１－1.16－1 



添付書類十「5.2.2 特定重大事故等対処

施設の機能を維持するための体制の整備」

の追補の一部補正 

「5.2.2 特定重大事故等対処施設の機能を維持するための体制の整備」

の追補の記載内容は営業秘密又は防護上の観点から公開できません。 



 

 

 

 

 

 

 

添付書類十「6.重大事故等への対処に係る 

措置の有効性評価の基本的考え方」の追補 

（追補 2）の一部補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

 

追補２．Ⅰ－1 

追補２．Ⅰ「事故シーケンスグループの抽出及び重要事故シーケンスの選定に

ついて」を以下のとおり補正する。 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

**3～ 

4 

 （記載の変更） 別紙－追補２．Ⅰ－1 に

変更する。 

**5 上 10 ・格納容器圧力逃がし装

置  

・格納容器圧力逃がし装

置又は耐圧強化ベント 

**5 下 1 ・格納容器圧力逃がし装

置  

・格納容器圧力逃がし装

置又は耐圧強化ベント 

**6 下 3 ・格納容器圧力逃がし装

置  

・格納容器圧力逃がし装

置又は耐圧強化ベント 

**7～12  （記載の変更） 別紙－追補２．Ⅰ－2 に

変更する。 

**14 上 8 ・格納容器圧力逃がし装

置  

・格納容器圧力逃がし装

置又は耐圧強化ベント 

**14 下 8 …有効な対策である。  …有効な対策である。ま

た，耐圧強化ベントにつ

いても，常設代替交流電

源設備からの電源融通に

よる非常用母線の受電操

作又は現場での手動開操

作を行うことにより，同 



 

なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 

 

追補２．Ⅰ－2 

頁 行 補 正 前 補 正 後 

   じくＴＢＷシーケンスに

おいても有効な対策とな

る。 

**15  （記載の変更） 別紙－追補２．Ⅰ－3 に

変更する。 

**16  （記載の変更） 別紙－追補２．Ⅰ－4 に

変更する。 

**17 下 4～ 

下 3 

…ついては，大気を最終

ヒートシンクとする 格

納容器圧力逃がし装置を

設置し，その機能を多様

化している。 格納容器

圧力逃がし装… 

…ついては，大気を最終

ヒートシンクとする耐圧

強化ベント及び格納容器

圧力逃がし装置を設置

し，その機能を多様化し

ている。耐圧強化ベント

及び格納容器圧力逃がし

装… 

**20 上 10～ 

上 12 

…海水系及び残留熱除去

系を用いた除熱又は格納

容器圧力逃がし装置 に

よる除熱が有効である。

また，残留熱除去系が機

能喪失している場合（Ｒ 

…海水系及び残留熱除去

系を用いた除熱又は格納

容器圧力逃がし装置若し

くは耐圧強化ベントによ

る除熱が有効である。ま

た，残留熱除去系が機能 



 

なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 
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  ＨＲ故障時）は，格納容

器圧力逃がし装置 によ

る除熱が有効であ… 

喪失している場合（ＲＨ

Ｒ故障時）は，格納容器

圧力逃がし装置又は耐圧

強化ベントによる除熱が

有効であ… 

**21～22  （記載の変更） 別紙－追補２．Ⅰ－5 に

変更する。 

**25 上 2 …れらに対しては 格納

容器圧力逃がし装置によ

って対応することが可能

… 

…れらに対しては耐圧強

化ベント又は格納容器圧

力逃がし装置によって対

応することが可能… 

**29 上 11～ 

上 13 

…水系及び残留熱除去系

を用いた除熱や，格納容

器圧力逃がし装置 によ

る除熱が有効である。ま

た，残留熱除去系が機能

喪失している場合（ＲＨ

Ｒ故障時）は，格納容器

圧力逃がし装置 による

除熱が有効であ… 

…水系及び残留熱除去系

を用いた除熱や，格納容

器圧力逃がし装置又は耐

圧強化ベントによる除熱

が有効である。また，残

留熱除去系が機能喪失し

ている場合（ＲＨＲ故障

時）は，格納容器圧力逃

がし装置又は耐圧強化ベ

ントによる除熱が有効で 



 

なお，*を付した頁は，令和元年 9 月 24 日付け，総室発第 69 号で申請した頁を，

**を付した頁は，令和 2 年 11 月 16 日付け，総室発第 78 号で一部補正した頁を，

***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を

示す。 
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   あ… 

**30  （記載の変更） 別紙－追補２．Ⅰ－6 に

変更する。 

**31 下 6 …残留熱除去系の共通要

因故障については，代替

除熱手段である 格… 

…残留熱除去系の共通要

因故障については，代替

除熱手段である耐圧強化

ベント系又は格… 

**33 下 4 …る 格納容器圧力逃が

し装置，残留熱除去系海

水系の機能喪失につ… 

…る耐圧強化ベント系又

は格納容器圧力逃がし装

置，残留熱除去系海水系

の機能喪失につ… 
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***を付した頁は，令和 3 年 2 月 19 日付け，総室発第 109 号で一部補正した頁を
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 令和元年 7 月 24 日付け，原規規発第 1907243 号をもって設置変更許可を受

けた東海第二発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書の添付書類十追補 2．

Ⅰの記載内容に同じ。 
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E
-
0
5

4
.
0
E
-
0
6

7
.
5
E
-
0
5

9
9
.
0

7
.
5
E
-
0
5

9
9
.
0

－

※
2
　

地
震

発
生

と
同

時
に

最
大

の
地

震
加

速
度

を
受

け
る

も
の

と
し

て
評

価
し

て
い

る
地

震
レ

ベ
ル

１
Ｐ

Ｒ
Ａ

の
設

定
上

抽
出

さ
れ

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

で
あ

る
が

，
地

震
時

の
挙

動
を

現
実

的
に

想
定

す
る

と
，

基
準

地
震

動
よ

り
も

十
分

小
さ

な
加

速
度

で
ス

ク
ラ

ム
信

号
「

地
震

加
速

度
大

」
が

発
信

し
，

炉
内

構
造

物
が

損
傷

す
る

加
速

度
に

到
達

す
る

前
に

制
御

棒
の

　
　

 
挿

入
が

完
了

す
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

，
現

実
的

に
は

発
生

し
が

た
い

と
考

え
，

炉
心

損
傷

防
止

対
策

の
有

効
性

を
確

認
す

る
対

象
と

し
て

は
取

り
扱

わ
な

い
と

判
断

し
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
。

2
.
2
E
-
1
1

崩
壊

熱
除

去
機

能
喪

失

1
.
4
E
-
0
7

事
故

シ
－

ケ
ン

ス
別

Ｃ
Ｄ

Ｆ
（

／
炉

年
）

[
Ｒ

Ｈ
Ｒ

故
障

時
]

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
・

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
・

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
又

は
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

・
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
・

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

[
取

水
機

能
喪

失
時

]
・

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
・

手
動

減
圧

・
低

圧
代

替
注

水
系

（
常

設
）

・
残

留
熱

除
去

系
・

緊
急

用
海

水
系

・
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
・

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

Ｔ
Ｂ

Ｕ

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

・
上

記
の

点
線

枠
内

の
対

策

8
7
.
6

※
4
　

国
内

外
の

先
進

的
な

対
策

を
考

慮
し

て
も

炉
心

損
傷

を
防

止
す

る
こ

と
が

困
難

な
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

。

※
3
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

の
破

断
規

模
が

大
き

い
場

合
は

，
国

内
外

の
先

進
的

な
対

策
を

考
慮

し
て

も
炉

心
損

傷
を

防
止

す
る

こ
と

が
困

難
な

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
。

Ｔ
Ｂ

Ｐ

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
2
.
7
E
-
0
6

3
.
6

※
1
　

全
Ｃ

Ｄ
Ｆ

は
第

1
-
2
表

で
新

た
な

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
と

し
て

の
追

加
は

不
要

と
判

断
し

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

の
炉

心
損

傷
頻

度
を

含
む

。

合
計

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
・

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
・

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
又

は
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

・
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
・

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

0
.
2

津
波

浸
水

に
よ

る
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
喪

失

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

0
.
6

＜
0
.
1

原
子

炉
停

止
機

能
喪

失

・
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

・
過

渡
時

自
動

減
圧

機
能

・
残

留
熱

除
去

系

－

・
Ａ

Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩

和
設

備
（

代
替

制
御

棒
挿

入
機

能
）

・
Ａ

Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩

和
設

備
（

代
替

再
循

環
系

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

　
プ

機
能

）
・

ほ
う

酸
水

注
入

系
・

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
・

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
・

残
留

熱
除

去
系

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失

全
Ｃ

Ｄ
Ｆ

※
１

に
対

す
る

割
合

（
％

）

全
Ｃ

Ｄ
Ｆ

※
１

対
す

る
割

合
（

％
）

1
.
3
E
-
0
6

合
計

1
.
8

・
津

波
防

護
対

策
・

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
・

手
動

減
圧

・
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
・

残
留

熱
除

去
系

・
緊

急
用

海
水

系
・

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

・
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備

全
炉

心
損

傷
頻

度
の

約
9
9
％

を
炉

心
損

傷
防

止
対

策
で

カ
バ

ー

4
.
0
E
-
0
6

5
.
3

グ
ル

－
プ

別
Ｃ

Ｄ
Ｆ

（
／

炉
年

）

・
高

圧
代

替
注

水
系

・
上

記
の

点
線

枠
内

の
対

策

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス

6
.
6
E
-
0
5

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
・

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
・

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
又

は
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

・
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
・

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

備
考

4
.
7
E
-
0
7

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

・
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
型

）
・

残
留

熱
除

去
系

・
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
・

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

津
波

地
震

内
部

事
象

対
応

す
る

主
要

な
炉

心
損

傷
防

止
対

策

長
期

Ｔ
Ｂ

別紙－追補２．Ⅰ－2 
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第
1
－

4
表

 
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

等
の

選
定

（
1
／

2
）

 

a
b

c
d

◎
①

過
渡

事
象

＋
高

圧
炉

心
冷

却
失

敗
＋

低
圧

炉
心

冷
却

失
敗

低
高

高
高

－
②

過
渡

事
象

＋
逃

が
し

安
全

弁
再

閉
鎖

失
敗

＋
高

圧
炉

心
冷

却
失

敗
＋

低
圧

炉
心

冷
却

失
敗

低
高

中
低

－
③

手
動

停
止

／
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
手

動
停

止
）

＋
高

圧
炉

心
冷

却
失

敗
＋

低
圧

炉
心

冷
却

失
敗

中
低

低
低

－
④

手
動

停
止

／
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
手

動
停

止
）

＋
逃

が
し

安
全

弁
再

閉
鎖

失
敗

＋
高

圧
炉

心
冷

却
失

敗
＋

低
圧

炉
心

冷
却

失
敗

中
低

低
低

－
⑤

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
＋

高
圧

炉
心

冷
却

失
敗

＋
低

圧
炉

心
冷

却
失

敗
中

高
高

低

－
⑥

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
＋

逃
が

し
安

全
弁

再
閉

鎖
失

敗
＋

高
圧

炉
心

冷
却

失
敗

＋
低

圧
炉

心
冷

却
失

敗
中

高
中

低

◎
①

過
渡

事
象

＋
高

圧
炉

心
冷

却
失

敗
＋

原
子

炉
減

圧
失

敗
低

高
高

高

－
②

手
動

停
止

／
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
手

動
停

止
）

＋
高

圧
炉

心
冷

却
失

敗
＋

原
子

炉
減

圧
失

敗
中

低
低

低

－
③

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
＋

高
圧

炉
心

冷
却

失
敗

＋
原

子
炉

減
圧

失
敗

中
高

高
低

◎
①

外
部

電
源

喪
失

＋
Ｄ

Ｇ
失

敗
＋

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

失
敗

（
蓄

電
池

枯
渇

後
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
停

止
）

高
高

高
高

－
②

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
（

外
部

電
源

喪
失

）
＋

Ｄ
Ｇ

失
敗

＋
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
失

敗
（

蓄
電

池
枯

渇
後

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

停
止

）
高

低
低

中

◎
③

外
部

電
源

喪
失

＋
直

流
電

源
失

敗
＋

高
圧

炉
心

冷
却

失
敗

（
Ｔ

Ｂ
Ｄ

）
高

高
高

高

－
④

外
部

電
源

喪
失

＋
Ｄ

Ｇ
失

敗
＋

高
圧

炉
心

冷
却

失
敗

（
Ｔ

Ｂ
Ｕ

）
高

中
中

中

－
⑤

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
（

外
部

電
源

喪
失

）
＋

Ｄ
Ｇ

失
敗

＋
高

圧
炉

心
冷

却
失

敗
（

Ｔ
Ｂ

Ｕ
）

高
中

中
低

◎
⑥

外
部

電
源

喪
失

＋
Ｄ

Ｇ
失

敗
＋

逃
が

し
安

全
弁

再
閉

鎖
失

敗
＋

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

失
敗

高
高

高
高

－
⑦

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
（

外
部

電
源

喪
失

）
＋

Ｄ
Ｇ

失
敗

＋
逃

が
し

安
全

弁
再

閉
鎖

失
敗

＋
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
失

敗
高

低
低

中

審
査

ガ
イ

ド
の

着
眼

点
a
～

d
に

対
す

る
影

響
度

の
観

点
か

ら
，

厳
し

い
順

に
「

高
」

，
「

中
」

，
「

低
」

と
し

た
。

選
定

し
た

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

選
定

理
由

備
考

（
a
：

共
通

原
因

故
障

・
系

統
間

機
能

依
存

性
，

b
：

余
裕

時
間

，
c
：

設
備

容
量

，
d
：

代
表

性
）

着
眼

点
と

の
関

係
と

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

選
定

の
考

え
方

a
.

b
.

c
.

d
.

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

系
統

間
機

能
依

存
性

に
よ

っ
て

当
該

区
分

の
複

数
の

設
備

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
か

ら
「

中
」

と
し

た
。

過
渡

事
象

（
給

水
流

量
の

全
喪

失
）

又
は

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

事
象

進
展

が
早

い
こ

と
か

ら
「

高
」

と
し

た
。

ま
た

，
原

子
炉

を
通

常
停

止
さ

せ
る

手
動

停
止

／
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
手

動
停

止
）

は
「

低
」

と
し

た
。

事
象

進
展

が
早

く
余

裕
時

間
が

短
い

場
合

，
崩

壊
熱

が
高

く
原

子
炉

減
圧

に
必

要
な

設
備

容
量

が
大

き
く

な
る

こ
と

か
ら

，
着

眼
点

b
.
と

同
様

に
，

過
渡

事
象

（
給

水
流

量
の

全
喪

失
）

又
は

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

，
手

動
停

止
／

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

手
動

停
止

）
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
の

中
で

最
も

Ｃ
Ｄ

Ｆ
の

高
い

ド
ミ

ナ
ン

ト
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

，
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

別
Ｃ

Ｄ
Ｆ

に
対

し
て

1
％

以
上

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
1
％

未
満

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

a
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

②
，

③
は

サ
ポ

ー
ト

系
１

区
分

の
喪

失
を

起
因

と
し

て
い

る
が

，
他

の
区

分
は

健
全

で
あ

る
た

め
，

対
応

手
段

が
著

し
く

制
限

さ
れ

る
状

態
で

は
な

い
。

b
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
「

高
」

と
考

え
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

①
，

③
を

抽
出

し
た

。
c
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
「

高
」

と
考

え
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

①
，

③
を

抽
出

し
た

。
d
.
頻

度
の

観
点

で
は

①
が

支
配

的
と

な
っ

た
。

以
上

よ
り

，
①

を
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
選

定
し

た
。

な
お

，
有

効
と

考
え

ら
れ

る
主

な
対

策
に

差
異

が
な

い
た

め
，

起
因

事
象

発
生

後
の

事
象

進
展

が
早

い
と

考
え

ら
れ

る
過

渡
事

象
を

起
因

と
し

た
①

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

②
～

③
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
に

対
し

て
包

絡
性

を
有

し
て

い
る

も
の

と
考

え
る

。

a
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

③
～

⑥
は

サ
ポ

ー
ト

系
１

区
分

の
喪

失
を

起
因

と
し

て
い

る
が

，
他

の
区

分
は

健
全

で
あ

る
た

め
，

対
応

手
段

が
著

し
く

制
限

さ
れ

る
状

態
で

は
な

い
。

b
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
「

高
」

と
考

え
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

①
，

②
，

⑤
，

⑥
を

抽
出

し
た

。
c
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
「

高
」

と
考

え
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

①
，

⑤
を

抽
出

し
た

。
d
.
頻

度
の

観
点

で
は

①
が

支
配

的
と

な
っ

た
。

以
上

よ
り

，
①

を
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
選

定
し

た
。

な
お

，
有

効
と

考
え

ら
れ

る
主

な
対

策
に

差
異

が
な

い
た

め
，

起
因

事
象

発
生

後
の

事
象

進
展

が
早

い
と

考
え

ら
れ

る
過

渡
事

象
を

起
因

と
し

た
①

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

②
～

⑥
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
に

対
し

て
包

絡
性

を
有

し
て

い
る

も
の

と
考

え
る

。

a
.

b
.

c
.

d
.

い
ず

れ
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
も

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
に

至
り

，
電

源
を

必
要

と
す

る
多

く
の

設
備

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
か

ら
「

高
」

と
し

た
。

い
ず

れ
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
も

，
蓄

電
池

枯
渇

に
よ

る
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

停
止

後
の

炉
心

損
傷

防
止

対
策

の
実

施
に

対
す

る
余

裕
時

間
に

有
意

な
差

は
な

い
。

こ
の

た
め

，
事

象
発

生
初

期
の

炉
心

損
傷

防
止

対
策

の
実

施
に

対
す

る
余

裕
時

間
に

着
目

す
る

。
外

部
電

源
喪

失
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

起
因

事
象

の
発

生
に

よ
り

給
復

水
系

が
停

止
す

る
た

め
原

子
炉

水
位

の
低

下
が

早
い

こ
と

か
ら

「
高

」
，

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

起
因

事
象

の
発

生
後

も
外

部
電

源
喪

失
に

至
る

ま
で

は
給

復
水

系
に

よ
り

原
子

炉
水

位
が

維
持

さ
れ

る
こ

と
か

ら
「

低
」

と
し

た
。

い
ず

れ
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
も

，
蓄

電
池

枯
渇

に
よ

る
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

停
止

後
の

原
子

炉
注

水
に

必
要

な
設

備
容

量
に

有
意

な
差

異
は

な
い

。
こ

の
た

め
，

事
象

発
生

初
期

の
炉

心
損

傷
防

止
対

策
の

設
備

容
量

に
着

目
す

る
。

事
象

初
期

の
余

裕
時

間
が

短
い

場
合

，
崩

壊
熱

が
高

く
原

子
炉

注
水

に
必

要
な

設
備

容
量

が
大

き
く

な
る

。
こ

の
た

め
，

外
部

電
源

喪
失

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
高

」
，

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

長
期

Ｔ
Ｂ

の
中

で
最

も
Ｃ

Ｄ
Ｆ

の
高

い
ド

ミ
ナ

ン
ト

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
高

」
，

1
％

以
上

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
1
％

未
満

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

a
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

全
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
共

通
で

あ
る

た
め

，
選

定
理

由
か

ら
除

外
し

た
。

b
.
c
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
「

高
」

と
考

え
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

①
を

抽
出

し
た

。
d
.
頻

度
の

観
点

で
は

①
が

支
配

的
と

な
っ

た
。

以
上

よ
り

，
①

を
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
選

定
し

た
。

な
お

，
有

効
と

考
え

ら
れ

る
主

な
対

策
に

差
異

が
な

い
た

め
，

①
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
②

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
対

し
て

包
絡

性
を

有
し

て
い

る
も

の
と

考
え

る
。

a
.

b
.

c
.

d
.

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

系
統

間
機

能
依

存
性

に
よ

っ
て

片
区

分
の

複
数

の
設

備
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

か
ら

「
中

」
と

し
た

。
過

渡
事

象
（

給
水

流
量

の
全

喪
失

）
又

は
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
自

動
停

止
）

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
事

象
進

展
が

早
い

こ
と

か
ら

「
高

」
と

し
た

。
ま

た
，

原
子

炉
を

通
常

停
止

さ
せ

る
手

動
停

止
／

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

手
動

停
止

）
は

「
低

」
と

し
た

。
事

象
進

展
が

早
く

余
裕

時
間

が
短

い
場

合
，

崩
壊

熱
が

高
く

原
子

炉
注

水
に

必
要

な
設

備
容

量
が

大
き

く
な

る
。

ま
た

，
逃

が
し

安
全

弁
の

再
閉

鎖
に

失
敗

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
代

替
注

水
の

開
始

時
点

で
原

子
炉

が
一

定
程

度
減

圧
さ

れ
て

い
る

た
め

，
逃

が
し

安
全

弁
の

設
備

容
量

は
再

閉
鎖

成
功

時
の

方
が

厳
し

く
な

る
。

以
上

よ
り

，
過

渡
事

象
（

給
水

流
量

の
全

喪
失

）
又

は
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
自

動
停

止
）

を
起

因
と

し
て

逃
が

し
安

全
弁

の
再

閉
鎖

に
成

功
し

て
い

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

，
過

渡
事

象
（

給
水

流
量

の
全

喪
失

）
又

は
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
自

動
停

止
）

を
起

因
と

し
て

逃
が

し
安

全
弁

の
再

閉
鎖

に
失

敗
し

て
い

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
手

動
停

止
／

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

手
動

停
止

）
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
の

中
で

最
も

Ｃ
Ｄ

Ｆ
の

高
い

ド
ミ

ナ
ン

ト
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

，
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

別
Ｃ

Ｄ
Ｆ

に
対

し
て

1
％

以
上

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
1
％

未
満

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

a
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

全
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
共

通
で

あ
る

た
め

，
選

定
理

由
か

ら
除

外
し

た
。

b
.
c
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
「

高
」

と
考

え
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

③
を

抽
出

し
た

。
d
.
頻

度
の

観
点

で
は

③
が

支
配

的
と

な
っ

た
。

以
上

よ
り

③
を

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

選
定

し
た

。
加

え
て

，
有

効
性

評
価

に
お

い
て

は
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
及

び
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

の
本

体
故

障
を

想
定

す
る

。

な
お

，
有

効
と

考
え

ら
れ

る
主

な
対

策
に

差
異

は
な

く
，

③
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

緊
急

用
1
2
5
V
系

蓄
電

池
へ

の
直

流
電

源
の

切
替

操
作

が
必

要
と

な
る

こ
と

か
ら

，
④

，
⑤

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
対

し
て

包
絡

性
を

有
し

て
い

る
も

の
と

考
え

る
。

い
ず

れ
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
も

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
に

至
り

，
電

源
を

必
要

と
す

る
多

く
の

設
備

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
か

ら
「

高
」

と
し

た
。

い
ず

れ
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
も

，
原

子
炉

圧
力

の
低

下
に

よ
る

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
停

止
後

の
炉

心
損

傷
防

止
対

策
の

実
施

に
対

す
る

余
裕

時
間

に
有

意
な

差
は

な
い

。
こ

の
た

め
，

事
象

発
生

初
期

の
炉

心
損

傷
防

止
対

策
の

実
施

に
対

す
る

余
裕

時
間

に
着

目
す

る
。

外
部

電
源

喪
失

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
起

因
事

象
の

発
生

に
よ

り
給

復
水

系
が

停
止

す
る

た
め

原
子

炉
水

位
の

低
下

が
早

い
こ

と
か

ら
「

高
」

，
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
直

流
電

源
故

障
）

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
起

因
事

象
の

発
生

後
も

外
部

電
源

喪
失

に
至

る
ま

で
は

給
復

水
系

に
よ

り
原

子
炉

水
位

が
維

持
さ

れ
る

こ
と

か
ら

「
低

」
と

し
た

。
い

ず
れ

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

も
，

原
子

炉
圧

力
の

低
下

に
よ

る
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

停
止

後
の

原
子

炉
注

水
に

必
要

な
設

備
容

量
に

有
意

な
差

異
は

な
い

。
こ

の
た

め
，

事
象

発
生

初
期

の
炉

心
損

傷
防

止
対

策
の

設
備

容
量

に
着

目
す

る
。

事
象

初
期

の
余

裕
時

間
が

短
い

場
合

，
崩

壊
熱

が
高

く
原

子
炉

注
水

に
必

要
な

設
備

容
量

が
大

き
く

な
る

。
こ

の
た

め
，

外
部

電
源

喪
失

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
高

」
，

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

Ｔ
Ｂ

Ｐ
の

中
で

最
も

Ｃ
Ｄ

Ｆ
の

高
い

ド
ミ

ナ
ン

ト
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

，
1
％

以
上

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
1
％

未
満

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

a
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

全
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
共

通
で

あ
る

た
め

，
選

定
理

由
か

ら
除

外
し

た
。

b
.
c
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
「

高
」

と
考

え
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

⑥
を

抽
出

し
た

。
d
.
の

頻
度

の
観

点
で

は
⑥

が
支

配
的

と
な

っ
た

。

以
上

よ
り

，
⑥

を
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
選

定
し

た
。

な
お

，
有

効
と

考
え

ら
れ

る
主

な
対

策
に

差
異

が
な

い
た

め
，

⑥
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
⑦

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
対

し
て

包
絡

性
を

有
し

て
い

る
も

の
と

考
え

る
。

a
.

b
.

c
.

d
.

a
.

b
.

c
.

d
.

い
ず

れ
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
も

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
に

至
り

，
電

源
を

必
要

と
す

る
多

く
の

設
備

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
か

ら
「

高
」

と
し

た
。

い
ず

れ
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
も

事
象

初
期

か
ら

原
子

炉
へ

の
注

水
に

失
敗

し
て

お
り

，
事

象
進

展
の

早
さ

に
差

異
は

な
い

も
の

の
，

直
流

電
源

が
喪

失
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
代

替
注

水
設

備
の

起
動

に
必

要
な

直
流

電
源

を
緊

急
用

1
2
5
V
系

蓄
電

池
か

ら
給

電
す

る
た

め
の

直
流

電
源

の
切

替
操

作
が

必
要

と
な

る
こ

と
か

ら
，

直
流

電
源

が
喪

失
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

，
そ

れ
以

外
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
中

」
と

し
た

。
い

ず
れ

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

も
事

象
初

期
か

ら
原

子
炉

へ
の

注
水

に
失

敗
し

て
お

り
，

崩
壊

熱
が

高
く

原
子

炉
注

水
に

必
要

な
設

備
容

量
に

差
異

は
な

い
も

の
の

，
代

替
直

流
電

源
の

必
要

容
量

は
直

流
電

源
が

喪
失

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

方
が

多
く

な
る

こ
と

か
ら

，
直

流
電

源
が

喪
失

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
高

」
，

そ
れ

以
外

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

と
し

た
。

Ｔ
Ｂ

Ｄ
及

び
Ｔ

Ｂ
Ｕ

の
中

で
最

も
Ｃ

Ｄ
Ｆ

の
高

い
ド

ミ
ナ

ン
ト

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
高

」
，

1
％

以
上

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
1
％

未
満

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

◎
　

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

選
定

し
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
　

　
　

　
　

　

対
応

す
る

主
要

な
炉

心
損

傷
防

止
対

策

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失

・
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

・
過

渡
時

自
動

減
圧

機
能

・
残

留
熱

除
去

系

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

・
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
　

型
）

・
残

留
熱

除
去

系
・

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

・
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
・

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
・

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
又

は
耐

圧
強

化
　

ベ
ン

ト
・

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

・
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備

全
交

流
動

力
電

源
喪

失

長
期

Ｔ
Ｂ

Ｔ
Ｂ

Ｐ

Ｔ
Ｂ

Ｄ
Ｔ

Ｂ
Ｕ

・
高

圧
代

替
注

水
系

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

・
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
　

型
）

・
残

留
熱

除
去

系
・

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

・
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

・
代

替
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

（
可

搬
　

型
）

・
残

留
熱

除
去

系
・

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

・
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
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第
1
－

4
表

 
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

等
の

選
定

（
2
／

2
）

 

a
b

c
d

◎
①

過
渡

事
象

＋
Ｒ

Ｈ
Ｒ

失
敗

低
高

高
高

－
②

過
渡

事
象

＋
逃

が
し

安
全

弁
再

閉
鎖

失
敗

＋
Ｒ

Ｈ
Ｒ

失
敗

低
高

中
低

－
③

外
部

電
源

喪
失

＋
Ｄ

Ｇ
失

敗
（

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

成
功

）
高

中
高

中

－
④

外
部

電
源

喪
失

＋
Ｄ

Ｇ
失

敗
＋

逃
が

し
安

全
弁

再
閉

鎖
失

敗
（

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

成
功

）
高

中
中

低

－
⑤

外
部

電
源

喪
失

＋
直

流
電

源
失

敗
（

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

成
功

）
高

中
高

低

－
⑥

手
動

停
止

／
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
手

動
停

止
）

＋
Ｒ

Ｈ
Ｒ

失
敗

中
低

低
中

－
⑦

手
動

停
止

／
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
手

動
停

止
）

＋
逃

が
し

安
全

弁
再

閉
鎖

失
敗

＋
Ｒ

Ｈ
Ｒ

失
敗

中
低

低
低

－
⑧

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
＋

Ｒ
Ｈ

Ｒ
失

敗
中

高
高

中

－
⑨

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
＋

逃
が

し
安

全
弁

再
閉

鎖
失

敗
＋

Ｒ
Ｈ

Ｒ
失

敗
中

高
中

低

－
⑩

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
（

外
部

電
源

喪
失

）
＋

Ｄ
Ｇ

失
敗

（
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
成

功
）

高
高

高
中

－
⑪

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
（

外
部

電
源

喪
失

）
＋

Ｄ
Ｇ

失
敗

＋
逃

が
し

安
全

弁
再

閉
鎖

失
敗

（
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
成

功
）

高
高

中
低

－
⑫

小
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

Ｒ
Ｈ

Ｒ
失

敗
低

高
高

低

－
⑬

中
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

Ｒ
Ｈ

Ｒ
失

敗
低

高
高

低

－
⑭

大
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

Ｒ
Ｈ

Ｒ
失

敗
低

高
高

低

◎
①

過
渡

事
象

＋
原

子
炉

停
止

失
敗

低
高

高
高

－
②

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
＋

原
子

炉
停

止
失

敗
中

中
中

低

－
③

小
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

原
子

炉
停

止
失

敗
低

中
中

低

－
④

中
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

原
子

炉
停

止
失

敗
低

中
中

低

－
⑤

大
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

原
子

炉
停

止
失

敗
低

低
低

低

－
①

小
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

高
圧

炉
心

冷
却

失
敗

＋
低

圧
炉

心
冷

却
失

敗
低

低
高

低

－
②

小
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

高
圧

炉
心

冷
却

失
敗

＋
原

子
炉

減
圧

失
敗

低
低

低
低

◎
③

中
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

高
圧

炉
心

冷
却

失
敗

＋
低

圧
炉

心
冷

却
失

敗
低

高
高

高

－
④

中
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
＋

高
圧

炉
心

冷
却

失
敗

＋
原

子
炉

減
圧

失
敗

低
高

低
中

◎
①

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

・
手

動
減

圧
・

破
損

系
統

を
除

く
原

子
炉

注
水

機
能

・
破

損
系

統
の

隔
離

・
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
・

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

－
－

－
－

①
を

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

選
定

し
た

。

◎
①

原
子

炉
建

屋
内

浸
水

に
よ

る
複

数
の

緩
和

機
能

喪
失

（
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
喪

失
）

高
高

高
中

－
②

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

喪
失

（
蓄

電
池

枯
渇

後
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
停

止
）

中
低

中
高

－
③

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

喪
失

＋
高

圧
炉

心
冷

却
失

敗
中

高
中

低

－
④

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

喪
失

＋
逃

が
し

安
全

弁
再

閉
鎖

失
敗

中
中

中
低

審
査

ガ
イ

ド
の

着
眼

点
a
～

d
に

対
す

る
影

響
度

の
観

点
か

ら
，

厳
し

い
順

に
「

高
」

，
「

中
」

，
「

低
」

と
し

た
。

※
　

取
水

機
能

喪
失

時
（

Ｒ
Ｈ

Ｒ
Ｓ

喪
失

時
）

は
低

圧
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
が

従
属

的
に

機
能

喪
失

す
る

。
そ

の
た

め
，

高
圧

注
水

系
に

成
功

し
て

い
る

場
合

は
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

で
取

り
扱

う
が

，
高

圧
注

水
系

に
失

敗
し

た
場

合
は

他
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
等

　
　

（
①

，
②

，
⑥

～
⑨

：
高

圧
・

低
圧

注
水

機
能

喪
失

，
③

～
⑤

，
⑩

，
⑪

：
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

，
⑫

，
⑬

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
，

⑭
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・

過
温

破
損

）
）

で
重

大
事

故
対

策
の

有
効

性
を

確
認

す
る

。

◎
　

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

し
て

選
定

し
た

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
　

　
　

　
　

　

崩
壊

熱
除

去
機

能
喪

失

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

原
子

炉
停

止
機

能
喪

失

・
Ａ

Ｔ
Ｗ

Ｓ
緩

和
設

備
（

代
替

制
御

棒
挿

入
機

　
能

）
・

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
原

子
炉

再
循

環
　

系
ポ

ン
プ

ト
リ

ッ
プ

機
能

）
・

ほ
う

酸
水

注
入

系
・

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
・

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
・

残
留

熱
除

去
系

a
.

b
.

c
.

d
.

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

系
統

間
機

能
依

存
性

に
よ

っ
て

片
区

分
の

複
数

の
設

備
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

か
ら

「
中

」
と

し
た

。
過

渡
事

象
（

主
蒸

気
隔

離
弁

の
誤

閉
止

）
に

起
因

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
原

子
炉

圧
力

の
上

昇
が

早
く

，
反

応
度

印
加

の
観

点
で

厳
し

い
事

象
で

あ
り

，
事

象
進

展
が

早
い

こ
と

か
ら

「
高

」
と

し
た

。
ま

た
，

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
は

，
過

渡
事

象
（

主
蒸

気
隔

離
弁

の
誤

閉
止

）
に

比
べ

て
事

象
進

展
が

緩
や

か
で

あ
る

こ
と

か
ら

「
中

」
と

し
た

。
さ

ら
に

，
大

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

原
子

炉
の

減
圧

に
伴

い
反

応
度

が
抑

制
さ

れ
る

こ
と

か
ら

「
低

」
と

し
，

中
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
又

は
小

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

「
中

」
と

し
た

。
事

象
進

展
が

早
く

余
裕

時
間

が
短

い
場

合
，

反
応

度
印

加
の

観
点

で
厳

し
く

出
力

抑
制

に
必

要
な

設
備

容
量

が
大

き
く

な
る

こ
と

か
ら

，
着

眼
点

b
.
と

同
様

に
，

過
渡

事
象

（
主

蒸
気

隔
離

弁
の

誤
閉

止
）

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
高

」
，

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
大

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
低

」
，

中
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
又

は
小

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
中

」
と

し
た

。
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

の
中

で
最

も
Ｃ

Ｄ
Ｆ

の
高

い
ド

ミ
ナ

ン
ト

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
高

」
，

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
別

Ｃ
Ｄ

Ｆ
に

対
し

て
1
％

以
上

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
1
％

未
満

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

a
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

②
は

サ
ポ

ー
ト

系
１

区
分

の
喪

失
を

起
因

と
し

て
い

る
が

，
他

の
区

分
は

健
全

で
あ

る
た

め
，

対
応

手
段

が
著

し
く

制
限

さ
れ

る
状

態
で

は
な

い
。

b
.
c
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

「
高

」
と

考
え

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
①

を
抽

出
し

た
。

d
.
頻

度
の

観
点

で
は

①
が

支
配

的
と

な
っ

た
。

な
お

，
②

～
⑤

の
Ｃ

Ｄ
Ｆ

は
い

ず
れ

も
1

×
1
0
-
10
／

炉
年

未
満

で
あ

り
，

極
め

て
小

さ
い

。

以
上

よ
り

，
①

を
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
選

定
し

た
。

な
お

，
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
を

起
因

と
す

る
場

合
，

ほ
う

酸
水

注
入

系
が

有
効

に
機

能
し

な
い

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

が
，

Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ

緩
和

設
備

（
代

替
制

御
棒

挿
入

機
能

）
に

期
待

す
る

こ
と

に
よ

り
対

応
可

能
で

あ
り

，
そ

の
Ｃ

Ｄ
Ｆ

は
極

め
て

小
さ

い
。

そ
の

た
め

，
反

応
度

制
御

の
観

点
で

厳
し

い
過

渡
事

象
を

起
因

と
す

る
①

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

本
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

に
お

い
て

代
表

性
を

有
し

て
い

る
も

の
と

考
え

る
。

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

抽
出

さ
れ

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

が
1
つ

で
あ

る
こ

と
か

ら
着

眼
点

に
照

ら
し

た
整

理
は

行
わ

ず
，

全
て

の
着

眼
点

に
つ

い
て

「
－

」
と

し
た

。

津
波

浸
水

に
よ

る
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
喪

失

・
津

波
防

護
対

策
・

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
・

手
動

減
圧

・
低

圧
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
・

残
留

熱
除

去
系

・
緊

急
用

海
水

系
・

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

・
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備

a
.

b
.

c
.

d
.

原
子

炉
建

屋
内

浸
水

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
で

は
，

建
屋

内
の

多
く

の
設

備
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

か
ら

「
高

」
と

し
た

。
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
喪

失
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

除
熱

を
必

要
と

す
る

設
備

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
か

ら
「

中
」

と
し

た
。

事
象

初
期

か
ら

原
子

炉
へ

の
注

水
に

失
敗

し
て

い
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

「
高

」
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
注

水
に

成
功

し
て

い
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

「
低

」
と

し
た

。
逃

が
し

安
全

弁
再

閉
鎖

失
敗

に
よ

り
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

が
機

能
喪

失
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
が

動
作

で
き

な
い

範
囲

に
原

子
炉

圧
力

が
低

下
す

る
ま

で
炉

心
へ

の
注

水
が

継
続

さ
れ

る
た

め
，

事
象

初
期

か
ら

注
水

に
失

敗
し

て
い

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
比

較
し

て
事

象
進

展
が

遅
い

こ
と

か
ら

「
中

」
と

し
た

。
原

子
炉

建
屋

内
浸

水
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

津
波

防
護

対
策

に
要

求
さ

れ
る

防
護

高
さ

も
高

く
な

る
こ

と
か

ら
「

高
」

と
し

，
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
喪

失
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
「

中
」

と
し

た
。

最
も

Ｃ
Ｄ

Ｆ
の

高
い

ド
ミ

ナ
ン

ト
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

，
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

別
Ｃ

Ｄ
Ｆ

に
対

し
て

1
％

以
上

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
1
％

未
満

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
・

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
・

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
又

は
耐

圧
強

化
　

ベ
ン

ト
・

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

・
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備

a
.

b
.

c
.

d
.

中
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
又

は
小

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
系

統
間

機
能

依
存

性
が

な
い

こ
と

か
ら

，
全

て
「

低
」

と
し

た
。

中
破

断
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

破
断

面
積

が
大

き
い

こ
と

よ
り

流
出

流
量

が
多

く
，

事
象

進
展

が
早

い
こ

と
か

ら
「

高
」

と
し

た
。

ま
た

，
小

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
中

破
断

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

に
比

べ
て

破
断

面
積

が
小

さ
い

た
め

「
低

」
と

し
た

。
原

子
炉

減
圧

に
用

い
る

逃
が

し
安

全
弁

は
十

分
な

台
数

が
設

置
さ

れ
て

い
る

が
，

低
圧

の
代

替
注

水
設

備
の

設
備

容
量

は
低

圧
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
よ

り
少

な
い

。
こ

の
た

め
，

低
圧

炉
心

冷
却

失
敗

を
含

む
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

と
し

，
原

子
炉

減
圧

失
敗

を
含

む
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
の

中
で

最
も

Ｃ
Ｄ

Ｆ
の

高
い

ド
ミ

ナ
ン

ト
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

，
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

別
Ｃ

Ｄ
Ｆ

に
対

し
て

1
％

以
上

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
1
％

未
満

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

a
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

全
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
共

通
で

あ
る

た
め

，
選

定
理

由
か

ら
除

外
し

た
。

b
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

「
高

」
と

考
え

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
③

，
④

を
抽

出
し

た
。

c
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

「
高

」
と

考
え

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
①

，
③

を
抽

出
し

た
。

d
.
頻

度
の

観
点

で
は

③
が

支
配

的
と

な
っ

た
。

以
上

よ
り

，
③

を
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
選

定
し

た
。

な
お

，
有

効
と

考
え

ら
れ

る
主

な
対

策
に

差
異

が
な

い
た

め
③

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

①
，

②
，

④
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
に

対
し

て
包

絡
性

を
有

し
て

い
る

も
の

と
考

え
る

。

a
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

「
高

」
と

考
え

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
，

津
波

浸
水

に
よ

り
建

屋
内

の
多

く
の

設
備

が
機

能
喪

失
す

る
①

を
抽

出
し

た
。

b
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

「
高

」
と

考
え

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
①

，
③

を
抽

出
し

た
。

c
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

「
高

」
と

考
え

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
①

を
抽

出
し

た
。

d
.
頻

度
の

観
点

で
は

②
が

支
配

的
と

な
っ

た
。

以
上

よ
り

，
①

を
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
選

定
し

た
。

な
お

，
②

は
頻

度
の

観
点

で
は

支
配

的
と

な
る

が
，

津
波

防
護

対
策

に
要

求
さ

れ
る

防
護

高
さ

は
津

波
高

さ
が

高
く

な
る

①
に

包
絡

さ
れ

る
。

ま
た

，
有

効
と

考
え

ら
れ

る
主

な
対

策
に

差
異

が
な

い
た

め
，

①
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

②
～

④
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
に

対
し

て
包

絡
性

を
有

し
て

い
る

も
の

と
考

え
る

。

[
Ｒ

Ｈ
Ｒ

故
障

時
]

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
・

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常
設

）
・

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
又

は
耐

圧
強

化
　

ベ
ン

ト
・

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

・
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備

[
取

水
機

能
喪

失
時

]
※

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

・
手

動
減

圧
・

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
・

残
留

熱
除

去
系

・
緊

急
用

海
水

系
・

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

・
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備

着
眼

点
と

の
関

係
と

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
の

選
定

の
考

え
方

選
定

し
た

重
要

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
と

選
定

理
由

備
考

（
a
：

共
通

原
因

故
障

・
系

統
間

機
能

依
存

性
，

b
：

余
裕

時
間

，
c
：

設
備

容
量

，
d
：

代
表

性
）

対
応

す
る

主
要

な
炉

心
損

傷
防

止
対

策

a
.

b
.

c
.

d
.

区
分

Ⅰ
及

び
区

分
Ⅱ

の
交

流
電

源
が

喪
失

し
て

い
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
電

源
を

必
要

と
す

る
多

く
の

設
備

が
機

能
喪

失
す

る
こ

と
か

ら
「

高
」

と
し

た
。

ま
た

，
区

分
Ⅰ

又
は

区
分

Ⅱ
の

交
流

電
源

が
喪

失
し

て
い

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

系
統

間
機

能
依

存
性

に
よ

っ
て

同
区

分
の

複
数

の
設

備
が

機
能

喪
失

す
る

こ
と

か
ら

「
中

」
と

し
た

。
い

ず
れ

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

も
代

替
除

熱
手

段
に

係
る

炉
心

損
傷

防
止

対
策

の
実

施
に

対
す

る
余

裕
時

間
に

有
意

な
差

は
な

い
。

こ
の

た
め

，
炉

心
冷

却
に

成
功

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
で

は
あ

る
も

の
の

，
事

象
発

生
初

期
の

炉
心

損
傷

防
止

対
策

の
実

施
に

対
す

る
余

裕
時

間
に

着
目

し
，

原
子

炉
水

位
の

低
下

が
早

い
過

渡
事

象
（

給
水

流
量

の
全

喪
失

）
，

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

自
動

停
止

）
，

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
又

は
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

高
」

，
手

動
停

止
／

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

手
動

停
止

）
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

，
上

記
以

外
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
中

」
と

し
た

。
い

ず
れ

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

も
崩

壊
熱

除
去

に
必

要
な

設
備

容
量

の
観

点
か

ら
は

有
意

な
差

異
は

な
い

。
こ

の
た

め
，

炉
心

冷
却

に
成

功
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

で
は

あ
る

も
の

の
，

事
象

発
生

初
期

の
炉

心
損

傷
防

止
対

策
の

設
備

容
量

に
着

目
す

る
。

事
象

初
期

の
事

象
進

展
が

早
く

余
裕

時
間

が
短

い
場

合
，

崩
壊

熱
が

高
く

原
子

炉
注

水
に

必
要

な
設

備
容

量
が

大
き

く
な

る
。

ま
た

，
低

圧
の

代
替

注
水

手
段

に
期

待
す

る
場

合
，

逃
が

し
安

全
弁

の
再

閉
鎖

に
失

敗
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

は
，

注
水

の
開

始
時

点
で

原
子

炉
が

一
定

程
度

減
圧

さ
れ

て
い

る
た

め
，

逃
が

し
安

全
弁

の
設

備
容

量
は

再
閉

鎖
成

功
時

の
方

が
厳

し
く

な
る

。
以

上
よ

り
，

過
渡

事
象

（
給

水
流

量
の

全
喪

失
）

，
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
自

動
停

止
）

又
は

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
を

起
因

と
し

て
逃

が
し

安
全

弁
の

再
閉

鎖
に

成
功

し
て

い
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
並

び
に

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
高

」
，

過
渡

事
象

（
給

水
流

量
の

全
喪

失
）

，
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
自

動
停

止
）

又
は

サ
ポ

ー
ト

系
喪

失
（

直
流

電
源

故
障

）
を

起
因

と
し

て
逃

が
し

安
全

弁
の

再
閉

鎖
に

失
敗

し
て

い
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
中

」
，

手
動

停
止

／
サ

ポ
ー

ト
系

喪
失

（
手

動
停

止
）

を
起

因
と

す
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
低

」
と

し
た

。
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

の
中

で
最

も
Ｃ

Ｄ
Ｆ

の
高

い
ド

ミ
ナ

ン
ト

シ
ー

ケ
ン

ス
を

「
高

」
，

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
別

Ｃ
Ｄ

Ｆ
に

対
し

て
1
％

以
上

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

中
」

，
1
％

未
満

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
「

低
」

と
し

た
。

a
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

⑥
～

⑪
は

サ
ポ

ー
ト

系
１

区
分

の
喪

失
を

起
因

と
し

て
い

る
が

，
他

の
区

分
は

健
全

で
あ

る
た

め
，

対
応

手
段

が
著

し
く

制
限

さ
れ

る
状

態
で

は
な

い
。

ま
た

，
③

，
④

，
⑤

，
⑩

，
⑪

は
電

源
の

喪
失

に
よ

り
崩

壊
熱

除
去

機
能

が
喪

失
し

て
い

る
も

の
の

，
代

替
電

源
に

よ
り

崩
壊

熱
除

去
機

能
の

回
復

が
可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
対

応
手

段
が

著
し

く
制

限
さ

れ
る

状
態

で
は

な
い

。
b
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

「
高

」
と

考
え

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
①

，
②

，
⑧

～
⑭

を
抽

出
し

た
。

c
.
の

着
眼

点
に

つ
い

て
，

「
高

」
と

考
え

た
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
，

①
，

③
，

⑤
，

⑧
，

⑩
，

⑫
，

⑬
，

⑭
を

抽
出

し
た

。
d
.
頻

度
の

観
点

で
は

①
が

支
配

的
と

な
っ

た
。

以
上

よ
り

，
①

を
重

要
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

と
し

て
選

定
し

た
。

な
お

，
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
を

起
因

と
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
つ

い
て

は
，

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
及

び
雰

囲
気

圧
力

・
温

度
に

よ
る

静
的

負
荷

（
格

納
容

器
過

圧
・

過
温

破
損

）
に

お
い

て
，

代
替

除
熱

手
段

に
係

る
重

大
事

故
等

対
策

の
有

効
性

を
含

め
て

確
認

す
る

。
ま

た
，

交
流

電
源

の
喪

失
に

よ
り

崩
壊

熱
除

去
機

能
が

喪
失

し
て

い
る

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
が

含
ま

れ
る

も
の

の
，

主
要

な
炉

心
損

傷
防

止
対

策
の

電
源

を
代

替
電

源
と

す
る

場
合

，
有

効
と

考
え

ら
れ

る
主

な
対

策
に

差
異

が
な

い
た

め
，

過
渡

事
象

を
起

因
と

し
た

①
の

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
は

，
②

～
⑭

の
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

に
対

し
て

包
絡

性
を

有
し

て
い

る
も

の
と

考
え

る
。
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表 2 着眼点に基づく整理 

シーケンス 
対応する主要な 

炉心損傷防止対策 

着眼点 
備考 

a b c d 

ＴＷ 

・格納容器圧力逃がし装置 

又は耐圧強化ベント 

・緊急用海水系 

 

以下はＴＢＷに有効な対策 

・常設代替交流電源設備 

＋残留熱除去系 

低 高 高 高 

過渡事象（給水流量の全
喪失）に起因する事故シ
ーケンスが含まれる 

ＴＢＷ 高 高 高 中 

サポート系喪失（直流電
源故障）に起因する事故
シーケンスは，起因事象
の発生により給水流量
の全喪失に至る場合が
ある 
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表1 必要な安全機能及び防護対象設備（１／２） 

必要な安全機能 
防護対象設備 

常設重大事故等対処設備 

原子炉注水 

・原子炉隔離時冷却系 

・高圧代替注水系 

・逃がし安全弁 

・過渡時自動減圧機能 

・逃がし安全弁用可搬型蓄電池 

（逃がし安全弁機能回復（可搬型代替直流電源供給）） 

・高圧窒素ボンベ 

（逃がし安全弁機能回復（代替窒素供給）） 

・低圧代替注水系（可搬型） 

・低圧代替注水系（常設） 

・残留熱除去系 

・代替循環冷却系 

・緊急用海水系 

・ほう酸水注入系 

格納容器注水／除熱

・代替循環冷却系 

・緊急用海水系 

・代替格納容器スプレイ冷却系（常設） 

・代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型） 

・残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系） 

・残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系） 

・原子炉格納容器下部注水設備（常設） 

・原子炉格納容器下部注水設備（可搬型） 

・格納容器圧力逃がし装置 

・耐圧強化ベント系 

・静的触媒式水素再結合器 

・水素濃度の監視設備 

使用済燃料プール 

注水／除熱 

・代替燃料プール注水系 

・代替燃料プール冷却系 

・緊急用海水系 

電 源 

・可搬型代替交流電源設備 

・常設代替交流電源設備 

・非常用所内電気設備 

・所内常設直流電源設備 

・常設代替直流電源設備 

・可搬型代替直流電源設備 

・代替所内電気設備 

・燃料給油設備 
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第 1－6 表 「崩壊熱除去機能喪失」における主要なカットセット（1／2） 

 

炉心
損傷頻度

（／炉年）
主要なカットセット

炉心
損傷頻度

（／炉年）

事故シーケンス
グループに対する

寄与割合（％）
※１

有効性を確認する主な対策
対策の
有効性

①非隔離事象
＋ＲＨＲ系操作失敗

1.9E-05 30.7 ○

②原子炉緊急停止系誤動作等
＋ＲＨＲ系操作失敗

6.0E-06 9.9 ○

③隔離事象
＋ＲＨＲ系操作失敗

2.9E-06 4.9 ○

③水位低下事象
＋ＲＨＲ系操作失敗

2.9E-06 4.9 ○

④非隔離事象
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

2.9E-06 4.8
[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

○

⑥全給水喪失
＋ＲＨＲ系操作失敗

1.1E-06 1.8
[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

○

⑦原子炉緊急停止系誤動作等
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

9.4E-07 1.6
[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

○

⑧非隔離事象
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ流量調整弁開失敗共通原因故障

6.1E-07 1.0
[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

○

⑨隔離事象
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

4.6E-07 0.8 ○

⑨水位低下事象
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

4.6E-07 0.8 ○

⑪外部電源喪失
＋ＲＨＲ系操作失敗

4.5E-07 0.7 ○

⑫非隔離事象
＋ＲＨＲ－Ａ／Ｂ熱交バイパス弁閉失敗共通原因故障

3.8E-07 0.6 ○

⑬非隔離事象
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ／Ｃ／Ｄポンプ起動失敗共通原因故障

3.5E-07 0.6
[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

○

⑬非隔離事象
＋ＲＨＲ－Ａ／Ｂポンプ起動失敗共通原因故障

3.1E-07 0.5 ○

⑮非隔離事象
＋ＲＨＲ－Ａ／Ｂポンプ室空調ファン起動失敗共通原因故障

3.1E-07 0.5 ○

⑯原子炉緊急停止系誤動作等
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ流量調整弁開失敗共通原因故障

2.0E-07 0.3 ○

⑰非隔離事象
＋ＲＨＲ－Ａ／Ｂポンプ運転継続失敗共通原因故障

1.7E-07 0.3 ○

⑱全給水喪失
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

1.7E-07 0.3
[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

○

⑲非隔離事象
＋ＲＨＲ－Ａ／Ｂ／Ｃポンプ起動失敗共通原因故障

1.6E-07 0.3 ○

⑲非隔離事象
＋ＲＨＲ－Ａ／Ｂ／Ｃポンプ室空調ファン起動失敗共通原因故障

1.6E-07 0.3 ○

 原子炉緊急停止系誤動作等
＋ＲＨＲ－Ａ／Ｂ熱交バイパス弁閉失敗共通原因故障

1.2E-07 0.2 ○

 原子炉緊急停止系誤動作等
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ／Ｃ／Ｄポンプ起動失敗共通原因故障

1.1E-07 0.2
[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

○

 原子炉緊急停止系誤動作等
＋ＲＨＲ－Ａ／Ｂポンプ起動失敗共通原因故障

1.0E-07 0.2 ○

 原子炉緊急停止系誤動作等
＋ＲＨＲ－Ａ／Ｂポンプ室空調ファン起動失敗共通原因故障

1.0E-07 0.2 ○

①逃がし安全弁誤開放
＋ＲＨＲ系操作失敗

1.1E-07 0.2 ○

②非隔離事象
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲ系操作失敗

9.7E-08 0.2 ○

③逃がし安全弁誤開放
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

1.7E-08 ＜0.1
[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

○

①計画外停止
＋ＲＨＲ系操作失敗

4.7E-06 7.8
[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

○

②計画外停止
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

7.4E-07 1.2 ○

③残留熱除去系海水系故障（区分Ⅰ）
＋ＲＨＲＳ－Ｂメンテナンスによる待機除外

2.7E-07 0.4 ○

③残留熱除去系海水系故障（区分Ⅱ）
＋ＲＨＲＳ－Ａメンテナンスによる待機除外

2.7E-07 0.4 ○

⑤計画外停止
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ流量調整弁開失敗共通原因故障

1.5E-07 0.3
[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

○

※1　崩壊熱除去喪失（ＴＷ，ＴＢＷ）の炉心損傷頻度に対する寄与割合を示す

過渡事象
＋ＲＨＲ失敗

4.4E-05

[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

事故シーケンス

[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

手動停止／サポート系喪失（手動停止）
＋ＲＨＲ失敗

9.9E-06

[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

Ｔ
Ｗ

[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

過渡事象
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲ失敗

3.8E-07
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第 1－6 表 「崩壊熱除去機能喪失」における主要なカットセット（2／2） 

炉心
損傷頻度

（／炉年）
主要なカットセット

炉心
損傷頻度

（／炉年）

事故シーケンス
グループに対する

寄与割合
※１

（％）

有効性を確認する主な対策
対策の
有効性

①計画外停止
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲ系操作失敗

2.5E-08 ＜0.1
[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

○

②計画外停止
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

3.9E-09 ＜0.1 ○

③残留熱除去系海水系故障（区分Ⅰ）
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲＳ－Ｂメンテナンスによる待機除外

1.4E-09 ＜0.1 ○

③残留熱除去系海水系故障（区分Ⅱ）
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲＳ－Ａメンテナンスによる待機除外

1.4E-09 ＜0.1 ○

①直流電源故障（区分Ⅰ）
＋ＲＨＲＳ－Ｂメンテナンスによる待機除外

1.0E-07 0.2 ○

①直流電源故障（区分Ⅱ）
＋ＲＨＲＳ－Ａメンテナンスによる待機除外

1.0E-07 0.2 ○

③交流電源故障（区分Ⅱ）
＋ＲＨＲＳ－Ａメンテナンスによる待機除外

5.7E-08 ＜0.1 ○

①直流電源故障（区分Ⅰ）
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲＳ－Ｂメンテナンスによる待機除外

5.4E-10 ＜0.1 ○

①直流電源故障（区分Ⅱ）
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲＳ－Ａメンテナンスによる待機除外

5.4E-10 ＜0.1 ○

③交流電源故障（区分Ⅱ）
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲＳ－Ａメンテナンスによる待機除外

3.0E-10 ＜0.1 ○

①小破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲ系操作失敗

3.3E-08 ＜0.1
[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

○

②小破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

5.2E-09 ＜0.1 ○

③小破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ流量調整弁開失敗共通原因故障

1.1E-09 ＜0.1 ○

①中破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲ系操作失敗

2.2E-08 ＜0.1
[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

○

①中破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

3.4E-09 ＜0.1 ○

①中破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ流量調整弁開失敗共通原因故障

7.2E-10 ＜0.1 ○

①大破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲ系操作失敗

2.2E-09 ＜0.1
[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

○

②大破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

3.4E-10 ＜0.1
[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

○

③大破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ流量調整弁開失敗共通原因故障

7.2E-11 ＜0.1
[ＲＨＲ故障時]
・格納容器圧力逃がし装置
　又は耐圧強化ベント

○

①外部電源喪失
＋ＤＧ－２Ｃ／２Ｄ運転継続失敗共通原因故障

2.0E-07 0.3 ○

②外部電源喪失
＋ＤＧ－２Ｃ／２Ｄ起動失敗共通原因故障

1.3E-07 0.2 ○

③外部電源喪失
＋ＤＧＳＷ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障

7.2E-08 0.1 ○

①外部電源喪失
＋ＤＧ－２Ｃ／２Ｄ運転継続失敗共通原因故障
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗

1.0E-09 ＜0.1 ○

②外部電源喪失
＋ＤＧ－２Ｃ／２Ｄ起動失敗共通原因故障
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗

7.0E-10 ＜0.1 ○

③外部電源喪失
＋ＤＧＳＷ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原因故障
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗

3.7E-10 ＜0.1 ○

①外部電源喪失
＋蓄電池－Ａ／Ｂ給電失敗共通原因故障

6.9E-10 ＜0.1 ○

②外部電源喪失
＋蓄電池－Ａ／Ｂ給電失敗共通原因故障
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗

3.6E-12 ＜0.1 ○

③外部電源喪失
＋蓄電池－Ａ給電失敗
＋蓄電池－Ｂ給電失敗

1.7E-12 ＜0.1 ○

①直流電源故障（区分Ⅰ）
＋ＤＧ－２Ｄ運転継続失敗

6.3E-07 1.0 ○

①直流電源故障（区分Ⅱ）
＋ＤＧ－２Ｃ運転継続失敗

6.3E-07 1.0 ○

③直流電源故障（区分Ⅰ）
＋ＤＧ－２Ｄ起動失敗

4.3E-07 0.7 ○

③直流電源故障（区分Ⅱ）
＋ＤＧ－２Ｃ起動失敗

4.3E-07 0.7 ○

⑤直流電源故障（区分Ⅰ）
＋ＤＧ－２Ｄメンテナンスによる待機除外

2.7E-07 0.5 ○

⑤直流電源故障（区分Ⅱ）
＋ＤＧ－２Ｃメンテナンスによる待機除外

2.7E-07 0.5 ○

①直流電源故障（区分Ⅰ）
＋ＤＧ－２Ｄ運転継続失敗
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗

3.3E-09 ＜0.1 ○

①直流電源故障（区分Ⅱ）
＋ＤＧ－２Ｃ運転継続失敗
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗

3.3E-09 ＜0.1 ○

③直流電源故障（区分Ⅰ）
＋ＤＧ－２Ｄ起動失敗
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗

2.2E-09 ＜0.1 ○

③直流電源故障（区分Ⅱ）
＋ＤＧ－２Ｃ起動失敗
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗

2.2E-09 ＜0.1 ○

※1　崩壊熱除去喪失（ＴＷ，ＴＢＷ）の炉心損傷頻度に対する寄与割合を示す

4.1E-06

外部電源喪失
＋ＤＧ失敗
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
（ＨＰＣＳ成功）

3.6E-09

6.9E-10

サポート系喪失（直流電源故障）
（外部電源喪失）
＋ＤＧ失敗
（ＨＰＣＳ成功）

崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

Ｔ
Ｗ

Ｔ
Ｂ
Ｗ

大破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲ失敗

3.0E-09

6.9E-07

中破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲ失敗

3.0E-08

事故シーケンス

外部電源喪失
＋ＤＧ失敗
（ＨＰＣＳ成功）

外部電源喪失
＋直流電源失敗
（ＨＰＣＳ成功）

・常設代替交流電源設備

2.1E-08

サポート系喪失（直流電源故障）
（外部電源喪失）
＋ＤＧ失敗
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
（ＨＰＣＳ成功）

[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

サポート系喪失（自動停止）
＋ＲＨＲ失敗

1.7E-06

サポート系喪失（自動停止）
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲ失敗

8.9E-09

小破断ＬＯＣＡ
＋ＲＨＲ失敗

4.5E-08

手動停止／サポート系喪失（手動停止）
＋逃がし安全弁再閉鎖失敗
＋ＲＨＲ失敗

5.2E-08

[取水機能喪失時]
・緊急用海水系

[取水機能喪失時]
・緊急用海水系
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第 1－7 表 「崩壊熱除去機能喪失（ＴＷ）」における主要なカットセット 

 

 

No. 
加速度区分 

（Ｇ） 
主要なカットセット 

炉心 

損傷頻度 

(／炉年) 

事故シーケンスグ

ループに対する 

寄与割合（％） 

有効性を確認する主な

対策 

対策の

有効性

1 0.16～0.2 

①ＲＨＲ系操作失敗 

1.7E-06 30.6 

[ＲＨＲ故障時] 
・格納容器圧力逃がし

装置又は耐圧強化ベ

ント 

 
○ 
 

2 0.2～0.3 1.1E-06 19.1 
 
○ 
 

3 0.3～0.4 3.0E-07 5.5 
 
○ 

 

4 0.4～0.5 1.1E-07 2.1 
 
○ 
 

5 0.16～0.2 
②ＲＨＲＳ－Ａ／Ｂ海水ストレーナ閉塞共通原
因故障 

1.0E-07 1.9 
[取水機能喪失時] 
・緊急用海水系 

 
○ 
 

6 0.2～0.3 6.5E-08 1.2 
 
○ 
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